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            第七章　頼もしいレイとわたくし

            　

            　

            「冗談じゃありませんわ！」

            　日も落ちた後の学院寮。魔力の灯りがともる中、わたくしの大きな声が部屋を震わせました。机の上のレレアが身をすくめるように小さくなります。

            　牢から解放されたレイが持って来たのは、とんでもない話でした。まず、レイの学院籍を解き、ロセイユ陛下直属の特務官に任命し、リリィ枢機卿やわたくしもそれを補佐せよとのこと。これについては驚きもありましたが、まだ許容できる話です。ただの平民に過ぎないレイの出世を喜びこそすれ、反対する理由は何もありません。

            　問題はレイが命じられた貴族の不正調査の対象に、お父様が含まれていることでした。

            「お父様が不正!?　そんな馬鹿な話があるわけがありませんわ!!」

            　お父様は理想的なバウアー貴族です。金庫番としてバウアーにその身を捧げて来たというのに、こんな汚名を着せられるのはあまりにもあまり。

            「まあまあ、まだ疑いがあるというだけですし」

            　レイはそう言いますが、あのロセイユ陛下が疑いレベルでそんなことを不用意に言うとは思えません。陛下は恐らく何らかの確信をもってお父様を疑っているはずでした。

            「そんな疑いを掛けるだけで陛下の正気を疑います！　フランソワ家は代々王国の金庫を厳粛に預かって来たのです。それが不正などと！」

            　バカンスで貴族制度に疑問を抱いて以来、わたくしは貴族たちの腐敗について学んできました。そして、調べていく内に実際に不正を働いていそうな貴族の情報も掴んでいます。ですが、お父様は違います。

            　違う……はずなのです。

            「で、でも、クレア様、これは逆にチャンスかもしれません」

            　激昂するわたくしの剣幕に怯えつつも、そう言ったのはリリィ枢すう機き卿きようでした。彼女は偶然わたくしの部屋に遊びに来ていて、ちょうどレイの報告を一緒に聞くことになったのです。

            「チャンスって、どういうことですの、リリィ枢機卿？」

            「リ、リリィもお父様がそのような不正をしているとは信じたくありません。ですから、リリィたちでお父様たちの潔白を証明すればいいのではないか、と思います」

            　リリィ枢機卿の言うことはとても前向きでした。確かにわたくしたちでお父様たちの潔白を証明出来るならば、それに越したことはありません。ですが、何かがあることを証明するのに比べて、何かがないことを証明するのは難しいものです。わたくしは嫌疑を掛けられたお父様たちが、なし崩し的に罰せられることを危惧しました。

            「お、お父様たちに掛かっているのは、どのような不正の疑いなのですか？」

            「それが、私もまだ詳しくはうかがっていないのです。陛下はロッド様に聞くようにと仰っていました」

            「でしたらうかがいに参りましょう」

            　一体、どのような荒唐無稽な話がまかり通っているのか、わたくしは一刻も早く確認したいと思いました。

            　しかし、

            「さすがに今日はもう遅いですよ。明日になればクレア様やリリィ様宛の辞令も下るでしょうから、それを待って改めてうかがいましょう」

            「……歯がゆいですわね」

            　レイに止められてしまいました。わたくしが取り乱しつつあるからか、レイはとても冷静です。いえ、彼女はいつも冷静ですが。

            「大体、どうしてリリィ枢機卿まで巻き込んでいますの、あなたは」

            「え？　いや、だって、サーラス様のことも調べるのであれば、リリィ様にも協力を――」

            「事の重大性が分かっていませんのね。この国の有力者の内情を探るということは、それ相応の危険が伴うということですのよ？」

            　下級貴族たちならまだしも、サーラス様やお父様たち上級貴族を調べるということはそういうことです。お父様たちはこの国の権力者なのです。万一、お父様たちに後ろ暗いことがあったなら、それをもみ消そうとするはず。その手段は必ずしも不正を追及する者の命を保証しません。

            「リ、リリィも水属性魔法の使い手です。きっとお役に立てます」

            「危険すぎますわ。そもそも、レイの護衛にはわたしがおります」

            　わたくしとて火の高適性魔法使い。そんじょそこらの腕自慢には負けません。

            「で、でも、リリィは心配なんです！」

            「杞憂ですわよ」

            「ふ、二人っきりになったらクレア様がレイさんに何をするか！」

            「そっちですの!?」

            　むしろ心配するなら、レイがわたくしに、でしょう!?

            「え？　なにかしてくれるんですかクレア様？」

            「しませんわよ!?」

            「なんでですか!!」

            「なんでもなにもありませんわよ！」

            「レ、レイさんに手を出さない!?　正気なんですか!?」

            「ああ、もう、面倒くさいですわね、あなたたち二人とも!!」

            　何だかこういうやり取りも久しぶりな感じがしますわね。このところ、色々立て込んでいましたから。空気が緩んだのを敏感に感じ取っているのか、レレアも心なしか嬉しそうです。

            「仕方がありませんからリリィ枢機卿の同行も認めますけれど、くれぐれも注意をなさって下さいまし」

            「も、もちろんです」

            「レイもですわよ？」

            「はーい」

            　そんなやり取りをして、その日はお開きとなりました。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　明くる日の放課後、わたくしたちはさっそく王宮のロッド様を訪ねました。

            「お、来たな」

            　ロッド様の部屋はさすがは王族という印象で、趣味の良い高級調度に囲まれた広い部屋でした。室内は暖色系の色使いでまとめられています。わたくしの自室もそこそこのものと自負していますが、それでもこの部屋には及ばないでしょう。

            　教会で清貧な生活を送っているリリィ枢機卿は、目に毒なのか居心地が悪そうにしています。レイが平然としているのは、大物なのかそれとも別の理由なのか。

            「オレは回りくどいことは嫌いだからさっさと用件を済ませるぞ。サーラスとドルは不正に財を蓄えている」

            　そう切り出したロッド様の言い方は、容疑ではなく断定でした。日頃からそういう所のあるロッド様でしたが、この時ばかりはうんうんと頷いてばかりもいられません。

            「お言葉ですがロッド様。そのようなことを仰るからには、何か決定的な証拠があるのですわよね？」

            　冷静にね、と昨晩カトリーヌに言い含められたわたくしは、ロッド様に根拠を問いました。

            「いや、ない」

            「な、ないんですか？」

            　リリィ枢機卿が拍子抜けしたような声を出しました。それはそうでしょう。根拠もなしに疑いをかけるのは、言いがかりとなんら変わりがありません。

            「まあ、待て。ないのは決定的な物証だけだ。状況証拠ならいくらでもある」

            　そう言うと、ロッド様はこれまで彼が捜査した調書を見せて下さいました。

            「サーラスもドルも頭が回る。そう簡単には尻尾をつかませちゃくれない。言葉にしたり書面に残したりはせずに、部下や周りの者が忖度して勝手に動くんだ」

            　ロッド様が示した資料には、サーラス様やお父様の周りで少なくない金が消えていると示唆されていました。中には具体的な容疑と名前が挙がっている貴族もいますが、直接お父様たちに繋がる証拠はないようです。

            「ここに名前がある者から捕まえればいいのではありませんの？」

            　ここに至ってもまだ、わたくしはお父様の無罪を信じて疑っていません。飽くまで嫌疑を晴らすために、わたくしはロッド様に問いました。

            「実際に手を汚すのは確かにこいつらだが、こいつらをいくら取り締まっても意味がない。トカゲの尻尾切りで終わるだけだ」

            　実際に何人か捕まえてもみたんだがな、とロッド様は言います。

            「で、どうするんだ？」

            　ロッド様が挑戦的な光を湛えた目でレイに問いかけました。

            「陛下にも話しましたが、まずはロッド様の仰る枝葉の部分から取りかかります」

            「ほう？」

            「この資料、写しを頂いても？」

            「そう言うと思って用意させてある。持って行け」

            　ロッド様が卓上の鈴を鳴らすと、側仕えの者が紙の束を持って来ました。レイがそれを受け取ります。

            「ではロッド様。私たちはこれで」

            「ああ、ちょっと待てレイ＝テイラー」

            　部屋を辞そうとしたレイを、ロッド様がなぜかフルネームで呼び止めました。レイが嫌そうな顔で振り返ります。

            「何でしょうか？」

            「いや、何でもないことなんだが、一応、今のうちに訊いておこうと思ってな」

            　ロッド様が珍しく言いよどみました。なんだというのでしょう？

            「なんだか、私、ものすごくうかがいたくないんですが」

            「そう言うな」

            「帰っていいですか？」

            「オレの用件が済んだらな」

            　そうして、ロッド様は言ったのです。

            「レイ＝テイラー。お前、オレの妃になるつもりはあるか？」

            　それは紛れもないプロポーズでした。

            　

            　

            　あまりに突飛な発言に、レイもリリィ枢機卿も、そしてわたくしも硬直してしまいました。求婚……それも平民であるレイに対して？　混乱する頭を何とか整理して、わたくしはロッド様の真意を問い質すことにしました。

            「正気ですの、ロッド様!?」

            　それでも、わたくしの問いかけはほとんど悲鳴じみていたと思います。

            「へ、平民を、王族に加えると仰るんですか!?」

            「そうだが？」

            　リリィ枢機卿の問いにも、ロッド様は平然と応じました。レイはどうかと見れば、珍しく真面目な顔で考え込んでいます。無理もありません。王族からの突然の求婚です。混乱しない方が無理というものでしょう。

            　レイはしばらく考え込んでから口を開きました。

            「一応、おうかがいしますが、からかっていらっしゃいます？」

            「いや、本気だ」

            「はあ……。一体、私のどこがお気に召しました？」

            「性格と……あとは能力だな。お前のことは以前から大したヤツだと思っていた」

            　ロッド様が楽しそうに言いました。対するレイは……表情が読み取れない複雑な顔です。

            「私、何かしましたっけ？」

            「学院襲撃を未然に防ぎ、セインの毒を治療し、オルソー家の断絶を救い、マナリアに一泡吹かせ、ユークレッドの幽霊船騒ぎを解決した」

            　ロッド様は非常に正確にレイの手柄を把握していました。こうして列挙されてみると、レイの能力が非凡なことがよく分かります。身分などよりも能力や面白さを重視するロッド様なら、確かにレイのような女性を選ぶかも知れません。

            　でも、レイはわたくしの――。

            「いえ、それほとんどクレア様の手柄なんですが……」

            「そうなのか、クレア？」

            　ふいに名前を呼ばれて我に返りました。動揺している自分を自覚してさらに動揺しそうになりましたが、わたくしは必死で立て直してロッド様の問いに答えました。

            「いえ。レイの尽力によるものですわ」

            　確かに彼女一人ではなしえなかったことが多かったように思います。ですが同時に、彼女なしではなしえなかったことであることもまた事実。悔しいですし認めるのも怖いですが、彼女の成し遂げてきた成果は正当に評価されるべきだとわたくしは思いました。

            　――仮にそれで、彼女がわたくしから離れていくとしても。

            「決定的だったのはユーの一件だ。王宮が長年抱えていた難問を、お前は見事に解決して見せた」

            「あれも私一人の手柄ではないのですが……」

            「謙遜はよせ。中心にいたのはお前だと言うことは分かっている」

            　ロッド様の言う通りです。レイがいなければ、ユー様は未だに望まない性別での生活を余儀なくされていたことでしょう。

            「オレの伴侶となるべきは、つまらん深窓の令嬢などではなく、お前のような女傑が相応しい」

            　わたくしは二人が並んでいる様を思い浮かべてみました。王となったロッド様と王妃となったレイ。不思議と、その姿は簡単に想像出来ました。

            「で、どうだ？」

            　ロッド様がからかうような調子で問いますが、その目は全く笑っていません。ロッド様は本気です。

            「どうって、普通にお断りいたしますが」

            「ちょっと、レイ!?」

            　わたくしは動転しました。まさかレイが断るとは思っていなかったからです。平民が王族に名を連ねるなど前代未聞ですが、平民にとってはこの上ない名誉のはず。清貧生活に甘んじているレイのご両親だって、大喜びするはずでした。

            　それを断るなんて！

            「あなた、自分が何を言っているか分かっていますの!?」

            「何って、求婚されたからお断りを――」

            「王妃になれるかもしれないんですのよ!?」

            「ええ、別になりたくないですもん」

            　普段とまるで変わらない、まるで宿題の手伝いをこわれて断るかのような軽い調子でレイは言います。

            　この子、何を言っていますの！

            「望んでも得られない栄誉ですのよ!?」

            「私にとっては栄誉じゃありません」

            「どうして！」

            「だって、私が好きなのはクレア様ですもん」

            　いえ、話はもうそういう問題ではないでしょう。あなたがわたくしに好意を寄せてくれていることは分かっているつもりです。ですが、結婚は別でしょう？　結婚は家と家の関わり合いです。そこに個人の好悪など差し挟む余地はないはずなのです。

            「ふはっはっは！　そうだよな！　お前ならそう言うよな！」

            　ロッド様が机を叩きながら、心底おかしそうに笑いました。

            「クレア。レイにとってお前と一緒にいることは、王族との結婚よりも価値があることらしいぞ？」

            　求婚を断られたというのに、ロッド様は面白がるようにわたくしに言いました。わたくしは真っ青になりながら、どうにかこの貴重な縁談がご破算にならないように話を続けました。

            「ご無礼は平に。この者も突然のことで混乱しているのです。落ち着けばきっとロッド様のお気持ちに応えようと思うはずです」

            「いえ、私はいたって冷静で――」

            「お願いですから、あなたはちょっと黙っていらして」

            　レイを黙らせつつ、わたくしはロッド様への取りなしを続けます。レイは事の重要性を分かっていません。

            　これは平民同士の惚れた腫れたとは全く別次元の話です。王族からの求婚を平民が袖にしたなどと知られたら、自分の娘を王妃に据えたがっている他の貴族が黙っていません。ここぞとばかりに攻撃の対象にしてくることは間違いないでしょう。ロッド様にその気がなくても、不敬罪がどうとか言われるに決まっています。

            　聡明なロッド様のことでしょうから、その辺りのことには睨みを利かせるでしょうけれど、表だっての動きはそれで潰せても、闇討ちや暗殺までは防げません。レイにとって一番いいのは、求婚を受けてロッド様の庇護下に入ってしまうことです。

            「ロッド様。どうかこのご縁談、この場限りになさらないで下さい」

            「もちろんだ。レイがどう思おうと、オレの気持ちは変わらんからな」

            「ありがとうございます。ではこのお話は改めて」

            「ああ」

            「行きますわよ、レイ、リリィ枢機卿」

            　そう言うと、わたくしはレイとリリィ枢機卿を引き連れてロッド様の部屋を辞去しました。

            「ちょ、ちょっと、クレア様」

            「……」

            　レイが何やら非難がましい目を向けてきましたが、わたくしは思い切り睨み付けてそれを黙らせました。わたくしが再び口を開いたのは、リリィ枢機卿と別れて帰りの馬車に乗ってからのことでした。

            「レイ……。ふざけるのも大概になさいな」

            　わたくしはレイを真剣に咎める口調で言いました。

            「ふざけてるって、何がですか？」

            「決まっているでしょう！　ロッド様の求婚を拒否したことですわ！」

            　この期に及んでまだ茶化すつもりかと思うと、わたくしはつい言葉がきつくなるのを抑えられませんでした。

            「いえ、だって、好きでもない人と結婚出来ないでしょう」

            「結婚はあなた一人の問題ではありませんのよ!?　あなたが王室に嫁げば、ご両親のお喜びはいかばかりか……」

            　ロイヤルファミリーの一員になれば、当然、その家族にも国庫から支度金その他の名目でお金が支給されます。いえ、お金という実利的な面を除いても、大変な栄誉です。自分達の娘が王族の一員となる――ご両親にとって、それ以上の喜びがあるでしょうか。

            「でも、多分ですが、両親も私の選択を支持してくれると思いますよ？」

            　レイはのほほんとそんなことを言う。そういうことではありません。レイは何も分かっていません。

            「それはそうでしょう。あなたのご両親は素敵な方々ですからね。でも、あなたはそれに甘えていいんですの？　お父様やお母様を喜ばせたいとは思いませんの？」

            「それは……」

            　レイは結婚をあまりにも個人的な事に矮小化し過ぎています。少しでもいい相手と結婚して、ご両親を喜ばせたいとは思わないのでしょうか。王族からのプロポーズを蹴るなど、これ以上ない親不孝です。

            「でも、クレア様。私はクレア様以外の誰とも結婚したくないんです」

            　レイの声は真剣なものでした。王族との結婚よりもわたくしを選ぶと聞いて、心がぐらつくのを感じましたが、わたくしは必死に自制心を保ちます。

            「レイ、よくお聞きなさい」

            　わたくしはレイを何とか説得しようと語気を強めました。

            「あなたがわたくしを慕ってくれているのは分かりました。そのことは素直に嬉しいと思います。でも、結婚は話が別ですわ」

            「別じゃないですよ」

            「いいえ。恋愛はある程度自由にすればいいでしょう。でも、結婚は個人の意志でするものではありませんわ」

            「クレア様……」

            「ロッド様の求婚をお受けなさい。別に結婚したからといって、わたくしとの縁が切れてしまうわけではありませんわ。むしろ、王族と上級貴族なら、今よりも懇意になることだって――」

            「クレア様！」

            　レイに強く言葉を遮られ、わたくしは思わず口をつぐみました。ひょっとしたら初めてではないでしょうか。彼女がわたくしの話を遮るなんてことは。

            「私にとって、結婚は恋愛と同じくらい……いえ、恋愛以上に個人的なことです」

            「レイ……」

            「なんと言われようと、私はクレア様以外の方と結婚するつもりはありません」

            　正面から目を見つめられてそう言われて、わたくしは一瞬、幸せな妄想に襲われました。レイと二人で想い合って暮らし、時々、カトリーヌやミシャ、そしてレーネが訪れてくる生活を想像してしまったのです。ピピやロレッタとも一緒に買い物に出かけたり。リリィ枢機卿も時々ちょっかいをかけに来るかも知れませんわね。仕方がないから、彼女は愛人の地位くらいは……いえ、何を考えているんですのわたくしは。

            　そんな都合の良いことは起こりえません。現実をきちんと見据えなければ。

            　わたくしはレイとの価値観の乖離を自覚しました。平民にとって結婚とはそれほどまでに個人的なものなのでしょうか。ですが、長い目で見れば絶対にわたくしの言うことが正しいはずです。

            「レイ、よく考えなさい。同性同士では結婚は出来ないんですのよ？」

            「なら、私は一生結婚しません。それだけのことです」

            「わたくしが誰かと結婚しても？」

            「……はい」

            　わたくしはフランソワ家の一人娘です。わたくしがレイをどう思っているにせよ、必ず高位の貴族との政略結婚が待っています。それをわたくしは理不尽だとは思いません。結婚とはそういうものなのですから。レイはそれでもいい、と言います。王族との結婚を蹴ってまで。

            「……あなたのこと、最近では少し理解出来るつもりでおりましたの」

            「ありがとうございます」

            「でも――」

            　わたくしはこう続けました。

            「あなたのこと、また分からなくなりましたわ」

            　わたくしの一言に傷ついた顔をしたレイを見るのは、とても辛いことでした。

            


        






        





            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「それで？　レイちゃんとは仲直り出来たのー？」

            「ええ、それはまあ」

            　トンプソン男爵家の監査を終えた日の夜。レイが帰った後の寮の部屋で、わたくしはいつものようにカトリーヌと就寝前の雑談をしていました。カトリーヌはもうベッドに入り、わたくしはドレッサーの前に座っています。

            「正確には仲直りというか……問題の先延ばしに過ぎないのかも知れませんけれど」

            　トンプソン男爵家を調べる直前に、レイとはひとまず結婚の話題を棚上げすることにしました。

            「別にいいと思うよー？　時間でしか解決出来ないことだってあるもん。あ、クレアちゃん、飴取ってー？」

            「また分かったような分からないようなことを……。ちゃんと後で歯を磨くんですのよ？」

            「分かってるってー」

            　わたくしはカトリーヌの机の上にあるキャンディポットからいつものように飴を取り出しました。

            「だいぶ減りましたわね。これであと三個しかありませんわ」

            「美味しいからねー。これでも大事に食べたんだけどー」

            　飴を手渡すと、カトリーヌは嬉しそうな顔で受け取ってそれを口に放り込みました。わたくしも自分のベッドに入ります。

            「まあ、レイちゃんとの問題はそれでいいとしてー」

            「……いいのかしら」

            「いいとして！」

            「はいはい、何ですの？」

            「肝心の腐敗貴族の調査はどうなったのー？」

            「……まあ、トンプソン男爵家は黒でしたわ」

            　男爵の家で帳簿をレイが調べ、ロッド様から頂いた資料と照らし合わせて矛盾を突きつけると、男爵は自ら罪を認めました。さらに、レイが司法取引なるものを持ち出すと、イェール伯爵家との繋がりも判明しました。レイがあんなに切れ者だったとは知らなかったので、わたくしはとても驚いています。途中のミトコーモンごっこなる謎の茶番劇は、説明を受けて一瞬納得しかけましたが、今振り返るとやはりよく分かりません。

            「ふんふん、それで？」

            「それで、とは？」

            「クレアちゃん……長い付き合いなんだから、誤魔化すのは無理だって分かってるでしょー？」

            「……」

            「他に分かったことがあるんだよねー？」

            「……悪い知らせが一つありますわ」

            　本当は帰ってすぐ話すつもりだったのですが、何ぶん内容が内容なので今まで切り出せずにいました。カトリーヌはレイたちがいる間は姿を隠してしまうということも、理由の一つではありますが。

            「聞かせてー？」

            「……トンプソン男爵家から押収した資料の中に、アシャール侯爵家に関する記述がありました」

            「……それは、どんなー？」

            　語調こそ普段と変わりませんが、ベッドの上から降ってくる声には僅かな震えがありました。わたくしはためらいを覚えましたが、彼女も貴族の娘――けじめのつけ方は知っているはずでした。

            「アシャール侯爵はバルリエ男爵家と組んで人身売買を行っている疑いがあります」

            「……」

            　上のベッドからの反応は、重たい沈黙でした。

            　トンプソン男爵が持っていたのは、バルリエ男爵からの手紙です。そこには売り買いする人間の人数をもっと減らすようにという、バルリエ男爵――ピピのお父様であるパトリス様からの苦情とクリストフ様もそれを支持している旨が記載されていました。

            　もちろん、これだけではクレマン様を追い落とすには足りません。下手につつけば、パトリス様がトカゲの尻尾切りにあって終わりでしょう。ですが、状況証拠としては十分過ぎるものでした。

            「お義父様は……捕まるのかな」

            「人身売買は言い訳の余地のない重罪。逃すわけにはいきませんわ。必ず捕まえます」

            「……そっか」

            　上のベッドで寝返りを打つ気配がありました。わたくしは忸じく怩じたる思いで続けます。

            「カトリーヌ、あなたはこのことを知っていたんですの？」

            「んーん、全然。でも、義兄様は知ってたんだねー。知らなかったのはウチだけかー」

            「お察ししますわ」

            「ありがとー」

            　こんな言葉だけの慰めが何になるでしょう。カトリーヌの境遇を思うと、やりきれませんでした。

            「あなたについては、できる限り減刑の嘆願をするつもりですわ」

            「そんなの、いいよー」

            「いいわけありませんわ！　だって、あなたは何もしてないじゃありませんの！」

            「……何もしてない、かー」

            「……カトリーヌ？」

            　突然、自嘲的になった口調が不安になって、わたくしはベッドから起き上がると上のベッドの様子を覗き込みました。カトリーヌは背中を向けて寝ているので、その表情は窺い知れません。

            「まさか、あなたも人身売買に何か関わっているんですの？」

            「んーん、それについては本当に無関係」

            「だったら――」

            「でも、ある意味でそれよりも重い罪を犯してるから、ウチ」

            「それは……一体……？」

            　わたくしが問うと、カトリーヌはごろりと寝返りを打ちました。やっと見えるようになった彼女の顔は、いつもと同じようなのほほんとしたもの――ではありませんでした。

            「カトリーヌ……あなた何て顔をしてますのよ」

            「……たはは、やっぱり酷いー？」

            「顔が真っ青ですわ」

            　口調はそのままでしたが、明らかにそれは無理をしたものでした。表情は青ざめ、視線も落ち着きなく右往左往しています。あのカトリーヌがここまで取り乱すなんて一体――？

            「ねぇ、クレアちゃん」

            「なんですのよ」

            「クレアちゃんはやり直したい過去ってあるー？」

            「……突然なんですのよ」

            　わたくしはカトリーヌの質問の意図を測りかねました。

            「いいから答えてー」

            「……それはありますわ。たくさん」

            「一番を挙げるならー？」

            「分かりきってる質問をしないで欲しいですわ」

            「……だよねー」

            　お母様と和解出来ずに死別したこと――わたくしにとっての一番辛い思い出です。

            「ウチもね、やり直したい過去があるんだー」

            「……それは？」

            「今は秘密ー。いずれちゃんと答えるよー」

            「……そう」

            　でも、なぜ今、このタイミングでその話を？　彼女が抱える罪とは、そしてやり直したい過去とは何なのでしょう。

            「……色々、精算する時が来たんだと思う。お義父様も、お義兄様も……そしてウチも」

            「カトリーヌ……」

            「クレアちゃん、捜査に手を抜かないでね。減刑嘆願もいらない。裁かれるべきが裁かれるように取り計らって」

            「……分かりましたわ」

            　わたくしはそう答えました。そう答えるしかありませんでした。なぜなら、カトリーヌがあまりにも思い詰めた顔をしていたからです。その表情を一言で表わすなら――悲愴。もしもわたくしが違う答えを返していたなら、それだけで崩れ落ちてしまいそうな、そんな危うさを感じました。長年付き合ってきた姉妹のような彼女に、こんな一面があったなんて私は知りませんでした。

            　でも、わたくしは一つ嘘をつきました。彼女のことを諦めるなんていうこと、わたくしには出来っこないのですから。

            「お願いねー」

            　そう言って、カトリーヌはもう一度寝返りを打つと、すうすうと寝息を立て始めました。最後の一言だけは、もういつもの彼女でした。わたくしも自分のベッドに戻ります。

            「……」

            　誰にだって隠したい秘密の一つや二つあるでしょう。でも、カトリーヌが抱えるそれは、明らかに異質で途方もなく重いもののように思えました。

            「ねぇ、カトリーヌ」

            「……」

            　完全に眠ってしまったのか、頭上への呼びかけにいらえはありません。でも、わたくしは構わずに言葉を続けました。

            「あなたが何を抱えているのか、わたくしは知りません。でも、それはわたくしと分かち合うことは出来ませんの？」

            「……」

            　聞こえて来るのは寝息だけ。

            「レイが言っていたんですの。分かち合えば喜びは二倍、悩みは半分になるって。あなたが抱えるその重荷を、分けて貰うことは出来ませんの？」

            「……」

            　やはり答えはありません。どうやら完全に寝てしまったようです。わたくしの頭も、徐々に睡魔に冒されていきました。

            「カトリーヌ……あなたとわたくしは……本当の姉妹の……ように……」

            　意識が深く沈み込んでいきます。まどろみの底に落ちていく意識の中で、その言葉はわたくしには届きませんでした。

            「その役割はレイちゃんに譲るね。ウチには……その資格がないから」

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　王宮の特務官室。

            　壁や黒板に張り出されたいくつもの資料を眺めながら、わたくしはこれまでのことを振り返っていました。サッサル火山の噴火やセイン様のお生まれに関する噂で世間が持ちきりになる中、わたくしたちの捜査は順調に進みました。

            　――途中までは。

            　これまでに二十人以上の不正貴族を摘発し、その対象は徐々に中位、高位の貴族へと及ぼうとしていました。しかし、高位の貴族になればなるほど、その隠蔽工作は巧妙になっていきます。ある程度までは証拠を固めて突きつけられたものの、肝心の二人――サーラス様、そしてお父様に迫る証拠は見つかりません。

            　そんな中、アシャール侯爵――クレマン様に関する疑惑はいよいよ大詰めという所まで来ていました。

            （……とは言え、これは大スキャンダルですわ）

            　わたくしはレレアの頭を撫でながら、一人ごちました。クレマン様が行った人身売買に関係する貴族はおよそ十人。その中にはピピの実家であるバルリエ家も含まれています。関与した貴族たちに関しては、ほぼ証拠固めが終わっています。後は、クレマン様にトカゲの尻尾切りを行わせないための決定打が必要でした。

            「クレア様、どうします？　今のままでもある程度の所までは追い詰めることが出来ると思いますが」

            　横に座っているレイがそんなことを言います。わたくしは首を横に振りました。

            「ある程度、では足りませんわ。確実にクレマン様を捕まえなければ、いつまた同じ事が繰り返されるか分かりません」

            「で、でも、これ以上の証拠はなかなか集めるのが難しいのではないでしょうか」

            　リリィ枢機卿の言うことにも一理あります。ロッド様から頂いた各種の財務記録、司法取引で得た各種の証言や手紙、財務諸表、その他諸々の雑証拠。集められる証拠はほぼ集めきったようにも思えます。

            　これ以上、となれば、もう少し思い切りが必要になってくるかも知れません。

            「バルリエ家に参りましょう」

            「ば、バルリエ家？」

            「ピピ様のご実家ですね。クレマン様の人身売買の舞台になっている領地の所有者でもあります」

            「そ、そうでしたね。じゃ、じゃあ、パトリス男爵を捕まえるんですか？」

            　レイの説明を受けてリリィ枢機卿が聞いてきます。

            「いいえ、パトリス男爵はまだ捕まえません」

            「何故ですか？」

            「パトリス男爵はクレマン様に近すぎます。今、男爵を捕まえれば、クレマン様はその罪を全て男爵にかぶせて、自分は逃げおおせるでしょう」

            「や、厄介ですね」

            　クレマン様は用意周到です。いざという時の責任転嫁の手段など、無数にあるに違いありません。

            「なら、何をしにバルリエ家へ？」

            「捕まえはしませんが、秘密裏に捜査に協力して貰うのです。レイが以前言っていた、司法取引というやつですわね」

            「な、なるほど！」

            　先ほど述べたとおり、パトリス様はクレマン様に非常に近い貴族です。領地が人身売買の舞台になっていることからも、彼は有力な情報を持っている可能性が高いと言えます。これまでに得た証拠を突きつけ、罪状減免の見返りとしてクレマン様に繋がる証拠を提出するよう交渉すれば、最後の一手を詰められるかも知れません。

            「でも……、いいんですか、クレア様？」

            「何がですのよ」

            「バルリエ家はピピ様――クレア様のお友だちのご実家ですよ？」

            「……それがどうしましたの」

            「司法取引である程度罪が減免されるとはいえ、人身売買は重罪です。バルリエ家が貴族位を失うのはほぼ間違いありません」

            　レイはこう言っているのです。親友を失うことになっても、わたくしが正義を貫けるのかどうか、と。

            「わたくしがそれを分かっていないとでも？」

            「……お覚悟の上でしたか」

            「確かにわたくしはピピからの友情を失うかも知れません。ですが、ピピとてバウアー貴族です。わたくしが彼女の本質を見誤っているのでなければ、彼女は運命を受け入れるでしょう」

            　もちろん、彼女はわたくしを恨むかも知れません。それでも、わたくしはなすべきことをなさねばならないと思いました。ここで怖じ気づくようでは、お父様を追求することなど出来っこないのですから。

            「……く、クレア様、どうしてですか？」

            「リリィ枢機卿？」

            「く、クレア様はどうして――ご友人の家が没落することになっても、正義を貫こうとなさるんですか？」

            　リリィ枢機卿の問いを、わたくしは最初理解することが出来ませんでした。それはあまりにもわたくしにとって当たり前のことだったからです。

            「リリィ様はこう仰りたいんだと思います。クレア様のお立場なら、いくらでも身内に甘くなれるのに、と」

            「それではわたくしたちが罪を問おうとしている不正貴族たちとなんら変わりませんもの。正義を掲げる者は、自ら正義を実践する義務がありますわ」

            「……そ、その対象が、仮に実の父親になったとしても、ですか……？」

            「……ええ」

            　一瞬の逡巡の後、わたくしはリリィ枢機卿の言葉を肯定しました。

            　これまでの捜査の結果、サーラス様とお父様が不正を行っていることはほぼ間違いありません。リリィ枢機卿はひょっとすると迷っているのかも知れません。このまま実の父親の罪を暴くことが、果たして正義なのかどうか、と。

            「リリィ枢機卿。もし辛いなら、あなたは捜査から外れてもいいんですのよ？」

            「……」

            「あなたはもう十分に捜査に貢献して下さいました。後はレイとわたくしに任せて貰っても、誰もあなたを責めませんわ」

            「……」

            　リリィ枢機卿の顔には迷いが見て取れました。わたくしは彼女が捜査から手を引くかも知れない、と思いました。

            　しかし、

            「……い、いえ。や、やっぱり、リリィも最後までご一緒します」

            　迷いを振り切るようにぶんぶんと首を強く振った後、リリィ枢機卿は決意したようにそう言いました。

            「いいんですの？　あなたは貴族ではありません。正義に執着する必要は――」

            「り、リリィは信仰に生きる者です」

            　言いかけたわたくしの言葉を、リリィ枢機卿はやんわりと遮りました。

            「し、信仰とは正義や倫理を示すものだとリリィは思います。き、貴族が自らを強く律する必要があるのと同じように、信仰を持つ者もその信仰が示す生き方に殉じる必要があるとリリィは思います」

            　ある意味で、貴族と精霊教徒は同じなのだ、とリリィ枢機卿は言います。

            「そ、それに、リリィは違っても、お父様はバウアー貴族です。つ、つまり、お父様には正義を実践する義務があります。そ、そのお父様が自ら罪を犯しているのだとしたら、リリィこそがそれを諫めなければならないのではないでしょうか」

            「リリィ枢機卿……」

            　思い詰めた表情で決意を表明するリリィ枢機卿の手に、レレアが慰めるように頬ずりしています。それを見たリリィ枢機卿はふっと表情を緩めると、続けてこう言いました。

            「つ、罪は裁かれなければなりません。か、神は全てを見ておいでです。お、お父様の罪をこの手で追求することも、神が与えたもうた試練なのだと、リリィは思います」

            　もうそこに、先ほどのような迷いはありませんでした。リリィ枢機卿は決して気の強い性格ではありませんが、その本質は驚くほど潔癖で清廉です。レイを巡る恋敵ではあるものの、わたくしは彼女の在り方に強い共感を覚えました。

            「分かりましたわ。なら、最後までご一緒して下さいな」

            「は、はい！」

            「レイ、証拠資料をまとめてちょうだい。それが終わり次第、バルリエ家へ向かいます」

            「かしこまりました」

            　辛くないと言ったら嘘になります。避けられるなら避けたいことです。ですが、わたくしが貴族である以上、もう後戻りは出来ないのです。

            （ピピ、許してちょうだいとは言いませんわ。それでも、わたくしは違う生き方は出来ませんの）

            　理想を体現する貴族であれ――お母様の教えを反芻しながら、わたくしはその実践がいかに痛みを伴うことかを噛みしめるのでした。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「申し開きはありまして、パトリス男爵？」

            「……」

            　バルリエ男爵邸を訪れたレイ、リリィ枢機卿、そしてわたくしは、応接室で当主であるパトリス＝バルリエ男爵と向かい合っています。携えてきた人身売買に関する証拠を突きつけると、パトリス男爵は俯いて押し黙ってしまいました。

            「パトリス様、沈黙は肯定と見なしますよ？　いい加減観念して白状したらどうですか？」

            「り、リリィたちはパトリス様の罪状を減免する用意があります。つ、罪を認めてクレマン様への捜査にご協力頂けませんか？」

            　レイとリリィ枢機卿も畳みかけます。飴と鞭という言葉がありますが、二人はまさにそれでした。大抵の貴族はこれで落ちます。しかし、パトリス男爵は沈黙したままでした。

            「パトリス男爵、沈黙は金なり……とは、この場合なりませんわ。それは分かっているでしょう？」

            「……」

            「人身売買が実際に行われていたのはバルリエ領です。このままだと、パトリス様が全ての罪を被ることになりますよ？」

            「だ、男爵お一人が悪者にされていいんですか？　罪状の減免を受けなければ、パトリス様だけでなく奥様やピピ様だって――」

            「何も言えない」

            　リリィ枢機卿の言葉を遮るように、パトリス男爵はぴしゃりとそう言いました。

            「男爵……」

            「罪は認める。全ては私が企てたこと。どんな刑罰も受け入れよう」

            　相変わらず俯いているので、パトリス男爵の表情は見えません。ですが、男爵は絞り出すような声で、全てを受け入れると言いました。

            「その結果、奥様やピピまで巻き込むことになってもいいんですのね？」

            「妻やピピには申し訳ないと思っている。私は死罪だろうし、バルリエ家は取り潰しになるだろう」

            「ええ、そうでしょうね」

            「残される二人には苦労をかけることになる。だが、それでいい」

            　パトリス男爵の声は震えていました。彼は小心者だということで有名な人です。代々受け継いできた家が取り潰しになり、自分自身も処刑されると聞いて、平常心でいられるはずがないのです。それでも、男爵は頑として口を割りませんでした。

            　わたくしがどうしたものかと思案していると、突然、応接室の扉が開きました。

            「お父様！」

            　乱暴な音を立てて開かれた扉の向こうにいたのは、ピピでした。怒り心頭といった感じの彼女の様子から察するに、どうも会話を盗み聞きしていたようです。この部屋は防音されているはずでしたが、一体どんな手を使ったのか。

            　いえ、そんなことはどうでもいいですわね。

            　部屋に入るなりつかつかと父親に詰め寄ったピピは、その肩を揺さぶりながら言いました。

            「どうして黙っているんですか、お父様！　話してしまったら良いじゃないですか！　全部、アシャール侯爵に言われてやったことだって！」

            「黙りなさい、ピピ」

            　糾弾するピピの方も向かず、男爵は相変わらず俯いたままです。

            「こんなのおかしいじゃないですか！　どうしてお父様一人が罪を被らなきゃいけないんですか!?　正直に話せば罪の減免が受けられるのでしょう!?　それなら全部――」

            「ピピ！」

            「っ……！」

            　まくし立てるピピに対して、男爵は強い語調でそれを遮りました。

            「話すことは出来ないんだ。私一人が罪を被る。それでいい」

            「お父様……どうして……！」

            「クレア様、今まで娘と仲良くして下さってありがとうございました。このような結果になりましたこと、誠に申し訳なく思います」

            「男爵……それでいいんですの……？」

            「はい」

            　男爵は顔を上げました。その顔は何かを覚悟した男性のそれでした。

            「お父様の馬鹿……ばかぁ……！」

            　ピピはその場に泣き崩れました。わたくしは見ていられませんでしたが、これも仕事です。男爵の決意は固いようですし、証拠のことはひとまず諦め、わたくしは男爵を逮捕しようとしました。

            　その時――。

            「あまりいじめないで上げてくれないかな、ピピ様。男爵が黙りこくっているのは、あなたと奥様のためなんですから」

            　柔らかい声が新たに応接室に響きました。扉の方を見ると、そこにいたのは意外な人物でした。

            「クリストフ様……」

            「クレア様、男爵の逮捕は少々待って頂きたい。事情は私から説明致しましょう」

            　クリストフ様は一人の使用人を拘束していました。何かを察したらしいレイがそれを引き継ぐと、クリストフ様はゆっくりとした足取りでピピに近づき、そっと彼女を抱き起こして男爵の隣に座らせました。

            「クリストフ様、どういうことですか？　父が脅されていたとか、母と私のためだとか」

            「言葉通りの意味です。男爵は父――クレマン侯爵に脅されているんですよ。言うことを聞かなければ、妻と娘の命はないぞ、とね」

            「――!?」

            　ピピは驚きに目を見開くと、すぐに隣の父親を見ました。男爵は再び俯いて体を震わせています。

            「そもそも変だとは思いませんでしたか？　小心者で有名な男爵が、こんな大それた犯罪を犯すなんて」

            「そこはわたくしもおかしいと思っていましたわ。どう考えてもリスクにリターンが見合いませんもの」

            　ピピと仲良くなって以来、男爵とも長い付き合いです。わたくしは彼の性格をよく知っています。どう考えても、こんなことに自ら首を突っ込むような人ではありません。

            「全ては父の計略です。リスクだけをパトリス男爵に負わせ、自分は利益をかすめ取る――我が父ながら最低な男です」

            　クリストフ様は穏やかな表情と口調で言いましたが、口にした内容は辛辣極まりないものでした。

            「そこの使用人は父の手の者です。彼はもし男爵が裏切ったら、奥様とピピ、あなた方を殺害するように命令を受けています」

            「――そんな……！」

            「事実です。だから、パトリス様は何も言えなかったのです」

            　クレマン様らしい、卑劣なやり口だと思いました。

            「ピピ様、あなたのお父様は本当に立派な方ですよ。家族を人質に取られ、望まぬ人身売買に手を貸さざるをえない状況でも、何とか被害者を減らそうとご尽力なさった。男爵は私と組んで、捕まった人たちを秘密裏に逃す活動を行っていたのです」

            「お父様が……？」

            「ええ。それだけではありません。男爵は何とか父上の悪事を止めようと奔走されていました。以前話題になった新聞記者の一件も、男爵が考えた狂言です。そうですね、男爵？」

            「……」

            「男爵は誓って悪人ではありません。どうかお父上のことを誇りに思って上げて下さい」

            　クリストフ様の言葉を受けて、ピピは男爵を見上げました。娘の無言の問いかけに、男爵は――。

            「ピピ……黙っていてすまなかった」

            「う……ううっ……わあああ……！」

            　父親の無実を知ったからか、はたまた単純な安堵からか、ピピは男爵にすがりついて泣き出してしまいました。

            「でも、いいんですか、クリストフ様？　ばんばん自白しちゃっていますけど？」

            「いいんです。父も年貢の納め時でしょう。むしろ、もっと早くこうならなければならなかった」

            「ご協力に感謝しますわ、クリストフ様」

            「いえ、ご苦労をお掛けします、クレア様。……男爵、あれを」

            「ええ」

            　クリストフ様に促された男爵は、やんわりとピピを引き剥がすと、一度部屋を出て行き、戻ってくるときには紙の束を抱えていました。

            「アシャール侯爵家が人身売買に関与した証拠と、取り引きの明細です」

            「――！」

            「これがあれば、流石の父も言い逃れ出来ないでしょう」

            「いつかこういう日が来ると信じていた甲斐がありました。クレア様、こちらをあなたに託させて頂きます」

            「ええ、必ずやご期待に添える結果にして見せますわ」

            　男爵から受け取った資料は、人身売買の全容を事細かに説明するものでした。

            「父も見る目がありませんね。よりによってパトリス男爵に犯罪を持ちかけるなんて」

            「私は小心者ですから。いざという時の備えは忘れませんよ」

            「本当の小心者は、ここまで牙を研ぎません」

            「それはそれ、これはこれ、です」

            　そのセリフは、ピピが時々口にする口癖でした。

            「ありがとうございます、男爵、クリストフ様。これでクレマン様を追い詰められます。レイ、リリィ枢機卿、いよいよチェックメイトですわよ」

            「ええ、頑張りましょう、クレア様」

            「は、はい！」

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「と、いうわけで、明日の音楽祭でクレマン様を捕らえますわ」

            「……そっかー。とうとうお義父様も年貢の納め時だねー」

            　国王主催の音楽祭を明日に控えた日の夜。わたくしはカトリーヌと供に最後の打ち合わせをしていました。

            　わたくしたちがバルリエ男爵家を訪れたことをクレマン様は既に知っているようで、彼は今姿をくらましています。恐らく、証拠の隠滅と責任逃れに奔走している最中だと思われますが、その居場所は息子であるクリストフ様でも分からないのだとか。

            　ですが、クレマン様は音楽祭の企画責任者です。明日の音楽祭には必ず姿を現すはずです。わたくしたちはその機を捉えて、クレマン様を告発するつもりでした。

            「くれぐれも気をつけてね。お義父様、本当にしぶといし諦めが悪いからー」

            「ええ、分かっていますわ」

            「うん、ならいいやー」

            　カトリーヌは穏やかに笑っています。それがわたくしにはたまらなくやりきれませんでした。

            　明日、クレマン様を捕まえれば、アシャール家は終わりです。必然的にカトリーヌもまた、路頭に迷うことになります。それが分かっていてなお、カトリーヌはこうして笑っています。

            　――なぜか。

            「カトリーヌ、無理しないでいいんですのよ？」

            「何がー？」

            「あなたがどんな顔をしていても、わたくしの決意は揺らぎません。ですから、無理して笑おうとするのはおやめなさいな」

            「たはは……。バレバレかー。クレアちゃんには敵わないやー」

            　そう言うものの、カトリーヌの表情はやはり変わらないのでした。

            「カトリーヌ。あなた、うちの子になりませんこと？」

            「クレアちゃん、何言ってるのー？　そんなこと出来るわけないじゃないのさー」

            　カトリーヌは面白い冗談だと笑いました。でも、わたくしは全くもって真剣でした。

            「養子縁組という手がありますわ。アシャール家の息女であれば家格は十分でしょう？」

            「そんなの、ドル様が許可するわけないよー。敵には容赦しないことで有名な方でしょー？」

            　確かに、お父様は一度敵対した相手には容赦がありません。お父様が恐れられている理由の一つでもあります。ですが、わたくしはどうしても諦められないのでした。

            「わたくしが説得しますわ」

            「どうやってー？」

            「どうやってでも」

            「無理だよ、クレアちゃん。政敵かつ犯罪者になった者の娘に情けをかけたなんて噂がたったら、フランソワ家の名に傷がつくよー」

            「むしろ懐が深いと思われるかも――」

            「クレアちゃん」

            　なおも言いつのるわたくしをカトリーヌはやんわりと、しかししっかりと遮りました。

            「今は余計なことを考えずに、明日、確実にお父様にチェックメイトをかけること。それだけ考えて、ね？」

            「……分かりましたわ」

            　などと言いつつ、わたくしは欠片も諦めていませんでした。何とかしてカトリーヌを救う方法はないか。貴族としては無理でも、平民として、あるいは修道女として生きていく道はないか、と思考を巡らしました。

            「ねぇ、クレアちゃん」

            「なんですの」

            「ウチら、知り合ってどれくらいになるんだっけー？」

            「もう十年になりますわね」

            「そっかー。長かったような、短かったような……」

            　そんな過去形で言わないで欲しいとわたくしは思いました。

            「まだまだこれからですわよ。あなたみたいに世話が焼ける人、放っておけるわけないんですから」

            「それをクレアちゃんが言うー？　クレアちゃんだって大概だと思うよー？」

            「言いましたわね！」

            「きゃあ、ギブギブ！　クレアちゃん、参った！」

            「全く……」

            　ひとしきりじゃれると、不意に沈黙が訪れました。カトリーヌとわたくしの仲ですから、別に沈黙は不快ではないのですが、この時はなぜかこのままではいけないような気持ちになったのです。わたくしがせき立てられるように何かを言おうとすると、

            「クレアちゃん、飴取ってくれる？」

            　カトリーヌの方が先に沈黙を破りました。

            「またこんな時間に。あなたよく虫歯になりませんわね？」

            「えへへー」

            「飴ですわね。ちょっとお待ちなさいな」

            「クレアちゃんにも一個上げるー」

            「いりませんわよ」

            「お願い。一緒に食べて。最後かも知れないでしょー？」

            「……カトリーヌ……」

            　わたくしは猛烈に反論したくなりましたが、それをぐっとこらえました。彼女の机にあるキャンディポットから飴を二つ取り出し、一つをカトリーヌに渡し、もう一つを自分の口に放り込みました。リコリスの独特の風味が、口を満たしていきます。

            「残り一個ですわね」

            「だねー」

            「明日一日、良い子にしていたら、新しいのを買ってあげますわ」

            「悪い子にしてたらー？」

            「食べてしまいますわ」

            「そいつは大変だー。良い子にしてるー」

            「そうしてちょうだいね」

            　決して好みではない味の飴を舐めながら、わたくしはカトリーヌとの軽口を心地よいものに感じていました。　

            　その時、扉をノックする音が聞こえました。

            「私です」

            「エマ？　どうしましたの、こんな時間に？」

            「あ、ウチが呼んだの。明日のためにねー」

            「明日の？　どういうこと――」

            「エマ、入ってー」

            「失礼します」

            　入室してきたエマはまだ仕事着のままでした。

            「クレアちゃん、ウチのことはいいから、エマのことをくれぐれもお願いねー」

            「あなた、またそういうことを――」

            「お願い」

            　カトリーヌは普段の締まりのない顔から真剣な表情になって、そう言いました。わたくしは彼女のお願いに弱いのです。彼女自身も、それを分かっていてそう言っています。

            「はぁ……、分かりましたわ。仕事の当てを探しておきま――」

            「お断りします、お嬢様方」

            　溜め息混じりに請け負おうとしたわたくしの言葉を遮って、エマは厳然とカトリーヌに反抗しました。

            「エマ……？」

            「わたくしがお仕えするのはこの世でただお一人、カトリーヌお嬢様だけにございます」

            　エマはいつもの生真面目で神経質そうな表情のまま、カトリーヌに忠誠を宣言しました。

            「エマ……気持ちは嬉しいけど、明日になったらウチはもうキミを雇う余裕はなくなっちゃうんだよー」

            「構いません。お嬢様にお仕えできるのであれば、給金など必要ございません」

            「そういう訳にはいかないでしょー？　ねぇ、エマ。聞き分けて？」

            「嫌でございます」

            　飽くまで一歩も譲らないエマに困ったのか、カトリーヌが「助けて」という視線をこちらに向けてきました。

            「エマ、あなたは何故、そんなにカトリーヌに執着するんですの？」

            「お嬢様に拾って頂かなければ、わたくしはとうに野垂れ死にしておりました。わたくしの命はお嬢様のものです」

            　エマの話によると、彼女はスラムにいたことがあるらしいです。元々は他国でそれなりの地位にあったそうですが、政争に敗れて落ち延びたのだとか。流れ流れて王都にやって来て盗みを働いて捕まり、殴る蹴るの暴行を受けていたところを、カトリーヌの取りなしによって救われたと言います。その後、エマはカトリーヌ付きのメイドになったのだそうです。

            　最初はクレマン様の言いなりなのかと思っていた彼女ですが、実は本当に心の底からカトリーヌに心酔してのあの発言だったということです。

            「くすくす……困りましたわね、カトリーヌ？」

            「笑ってないで、クレアちゃんもエマを説得してよー」

            「無駄でございます」

            「エマもさあー……」

            　ほとほと困り果てた、という様子のカトリーヌに、わたくしは笑いが止まりませんでした。

            「ほら、カトリーヌ。諦めて明日の向こうを生きる方法を考えなさいな。……いいえ、一緒に考えさせてちょうだい」

            「クレアちゃん……」

            「あなたには友人も、仕えてくれる使用人もいるのです。わたくしたちの信頼を裏切らないで、ね？」

            「……はあ、みんな頑固なんだから」

            　お手上げ、といった様子で天を仰ぐカトリーヌは、それでもどこか嬉しそうで。解決すべき問題は山積みでしたが、わたくしは何となく、全てが上手く行きそうな気がしていたのでした。

            　――それが、全て幻だったということにも気付かずに。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　バウアー音楽祭は国王主催で行われる国際的な音楽イベントです。ロセイユ陛下を始めとする王族も臨席しています。出演する音楽家たちはバウアー人だけではなく、隣国のアパラチアやスースのみならず、西方のロロからもやって来ます。非常に権威のある音楽祭で、ここに招かれることは音楽家にとってこの上ない名誉であるとともに、将来の成功を約束する大変重要なものでもありました。

            「その素晴らしい機会を、このような形で損なってしまうことを、まずはお詫びしますわ、ピピ、ロレッタ」

            　わたくしはステージ衣装に身を包んだ二人に頭を下げました。ピピとロレッタは慌てたように首を振ります。

            「頭を上げて下さい、クレア様！」

            「そうです！　確かに今回の音楽祭はきっと滅茶苦茶になるかもしれませんけれど、私たちにはまだまだチャンスがありますから」

            　顔を上げると、そこには「また必ず実力で戻って来てみせる」と頷く、頼もしい二人の姿がありました。出会ったばかりの頃の、頼りない二人の姿はもうありません。

            「大体、こうなったのは全部クレマン様のせいじゃないですか」

            「そうですよ。クレア様のせいじゃありません」

            「ありがとう、二人とも。協力に感謝しますわ」

            　クレマン様が顔を出すと思われるのは、音楽祭最後の表彰式のタイミングのみです。表彰式はロセイユ陛下も出席するため、警備は厳重であり、無論、手荷物検査もあります。そして限られた者しか舞台には近づけないのは言うまでもありません。そのため、参加者である二人の協力は欠かせないのです。

            「まずは二人とも、演奏に集中してちょうだい」

            「はい！」

            「楽しんできます！」

            　

            　

            　音楽祭が始まりました。会場となっている王立コンサートホールは貴族を中心とした様々な国からの招待客で埋め尽くされています。誰もがこの後に待っている混乱など知るよしもなく、音楽家たちが奏でる至上の演奏に聴き惚れている様子でした。

            「クレア様、そろそろロレッタ様とピピ様の出番ですよ」

            「分かっていますわ」

            「お、お二人とも、演奏に集中出来ると良いのですが……」

            「きっと大丈夫ですわよ」

            　プログラムを見ていたレイの声に応え、心配げな様子のリリィ枢機卿を宥めつつ、わたくしはホールの中を油断なく観察していました。

            （……警備の数が多すぎますわ。それも、恐らくアシャール家の私兵ばかり。クレマン様、何を考えていらっしゃいますの……？）

            　不吉な予感が頭をよぎる中、いよいよピピとロレッタが登場してきました。二人はかねてからの夢を、この音楽祭の場で実現させようとしているのです。

            　――私、彼女のピアノと一緒にヴァイオリンのコンサートをするのが夢なんです。

            　そう言って笑ったピピは、今、ヴァイオリンを構えながら舞台でロレッタに笑いかけています。ロレッタもピアノの前に座り、ピピの合図を待っています。

            　演奏が始まりました。

            　虹色のパレットを持つと評されたロレッタの鮮やかな旋律に、ピピのストイックなほど正確で超絶技巧の調べが加わります。特徴的には真逆のはずの二つの音は、不思議と溶け合い絡み合い、新しい音色を作り上げていました。

            （ピピ、ロレッタ、本当に素晴らしい演奏ですわ）

            　観客の中にはハンカチを取り出す者も少なくありません。それほどに、二人の演奏は聴く者の心を五感から揺さぶって来ました。

            　演奏時間は恐らく十分ほどだったでしょう。ヴァイオリンとピアノの協奏曲としては普通の長さです。ですが、今日この場にいる誰もが思ったはずです。もっともっと――それこそいつまででも聴いていたい、と。最後の一音が虚空に消えたとき、会場からは地鳴りのような大きな拍手が湧き起こりました。

            「ブラヴォー！」

            「新たな天才たちに祝福あれ！」

            「素晴らしかったわー！」

            　惜しみない賛辞が、舞台の上の二人に送られます。わたくしも、手が痛くなるほど拍手を送りました。

            「私、音楽は素人ですけど、ピピ様とロレッタ様が凄いことは分かりました」

            「り、リリィもです」

            「当然ですわ。だって――」

            　わたくしは誇らしい気持ちで二人に言いました。

            「だって、二人はこのクレア＝フランソワの親友ですわよ？」

            　

            　

            　プログラムは進行し、ついに最後の表彰式を残すのみとなりました。壇上には今回の音楽会で演奏した音楽家たちが一堂に会しています。客席からは再び彼らを賞賛する拍手が送られていました。貴賓席にはセイン様を伴ったロセイユ陛下の姿もあります。

            「それでは本音楽祭の企画責任者であらせられる、クレマン＝アシャール様よりお言葉を賜ります」

            　司会のその言葉に、会場が静まりかえりました。わたくしはレイとリリィに目で合図をすると、二人も頷き返して来ました。壇上を注意深く見守ります。

            　スポットライトが当てられ、舞台袖から一人の老紳士が杖を突きながらやって来ました。クレマン様です。ですが、まだ油断は出来ません。壇上の人影はよく似た影武者かもしれないからです。

            「国王陛下におかれましては、本年も御前に音楽を奏上奉れましたことをお喜び申し上げます。また、ご参加の諸君に心よりの賞賛を贈りたい。此度は栄えあるバウアー音楽祭に――」

            　朗々と祝辞を読み上げるその声も、確かにクレマン様のもの。流石にここまで確認すれば大丈夫でしょう。あれはクレマン＝アシャール侯爵本人に間違いありません。

            「以上をもって、企画責任者の挨拶の言葉とする。静聴に感謝する」

            「異議あり！」

            「!?」

            　糾弾の声はクレマン様と同じ壇上から発せられました。

            「我が父、パトリス＝バルリエを唆し、あまつさえ己の罪を全て着せようとした重罪人に、栄誉ある音楽祭で祝辞を述べる資格などありません！」

            　声の主はピピでした。ピピはホール全体に響き渡るような大声で、クレマン様の罪状を読み上げました。

            「誰かと思えばバルリエの娘か……。愚かな。何を世迷い言を申しておる」

            「世迷い言ではありませんわ！」

            　言い逃れを始める前に、わたくしも客席から声を発しました。クレマン様はわたくしの姿を目に留めると、露骨に舌打ちをして睨み付けてきました。ですが、あの日アシャール邸で無力感に打ちひしがれたわたくしと、今のわたくしは違うのです。わたくしには頼りになる友がおり、知己がおり、そして、レイがいるのですから。

            「フランソワ家のご令嬢までもか。バウアー貴族も落ちたものだ。言いがかりも甚だしい」

            「これを見てもまだそんなことが仰れるかしら？」

            　わたくしは火属性魔法の一つライトを使い、レイに手伝って貰ってまとめ上げたクレマン様の人身売買の概要を舞台の幕に投影しました。会場がざわめきに揺れます。

            「クレマン、申し開きはあるか？」

            　貴賓席にいるロセイユ陛下がクレマン様を問い質しました。動揺するかと思われたクレマン様ですが、彼は落ち着き払っています。

            「このようなことは承知しておりません。わたくしは何らあずかり知らぬこと。大方、ドルめらがわたくしを陥れようと――」

            「言葉を弄ろうすでない。提示された証拠はそのような言いがかりでないことは自明である」

            「……」

            　陛下にぴしゃりと言われ、クレマン様は黙りました。

            「言い訳は牢で聞くとしよう。クレマンを捕らえよ」

            　陛下が命じると、警備の兵たちはクレマン様を捕縛しに動き――ませんでした。

            「……何をしておる。クレマンを――」

            「もはやこれまで。事ここに至っては御命を頂戴し、転身の手土産とさせて頂こうかの」

            　クレマン様――いえ、クレマンは持っていた杖を振り上げると、その先をロセイユ陛下に突きつけてこう言いました。

            「兵ども。バウアー国王、ロセイユの御首みしるしを上げよ」

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「無駄な悪あがきはおやめなさいな、クレマン！」

            「大口を叩くな、小娘。いくら大局的には追い詰められようと、事この局面においては儂の方が有利。お前にこの盤面を覆せるか？」

            「……くっ！」

            　やられました。わたくしたちは確かな証拠さえ突きつけ、その罪を確定させればそれで終わりだろうと思っていました。ですが、甘かったのです。クレマンはロセイユ陛下の命を狙い、あまつさえそれを手土産にどこかへ逃げ去ろうという心づもりのようです。

            　陛下の御首を手土産に喜ぶような相手と言えば、その候補は恐らく――。

            「クレマン、あなた帝国と通じていたんですのね！」

            「侮るな、小娘。帝国なぞバルリエと同じく儂の商いの相手に過ぎん。それを通じるなどと言われてはの」

            「クレア様、お下がり下さい！」

            「離しなさい、レイ！　陛下のお命が危機にさらされているのに、黙って見ているわけには行きませんわ！」

            　陛下だけではありません。この場には周辺各国から招いた著名人や文化人、それに政治家たちもいるのです。このままではクレマンを捕らえるどころではなくなってしまいます。

            「陛下、ここは私に任せてお逃げ下さい」

            「セイン……」

            「御身はこのバウアーになくてはならぬ方。ここでクレマンごとき外道に害される訳には参りません」

            「……セイン、お前はもしや――」

            「さあ、お早く」

            「……任せる」

            　貴賓席ではセイン様がロセイユ陛下を逃がそうとしているようでした。数少ない近衛兵のほとんどを陛下の供に回し、自分の身は自分で守る、という心づもりのようです。

            「……全く、セイン様ったら健気ですこと！」

            　近づいて来たクレマンの私兵を手加減しつつ焼き払いながら、わたくしは苦笑しました。セイン様は恐らく例の噂から、ご自身の出生に疑いを持っているのでしょう。つまり、ロセイユ陛下は本物の父ではないかも知れないという疑念があるはずなのです。

            　それでも、セイン様の選択はああでした。彼の陛下に対する敬愛は、単なる血縁以上に深くて重いものだということです。

            「それに比べて、あの者のなんて浅ましいこと！」

            　クレマンは舞台の上の音楽家たちを人質に取り、自分は壇上で高みの見物を決め込んでいるようです。動いているのは私兵たちのみ。彼らだって恐らく、クレマンに何かしら弱みを握られているのだとわたくしは感じていました。そうでなければ、手加減などせず全力で焼き払っているところです。

            「粘るな、小娘ども。だが、そこまでだ。セイン王子、あなたもだ」

            　低く声が響きました。つられて舞台を見れば、クレマンはロレッタに短剣を突きつけていました。

            「一歩でも動けば、この娘を殺すことにしよう」

            「やってみなさい。その瞬間にあなたを焼き尽くして差し上げますわ」

            「出来るかね？　この人間の盾をかいくぐって？」

            「……この外道」

            「老ろう獪かいというのだよ、これは」

            　皺を深くして笑うクレマンの姿は、醜悪そのものでした。本来であればロレッタほどの使い手が、大人しく人質になるはずがありません。ですが、今の彼女は丸腰です。手荷物検査をかいくぐって、せめて魔法杖の一本でも持たせることが出来ていたら……。クレマンが短剣を持ち込んでいるのは、当然、不正でしょう。

            「クレア様、私に構わずクレマンを討って下さい」

            「何を馬鹿なことを言っていますの」

            「クレア様のためなら、私、死んでも構いません」

            「良い訳ないでしょう！　必ず助けますから、あなたは少し黙っていなさい」

            「黙りません！」

            「!?」

            　その叫びはとても悲痛で、わたくしは少し動揺しました。

            「やはり小娘は小娘よな、ミリアの娘。クグレットの娘が何を言っているか分からんと見える」

            「……あなたには分かるとでも？」

            「分からいでか。こやつは貴様のことを好いているのよ。気付かなんだか」

            「!?　ロレッタ……あなた……」

            「すみません、クレア様。私なんかが好きになってしまって。でも、あなたにもしものことがあったら、私……」

            　ロレッタはそう言うと俯いてしまいました。陰になって見えないその顔から、光るものが流れ落ち絨毯を濡らします。

            「さあ、小娘、諦めよ。なに、この場限りの引き分けよ。大局的には既に儂の負けだ――この国ではな。だが、貴様との決着はまたそのうち」

            「逃がすと思いますか？」

            「平民、貴様にも何も出来まい」

            「私はロレッタ様なんてどうでもいいです。なんならセイン様やロセイユ陛下も」

            「レイ!?」

            　とんでもないことを言い出したレイに、わたくしは思わず目を剥きました。

            「だからこそよ。貴様の優先順位はフランソワの小娘であろう？」

            「耄もう碌ろくしてとち狂ってる割にはよく分かってるじゃないですか」

            「そうとも。ここで儂を仕留めたとして、フランソワの小娘が大事にしておる者たちが死ねば、貴様が小娘から決定的に信頼を失うこともな」

            「……クソジジイ」

            「言っただろう。これが老獪というものだ」

            　レイですら、かの老人の手の中だというのでしょうか。何か……何か方法はありませんの……！

            「全員、そのままでな。兵ども、逃げたロセイユを追え。儂は――」

            「と、いうわけで、そろそろ良いでしょ、ピピ？」

            「ええ、ロレッタ」

            　何ごとか、と誰もが思ったその瞬間――。

            「天使の咆哮エンジェル・ハウリング！」

            　質量を伴うような重低音が響き、わたくしを含めその場にいた全ての人間が膝をつきました。

            「な……これは……！」

            「はい、今度こそチェックメイト……で、いいのよね、ロレッタ？」

            「うん」

            　まだ立てないでいる――どころか、何が起きたのかさえ分からずにいるクレマンを、ロレッタが近くにあったコントラバスの弦で縛り上げました。

            「ば、バルリエ家の小娘……貴様、一体何を……！」

            「ヘイトクライってありますよね。ご存じないですか、クレマン様？」

            「な、なに……？」

            「今のは楽器でそれを再現したものです。ここまで広範囲かつ高出力になるとは、ちょっと思っていませんでしたけれど」

            　ピピはニコニコしながら手の内を明かしました。ヘイトクライは魔物が使う一種の威嚇咆哮で、無防備な状態でこれを受けると、一時的な行動不能状態に陥ります。レレアの母親が使ったものと同じです。ピピはそれを模した魔法を使ったというのです。

            「な……では、その楽器は……？」

            「ええ、魔道具ですよ。ちょっと偽装してますけれどね」

            　てへ、と舌を出したピピは、まるで悪戯が成功した子どものようでした。

            「こんな……こんなことで……この儂が……」

            「ええ、終わりです」

            「バカな……！　兵ども、何をしている！　早く立って何とかせぬか！」

            　往生際悪くクレマンが檄を飛ばしますが、それに答える者は誰一人いませんでした。クレマンが捕まったと見ると、私兵たちは一人、また一人と自ら投降して行きました。脅しや弱みにつけ込む形でしか人を使えなかった老人の、それはそれは憐れな末路であると言えました。

            「お手柄ですわね、二人とも！」

            　ピピの魔法から立ち直ったわたくしは、舞台に駆け上がると二人を抱きしめました。

            「痛い痛い！　痛いですよ、クレア様！」

            「これくらい我慢なさい。あんな小芝居までして。心配したんですのよ？」

            「小芝居、ですか？」

            「ほら、わたくしが好きとかなんとかいう」

            　あれも当然、演技なのだろうと思っていると、

            「……はぁ」

            「何ですのよ、その溜め息は？」

            「同情します、ロレッタ様」

            「流石にもう叶わぬ恋だね、これは」

            「ロレッタには私がいるでしょ？」

            「えっ？」

            「えっ？」

            「えっ？」

            「えっ？」

            　と、新たな火種が生まれつつあったところに、

            「皆の者、よくやってくれた」

            「陛下！」

            　貴賓席から降りてきたロセイユ陛下の登場に、一同が一斉に膝を折った。

            「よい。此度の働き、誠に見事であった。特にバルリエの娘とクグレットの娘。そなたら二人の働きについては、特別厚く報いてやらねばな」

            「そんな！」

            「もったいないお言葉です！」

            　ピピとロレッタは陛下の言葉に恐縮しきってしまいました。

            「クレア＝フランソワ、レイ＝テイラー、リリィ＝リリウム」

            「はっ」

            「はい」

            「は、はい！」

            「そなたらの報告では、バルリエ家には人身売買への関与の件で、罪状減免の嘆願があったな？」

            「左様にございます、陛下」

            「前向きに検討しよう。引き続き、特務官の任に当たって欲しい」

            「かしこまりました」

            　陛下は頷くと、近衛兵たちを連れてホールを退出なさいました。

            「それにしても、危なかったですね」

            「レイですら、やり込められることがあるんですのね」

            「あれは私と同類ですから」

            「ど、同類？」

            「目的のために手段を選ばないタイプです」

            「あ、あー……」

            　レイの説明にリリィ様は納得しかかっていましたが、

            「全然違いますわよ」

            　わたくしはきっぱりと否定しました。

            「どこがです？」

            「レイはそもそもの目的が邪悪だったりしませんもの。全然違いますわ」

            「……ほら、ね、ロレッタ？」

            「こっちはちゃんと分かり合ってるんだね」

            「何のことですの？」

            「何でも！」

            「クレア様のバカってことです！」

            「えええ!?」

            　そんな会話をして、ひとしきり笑っていると、視界の隅に映るものがありました。わたくしは会話を切り上げると、その人物の後を追いました。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「そこのあなた、お待ちなさいな」

            「……！」

            　コンサートホールの裏口から出てすぐ。関係者や業者が利用するその裏道は既に暗くなっていました。

            　わたくしが呼び止めたのは燕尾服に身を包んだ音楽家と思われる男性でした。一見すると怪しい所はありませんが、なぜ息を潜めるように、しかも裏口から出て行くような真似をしたのかが気になりました。

            「何か、ご用でしょうか？」

            「失礼。二、三おうかがいしたいことがございますの。少し、お時間をよろしくて？」

            「生憎と先を急ぐ身でして。それではこれで――」

            「動いたら撃ちます」

            「！」

            　わたくしはホールから出るときに返して貰った魔法杖を抜き、男性に突きつけました。はっきりとは分かりませんが、この男性には何か違和感があります。あるいは、それは既視感だったかも知れません。

            「何をするのです」

            「手を……手を見せなさい」

            「どうぞ？」

            　男性は素直にわたくしの言葉に従いました。わたくしは少し近づいて男性の手を観察しました。舞台でこの男性が持っていたのはピピのそれと同じヴァイオリンでした。男性の手には、ヴァイオリン弾きらしい弓だこが見て取れます。しかし、わたくしの疑念は晴れません。

            「腕輪だよー、クレアちゃん」

            「！　変身の魔道具！」

            「ちっ……！」

            　男性は苛立たしそうに舌打ちすると、身を翻して駆け出そうとしました。

            「旦那様、ここまでです」

            「!?　エマ、貴様、裏切るつもりか!?」

            「わたくしの主はカトリーヌお嬢様ただお一人にございます。旦那様にお仕えした覚えはございません」

            「離せ！　離さぬか……！」

            　男性を取り押さえたのはエマでした。地面に組み敷いたその手際は、とても一介のメイドの技とは思えませんでした。

            「エマ……それにカトリーヌも。旦那様……ということは、この人は……？」

            「うん。エマ、腕輪をー」

            「はい」

            　エマが男性の腕輪を引きちぎると、男性の姿がみるみる内に変わり――。

            「クレマン＝アシャール……一体、どうやって……？」

            「音楽家の中に、アシャール家が手配した魔法使いがいたんだよー。もしもの時に体を入れ替えることの出来る、ねー。キャスリングとかいう魔法だったかなー？」

            　説明するカトリーヌは車椅子に乗っていました。車輪を器用に手で動かしながら、カトリーヌはこちらにやって来ます。

            「カトリーヌ！　貴様、育てて貰った恩を忘れたか！」

            「それについては心から感謝しています、お義父様ー。でも、もうやめましょー？　これ以上、アシャール家の家名に泥を塗らないで下さいー」

            「何を言う！」

            　クレマンは組み敷かれたまま身をよじり、なおも逃れようとあがいています。

            「儂こそがアシャール家そのもの！　儂さえ生きながらえれば、アシャールは終わらぬ！」

            「もうとっくに終わっていますよ、お義父様ー。十年前のあの日にねー」

            「十年前……？　カトリーヌ、あなた何を言っていますの……？」

            　不吉な予感がしました。何か、とても良くないことが起ころうとしているような、そんな予感が。

            「ウチはクレアちゃんに謝らないといけない」

            「カトリーヌ……？」

            「十年前、クレアちゃんのお母様であるミリア様を殺したのは――ウチだよ」

            「――!?」

            　わたくしは一瞬、何を言われたのか分かりませんでした。いいえ、耳はきちんとその言葉を聞き取りました。ですが、心がそれを理解することを拒否したのです。だってそんな、そんな馬鹿なことが――！

            「何を言っているの、カトリーヌ。お母様は事故で亡くなったんですのよ？」

            「その事故が、仕組まれていたことだったんだ。ウチはお義父様の差し金で、フランソワ家に差し向けられた暗殺者なんだよ」

            「何を……あなたはさっきから何を言っていますの！」

            　わたくしはやむを得ず杖を構えました。カトリーヌは動く様子を見せず、ただ車椅子の上で微笑んでいます。

            　――いつもと変わらぬ微笑みで。

            「あの日、フランソワ家の馬車と衝突した平民の馬車には、ウチとやり手の暗殺者三人が同乗していたんだ。事故に見せかけてフランソワ家の馬車を止めると、ウチらはドル様たちに襲いかかった」

            　カトリーヌはまるで独り言のように言葉を続けます。

            「ウチらの襲撃を防いだのはミリア様だった」

            「お母様が……？」

            「ドル様は多分、戦闘向きの魔法が使えないのかな？　とにかく、ウチらに応戦したのはミリア様だった。ミリア様はドル様の乗る馬車に何らかの防御魔法をかけて封印すると、自分は徒手空拳でウチらを相手にした」

            　カトリーヌは目を閉じました。まるで当時のことを思い出すかのように。

            「……それで……？」

            「結果的に、ウチらは相打ちになった。こちらはウチを除いて全滅。ウチも左足に大けがをして行動不能だった。そしてミリア様は――」

            「……お母様は……？」

            「ウチを庇ってお亡くなりになった」

            「どういう……ことですの……？」

            　説明を要求するわたくしに、カトリーヌは再び目を開けました。その顔は、見たことのない自虐に歪んでいます。

            「監視がいたんだよ。ウチらが失敗したことを察した監視たちは、証拠隠滅を図った。ウチと四人の仲間は消されそうになったの。でも、ミリア様がウチを助けてくれた」

            「お母様……」

            「全てが終わった後、ウチはクレマン様の指示で、ウチの魔法を使って全てをなかったことにした。きっと事故現場にいた人には、ただの事故としか思われなかっただろうね」

            「カトリーヌ……あなたは一体……」

            「だからね、クレアちゃん。ミリア様を殺したのはウチなんだ。ずっと謝らなきゃと思ってた。ごめんね」

            　カトリーヌは車椅子の上で深く体を折りました。

            「今さら……どうしろというんですの……！　そんな……そんなこと……！」

            「許してくれとは言わないよ。ウチはそれだけのことをした。でも、償いをさせて欲しい」

            「償い……？」

            　わたくしが問うような口調で呼びかけると、カトリーヌは顔を上げました。そして、その手には魔法杖が握られています。

            「!?」

            「安心して。危害は加えないから」

            　そう言うと、カトリーヌは杖を――クレマンに向けました。

            「待て、カトリーヌ！　何をする！」

            「お分かりでしょう、お義父様。ウチの魔法は――」

            「や、やめよ！　儂はまだ終わらぬ！　帝国に逃げ延び、再起を――！」

            「消去イレイザー」

            　カトリーヌの杖から強い魔力を感じました。目には見えないその何かは、クレマン様を包み込みました。

            「嫌じゃ！　忘れたくない！　儂が儂でなくなってしまう！」

            「……」

            「誰か……！　誰か……儂を……助け……」

            　かくり、と力を失ったように、クレマンの体が崩れ落ちました。

            「……殺しましたの？」

            「んーん。心をね、ちょっと弄らせて貰ったの」

            「あなたの魔法は、姿を消す魔法ではなかったんですの？」

            「そういう使い方も出来るけど、根本的には別の魔法だね」

            　カトリーヌはエマに指示を出して、クレマンを連れて行かせました。

            「ウチの魔法は記憶の消去だよ」

            「記憶の消去？」

            「うん。いつも姿を隠しているのは、視覚記憶を部分的に消去させて貰ってたの」

            「器用ですわね」

            「えへへ。でも、この魔法の本来の使い道は――」

            「!?」

            　わたくしは油断していました。危害は加えない、というカトリーヌの言葉を鵜呑みにしてしまっていたのです。カトリーヌの魔法はわたくしに向けられていました。

            「カトリーヌ……！」

            「クレアちゃんから……んーん、みんなからウチに関する記憶を消させて貰うよ」

            「そんな……！」

            「ウチが犯した罪は、死罪でも生ぬるい。ウチはこの先、誰の記憶にも残らずに生きていくことにするよ」

            「そんなの……存在の否定みたいなものじゃないですのよ！」

            　誰の目にも留まらず、誰の記憶にも残らない――そんな在り方はもう、生きているとは言えません。死ぬ以上の生き地獄です。

            「そうだね。それがウチに課された罰――この呪われた人生の生き方だと思う」

            「考え直しなさい！」

            「ごめんね、クレアちゃん」

            　手足から力が抜け行くと同時に、頭の中から何か大切なものがかき消えて行くのが分かりました。

            「わたくし、絶対に忘れませんわよ！　あなたが何をしたって、絶対に……絶対に！」

            「クレアちゃん……」

            「見てなさい、カトリーヌ！　……いくらあなたが強がったって……わたくしには……分かって……」

            　意識が、遠くなります。わたくしは……誰と、何を話しているのでしたっけ……？

            「……やっぱりやだ……やだよう……。でも……でも！」

            　薄れ行く意識の中、誰かが涙ぐむ声が聞こえます。でもそれが誰かはもうわたくしには分かりませんでした。

            「さようなら……クレアちゃん」

            　最後に聞いた声はとても悲しくて、わたくしは頬を伝う涙を抑えられないまま、眠りにつきました。

            


        






        





            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　目が覚めると、そこは寮のわたくしの部屋でした。確か……わたくしはクレマンを追い詰めて……。

            　曖昧な記憶を辿りつつ、辺りを見回します。何もおかしな所はありません。下段にしか布団が敷かれていない二段ベッド、一つだけ置かれた机やドレッサー。わたくしはここに、一人で生活しているのでした。

            　外は明るくなっていました。朝というよりはもう昼に近いような温かい日差しが部屋に入り込んでいます。

            「クレア様ー！」

            　返事をする間もなく、扉が開けられます。入ってきたのはレイでした。

            「ちょっと、レイ。いくらあなたでも、ノックくらいしなさいな」

            「私、でも!?　それはあれですか、私はやっぱり特別、みたいな？」

            「くっ……最近、調子に乗りすぎですわよ、あなた」

            「てへへ、すみません。ところで、お身体の具合はいかがですか？」

            　ふざけた調子から一変して、レイは心配げな視線を寄越してきました。

            「いかがって、別に普通ですわよ？」

            「良かったー。一時はどうなることかと」

            「何かありましたの？」

            「何かもなにもありませんよ。覚えてないんですか？」

            　レイは腰に手を当てて、少し怒ったような様子でした。

            「記憶が曖昧ですのよ。説明してちょうだい」

            「クレア様はコンサートホールの裏道で倒れてたんです。姿が見えないと思ったら、何をしてたんですか、あんなところで」

            「何って……何だったかしら」

            　よく覚えていません。確か、誰かを追いかけて外へ出たような気はします。

            「クレア様みたいに聡明な方でもあるんですね、ど忘れって」

            「そりゃあ、ありますわよ。記憶力には自信がある方ですけれど、それだって限界がありますもの」

            「ですよねー。ちなみに私は最初にお目にかかった日から全ての日の、クレア様のお召し物と髪型を記憶してます」

            「記憶力の無駄遣いが過ぎますわね!?」

            　そんなことをして一体何が楽しいのでしょう。

            「いやあ、忘れたくないことってあるじゃないですか」

            「ありますわね」

            「私にとって、クレア様情報というのはまさにそれです。少しでも多く、長く、記憶しておきたい情報ですね」

            「はいはい、それは結構なことですわね」

            　わたくしが呆れるように言うと、ふとレイは何かに気がついたような表情をして、

            「何だろう」

            「どうしましたの？」

            「いや、何なのか分からないんですけれど、何か大事なことを忘れているような……」

            「奇遇ですわね。わたくしもですわ」

            「やっぱりですか！　じゃあ、おはようの口づけをば――！」

            「永久に記憶から抹消しなさい！」

            　わたくしは枕をレイに投げつけました。

            「冗談ですってば。ファーストキスはやっぱり、クレア様から頂きませんとね」

            「そんな機会は永遠にないから安心なさい」

            「クレア様つれなーい。そこが好きー！」

            「つ、疲れますわ……」

            　わたくしがげんなりしていると、

            「まあでも、お倒れになってたのは事実ですから、今日はどうか安静になさって下さい。明日も特務官の仕事は一日休日にしましょう」

            「そんな訳にはいきませんわよ。まだサーラス様とお父様が残っているんですのよ？」

            「クレマンを捕まえたのだって大手柄ですよ。陛下も一日くらいは許して下さいますって」

            「ですが……」

            「いいですか、クレア様？」

            　レイは真剣な表情をしながら指をピンと立てて、

            「いい仕事はいい健康から」

            「は、はぁ……」

            「不調を押して仕事をしたって、満足するのはいけ好かない上司だけですよ？」

            「それはまさか、ロッド様のことを言っていますの？」

            　だとしたら不敬にも程があります。

            「あ、いえ、別件です」

            「それにしてはやけに実感がこもっていましたわね？」

            「やー、ブラックな労働環境については一家言ありまして」

            「そ、そう……」

            　ブラックな労働環境とやらはよく分かりませんでしたが、何となく語感から察しました。

            「とにかく、今日はゆっくりして下さい。今、朝食……や、もう昼食か。とにかくお持ちしますよ」

            「ありがとう」

            「クレア様、食欲あります？」

            「ええ、普通に」

            「じゃあ、ちょっと待ってて下さいね」

            「ありがとう。お願いね、レイ」

            　わたくしが見送ると、レイは部屋を出て食事の用意をしに行きました。

            「とはいえ、起きたばかりでまた横になるのもね……」

            　レイに見られたら何か言われそうですが、わたくしは本でも読もうと、立ち上がって机に近づきました。

            「？　これは……？」

            　わたくしの机の上に、見慣れないキャンディポットがありました。レイが買ってきたのかとも思いましたが、蓋を開けると中身は一個しかありません。

            「これは……リコリス？」

            　独特の風味が鼻を擽くすぐりました。決して好きとは言えない香りですが、わたくしはなぜだか自然と、飴を口に運んでいました。

            「……え？」

            　急に、涙がこぼれました。なぜだか分かりません。でも、あふれ出した涙は、拭っても拭っても止まることはありませんでした。

            　根拠はありません。

            　痕跡もありません。

            　記憶すらも。

            　それでも何故か、わたくしの側には大切な人がいたような気がしました。

            「どうしたのかしら……わたくし……」

            　そのままじっとしていると、飴を舐め終わる頃には感情の嵐は過ぎ去っていました。

            「お待ちどおさまです、クレア様――って、ダメじゃないですか、寝てなきゃ」

            「起きたばかりで寝られませんわよ――って、わっ!?」

            　レイはわたくしの顔を見るやいなや、食事の載ったトレイを机に置くと、ぐいと体を近づけてきました。

            「クレア様、何がありました？」

            「な、なにって？　ちょっとレイ、近い！　近いですわよ！」

            「目が真っ赤です。泣きましたね？」

            「寝起きだからですわよ」

            「さっきは全然普通でした。言ったでしょう？　クレア様情報は忘れないって」

            「知りませんわよ！」

            　だって、自分でも全く分からないのです。どうしてあんなに涙が溢れたのか。あんなにも悲しい気持ちになってしまったのか。

            「とにかく！　わたくしは大丈夫ですから食事にしましょう。今日は何ですの？」

            「後できっちり問い詰めますからね？　今日は――」

            　その後は、いつも通りのレイとわたくしでした。

            　こうしてわたくしは大切だった人の記憶を失いました。

            　――失ったことにすら、気がつかないままに。

            


        



            幕間・誰もがあなたを忘れても（カトリーヌ＝アシャール）

            　

            　

            　クレアちゃんを始め、ウチを知っている人たちの記憶は、一人を除いて全て消した。これからも、出会った人全てについて、ウチに関する記憶を消していくつもりだ。

            　――それが、ウチが自分に課した罰だから。

            　倒れて気を失っているクレアちゃんを見る。普段のキツイ印象に比べて、眠っている彼女の顔は酷く幼い。そんな彼女を、ウチはずっと殺すよう命じられていた。

            　これはクレアちゃんには話さなかったけれど、ウチがクレアちゃんと幼馴染みになったのは偶然でも運命でもない。お義父様の命令があったからだ。ウチはお義父様の密命を帯びて、クレアちゃんを殺す機会を虎視眈々と狙っていた。

            　――いや、狙っているフリを続けていた。

            　ウチにはクレアちゃんを亡き者にするつもりなんてさらさらなかった。この命そのものが、クレアちゃんのお母様であるミリア様に救って貰ったもの。そんな大恩ある人の娘を、どうして殺せるだろう。ウチがクレアちゃんを暗殺せよという密命を受け続けたのは、ウチがそれを受けることで、他の暗殺者が手配されないようにするためだ。

            　でも、そんな日々もこれでお終い。

            　倒れているクレアちゃんを最後にもう一回抱きしめてから、ウチは体を離した。あまり長くここにいる訳にはいかない。支度は万全にしてあるから、早くバウアーを出なければ。

            　ウチは車椅子だからあまり速くは移動できない。そのことにもどかしさを感じながら、ウチは王都の西の門を目指した。

            「……」

            　王都の夜は賑やかい。もうとっくに月が昇っているのに、通りに面した食事処や酒場からは陽気な声が聞こえてくる。一日の仕事を終え、仲間たちとそれを喜び合っているのだろう。でも、これから先、ウチにそういう相手はいない。

            　――孤独。

            　これまではクレアちゃんがいることが当たり前の生活だった。そんなウチがどれだけ一人で居続けられるかは分からない。でも、やらなきゃ。自殺なんていう生ぬるい逃げは、ウチには許されない。

            「クレアちゃん、無事に寮に帰れたかなー」

            　心配はないはずだった。何しろ彼女にはレイちゃんという素晴らしいパートナーがいる。クレアちゃんはまだ心を許しきっていないみたいだけれど、あれは時間の問題だ。あの二人は遅かれ早かれくっつくだろう。

            　クレアちゃんには味方がたくさんいる。例えばピピちゃん、ロレッタちゃん、ちょっと前まではレーネちゃんもいた。ウチが一番印象に残っているのは、マナリア様だ。クレアちゃんの姉貴分とも言える彼女は、ウチと初めて会った時、ウチの魔法を無効化した上でこう言った。

            　――キミはクレアの敵？　それとも味方？

            　マナリア様にはウチの魔法の正体はばれているようだった。だから、それが暗殺と親和性が高いことも分かっていたのだろう。答えによってはその場で殺されてしまっていたかも知れない。だから、ウチは正直に全てを話した。

            　――もしもの時はボクを頼るといい。少しくらいは力になれると思うから。

            　マナリア様はウチのことを妹分の友人として認めてくれた。そこには、妹分を思う姉貴分の真摯な姿があった。

            「いいなー……」

            　知らず、羨望の声が漏れた。いけない。ウチにはクレアちゃんにとってのレイちゃんやマナリア様のような存在を求める資格なんてない。決めたじゃないか。ずっと一人でいるって。

            「せめてクレアちゃんは、幸せになってくれますよーに」

            　そんなことを思いつつ、西門までやって来た。

            「ん？　何だお前？」

            　当直の門番がウチに気付いた。

            「こんばんはー」

            「ああ。もしかして、外に出たいのか？」

            「はいー」

            「今日はもう門を閉じるんだ。明日にしろ」

            「そういう訳にもいかなくてー」

            　ウチのことを覚えている人は誰もいないはずだけれど、お義父様の一件で王都はちょっとした騒ぎになるはずだ。そうなったら、検問が厳しくなるかも知れない。

            「ダメだダメだ。今夜は諦めろ」

            「仕方ない、かー」

            　ウチは残り少ない魔力を体中から集めて、門番の人からウチの記憶を奪った。気を失って倒れる門番を、優しく受け止める。

            「ごめんねー。通らせて貰うねー」

            　門番を地面にそっと横たえると、ウチは車椅子を押して門をくぐった。

            「どこへ行くつもりですか、お嬢様。供も連れずに」

            「……え？」

            　西門を通り抜けた直後、ふいにウチを呼び止める声があった。声のする方を見ると、そこにはいるはずのない人影があった。

            「エマ……？」

            「ちょっと目を離した隙にいなくなられたので、あちこち探しましたよ」

            「いや……それは……」

            「どこかに行かれるのなら、わたくしに仰ってからになさって下さい」

            「……どうして……？」

            　ウチはエマにも確かに忘却魔法をかけたはずだった。なのに、エマはウチのことを忘れていないようだった。

            「どうして、と仰いますと？」

            「だって、ウチの魔法は相手から記憶を消す魔法なんだ。どうしてエマは……」

            「ああ、そういうことでございますか」

            　エマは至って落ち着いた様子で続ける。

            「わたくしは魔法が効きにくい体質なのです」

            「魔法が……効きにくい？」

            「ええ。原因はよく分かりませんが、私の娘に至っては魔法の全く効かない体質でした。わたくしの家系の血なのでしょう」

            　以前、エマから聞いた所によると、彼女はかつてさる国の王族だったそうだ。没落して国を捨てたのだと聞いている。国を捨てる前に彼女が生んだ娘は、魔法が全く効かない体質だったらしい。

            「ですから、お嬢様はわたくしの記憶を消すことは叶いません。諦めてお側に置いて下さい」

            「そんな……ダメだよ……。ウチは独りで生きていくことを自分に課したんだ。それはエマだって例外じゃない」

            「そんなことは存じ上げません。わたくしの主は生涯カトリーヌお嬢様ただお一人。お嬢様がどんなことを考えていらっしゃろうと、わたくしはそれを変えるつもりはございません」

            　ウチの説得をエマは頑としてはねのけた。エマは頑固な女性だ。こうなったら説得は難しいかも知れない。でも、納得して貰わなくちゃならない。

            「ウチはもうアシャール家の人間じゃない」

            「存じております」

            「エマを雇うお金もない」

            「それも存じております」

            「だからエマがウチに仕えてくれる必要はもうない」

            「わたくしの恩返しはまだにございます」

            「エマ……」

            　エマは飽くまで着いてくるつもりらしい。

            「お嬢様はわたくしの命を救って下さいました。右も左も分からぬ世間知らずであったわたくしに、もう一度生き直す道を下さいました」

            　エマの瞳は真摯な色を湛えていた。

            「お嬢様がこれから歩まれる贖罪の道に供することこそ、わたくしのご恩返しと考えます」

            　エマはそういうとウチの目の前で臣下の礼を取った。ウチは大きく嘆息して、

            「ウチは知らないよ。好きにしたらいい」

            「ええ。好きにさせて頂きます」

            「……この頑固者」

            「お嬢様こそ」

            　ウチは車椅子を翻してその場を離れようとしたけれど、ふいに車を押す手が軽くなった。

            「自分で歩くから」

            「わたくしはわたくしの好きにさせて頂いているだけでございますゆえ」

            「手が弱っちゃうでしょ」

            「今日は普段よりも多く歩かれたはず。今日の分の運動は足りていらっしゃるでしょう」

            「……」

            　エマはどうあってもウチに仕えるつもりのようだった。その事に途方もない罪悪感を覚える――と、同時に、これからの長旅が孤独でいられないという事実が堪らなく嬉しい。

            「……エマ」

            「はい、お嬢様」

            「……ありがと」

            「もったいのうお言葉にございます」

            　これからどう生きていくか、どこまで生きて行けるのか、それはまだ分からない。ウチの贖罪の旅はきっと、長いものになるだろう。

            　それでもウチは生きていく。

            　不器用でも、心優しい従者と一緒に。

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            幕間・了

            


        



　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　胸の奥に何か大きな喪失を抱えたまま、しかしその正体は分からぬまま、わたくしは不正貴族たちの摘発を続けました。その過程でレジスタンスに接触し、レイに言われるがままその頭目との会談も行いました。わたくしにはその意味や意義は分かりませんでしたが、レイには何やら得るものがあったようです。

            　そうしてサーラスを追い詰め、レレアの活躍もあり、今こうして目の前の彼にチェックメイトをかけようとしたところで――。

            「リリィ……哀れな子だ。……主よ、憐れみたまえキリエ・エレイソン」

            　何かの呪いだったのでしょうか。サーラスがその言葉を唱えると、すぐ隣にいたリリィ枢機卿が崩れ落ちました。

            「リリィ枢機卿!?」

            　わたくしは慌てて駆け寄ろうとしましたが、

            「クレア様、離れて！」

            　レイに服を引っ張られて引き離されました。体が後ろに反れた瞬間、銀色の弧閃がわたくしの髪を数本散らして行きました。

            「全く……、イヤになんなー」

            　場にそぐわない、のんきな声が響きました。レイがわたくしと様子の変わったリリィ枢機卿の間に立って、油断なく問います。

            「お前は……」

            「やあ、レイさんにクレア様、昨日ぶり」

            　別人のように変わった口調には覚えがありました。忘れもしない、わたくしたちの前に何度も立ち塞がった仮面の男です。

            「サーラス！　リリィ枢機卿に何をしましたの！」

            　豹変したリリィ枢機卿を警戒しつつ、わたくしはサーラスを問い詰めました。

            「そっちの平民はデュアルキャスターでしたね」

            「わたくしの質問に答えなさい！」

            「答えていますとも。学院時代の私の専門は暗示でね。テーマは『多重属性の人工的な実現』だったんですよ」

            　サーラスは昏い笑みを浮かべながらそう言いました。

            「近衛兵、サーラスとリリィを取り押さえよ」

            　ロセイユ陛下が告げると、近衛兵がサーラスとリリィ枢機卿を取り囲みました。

            　しかし――。

            「こんなザコどもに俺が止められるかよ」

            　リリィ枢機卿はどこからか短剣を取り出しそれを一閃すると、近衛兵たちは一気に防戦一方になりました。このように言うと近衛兵たちが不甲斐なく聞こえるかも知れませんが、近衛兵に取り立てられるのは王国選りすぐりの精鋭です。一対一ならまだしも、この人数を相手にするのは仮にレイであっても厳しいでしょう。

            　つまり、近衛兵たちが弱いのではないのです。リリィ枢機卿の強さが尋常ではないと言うべきです。

            「リリィ枢機卿、おやめなさい！」

            「ムダですよ。あれはリリィであってリリィではない」

            　くっく、とサーラスが笑います。

            「二重属性を人工的に作り出す……その試みは半分だけ成功しました」

            「どういうことです？」

            　レイが問うと、サーラスは不出来な学生に説明するような口調で続けます。

            「私は暗示によって人の中にもう一つの人格を作り出すことに成功しました。そして、現れた新しい人格は、新たに魔法適性を獲得することが分かったのです」

            　リリィ枢機卿の本来の魔法属性は水属性だったはずです。そこにサーラスは暗示を掛けて新たな人格を造りだし、別の属性を持たせたと言うのです。

            　そんなことが可能なのでしょうか。にわかには信じられないことです。

            「あの仮面の男の正体は、リリィ様だった、と？」

            「その通り。私に対する不正追及をしながら、その実、その捜査情報は私に筒抜けだった、というわけですよ」

            　最後の最後に裏をかかれましたがね、とサーラスはわたくしたちを嘲笑しました。

            　つまり、サーラスの部屋で最初に帳簿を調べたときに何も出てこなかったのは、リリィ枢機卿経由でサーラスに情報が漏れていたから、ということなのでしょう。

            「でも、姿が全然違いますわよ！　変装程度でどうにかなるような差では……」

            「多分、魔道具です。ほら、ユー様の事件の時に、リリィ様から借りたじゃないですか」

            　レイに指摘されてわたくしはハっとしました。確かに、レイがユー様と入れ替わるときに使った魔道具がありました。あの時は便利なものがあるなとしか思いませんでしたが、恐らく本来は彼女が正体を隠すために使っていたのでしょう。

            「自分がこんな状態であることを、リリィ様はご存じなんですか？」

            　レイが問います。その口調は、半ば返答を予想しているかのように固いものでした。

            「知りませんよ。知っていたら、あの子は自ら命を絶ってしまうでしょうからね」

            　なんて卑劣な。あの純真そのもののリリィ枢機卿を、自らの野心のために手駒にするとは。

            「さあ、リリィ。こいつらを全員始末しなさい」

            「簡単に言ってくれんなあ。ここにはレイとクレアがいるんだぜ？」

            「お前ならなんとか出来るでしょう」

            「出来なくはないが、てめぇの安全を保証できねぇぞ？」

            「ふむ……」

            　二人が会話する間も、一人、また一人と近衛兵たちが倒れていきます。その刃に迷いはなく、人を傷つけることにためらいは一切ないようでした。このままでは……いけません。

            「ならリリィ。ここは脱出を優先することにしましょう」

            「逃しませんわよ！」

            　わたくしは既にマジックレイの発射態勢に入っていました。サーラスはともかくリリィ枢機卿の命を奪うのは気が引けますが、場合が場合です。

            「サーラス、リリィ枢機卿。わたくしのこの魔法は手加減が出来ませんわ。命が惜しければ投降なさい」

            　わたくしは二人を視界に収める位置に移動すると、そう警告しました。

            「だ、そうですが？」

            「お前もちっとは働けよ……な！」

            　リリィ枢機卿は自分を取り囲む近衛兵の最後の一人を打ち倒すと、今度はサーラスを囲む近衛兵たちに斬りかかりました。

            　わたくしの言葉など気にも留めない様子で。

            「やめなさい、リリィ枢機卿！　次に戦闘行動を起こしたら撃ちますわ！」

            「やってみな」

            「！」

            　わたくしの最後通告にも関わらず、彼女はナイフを振るうことを止めませんでした。これ以上、被害者を出すわけにはいきません。

            「……くっ、ごめんあそばせ！」

            　わたくしは覚悟を決めると、リリィ枢機卿にマジックレイを放ちました。四条の光がその小さな体を居抜かんと殺到し――。

            「なんですって!?」

            　マジックレイの光は彼女を焼き貫くことなく、その直前で幻のように霧散してしまいました。

            「このリリィは私の最高傑作でしてね。マナリア王女には及びませんが、勝るとも劣らない魔法を使うんですよ」

            　サーラスが愉悦に染まった笑みでそう言う。

            「スペルブレイカーではないんですか？」

            「あそこまで常識外れな魔法ではありません。このリリィの適性は風の高適性。得意な魔法は時間操作です」

            　時間操作……ですって？　なら、彼女はわたくしのマジックレイの時間を巻き戻して、魔法として成立する前の魔力に戻した――そういうことでしょうか。何というデタラメな魔法でしょう。

            「最高傑作、と仰いましたね？　つまり、リリィ様だけではないんですね？」

            「当たり前ですよ。我が子で最初に試す親がどこにいますか。リリィに施術したのは、研究が完成してからですよ。もっとも――」

            　そこでサーラスは言葉を切って、

            「研究完成の為には随分掛かりました。廃人となった孤児は、十や二十じゃ利かないでしょう」

            　涼しい顔でおぞましいことを平然と口にしました。

            「この外道！」

            　わたくしは照準をサーラスに変えて、もう一度マジックレイを放ちました。

            「おっと」

            　しかし、すんでのところで、近衛兵を全て切り伏せたリリィ枢機卿に無効化されてしまいます。

            　ならば――！

            「レイ、サーラスを狙いなさい！　手数重視で！」

            「はい！」

            　レイは瞬時にわたくしの狙いを悟ったようで、氷矢を二十ばかり生成するとサーラスを取り囲むようにそれを放ちました。

            「ちっ……、さすがに戦いなれてやがんな」

            　レイの氷矢を無効化するには、リリィ枢機卿はサーラスの元から動けません。つまり、足止めです。レイとわたくしはサーラスとリリィ枢機卿に立て続けに魔法を放ち、リリィ枢機卿はサーラスを守るためにそれを無効化します。状況は膠着状態――かというと、そうではありません。

            「諦めなさい、リリィ枢機卿」

            「なんでだ？」

            「このままなら、あなたの方が先に魔力切れになります」

            　向こうはリリィ枢機卿一人なのに対し、こちらはレイとの二人がかりです。しかも、こちらが使っている魔法は基本の魔法矢でしかありません。リリィ枢機卿が使う時間操作がどれほどの魔力消費量かは分かりませんが、魔法矢よりも少ないということはないと見積もりました。

            「リリィ様、もう、やめて下さい」

            　レイも必死に呼びかけます。

            「俺だって別に好きでやってるわけじゃあ、ねえけどな」

            「なら！」

            「けどよ」

            　そこでリリィ枢機卿は言葉を切って、

            「こんなんでも、父親なんだわ」

            　自嘲するように顔を歪めると、懐からポーション瓶を取り出してひと思いにあおりました。

            「まさか、カンタレラ!?」

            　レイの悲鳴じみた言葉にユークレッドでのルイ戦を思い出します。ただの冒険者だったルイですらあれほどの強さになったのです。このリリィ枢機卿が魔法の効かないアンデッド状態になったら、その脅威は計り知れないものになるでしょう。

            「ちげーよ。こいつは超級の魔力回復ポーションだ」

            　すげなく言う彼女の言葉に、ほっと胸をなで下ろしました。

            「そんな貴重品、いくらも持っていないでしょう」

            「ところが、俺の場合はなんとかなっちまうんだな、これが」

            　リリィ枢機卿はポーション瓶に視線を送ると、それに集中するように視線を送りました。

            「!?　そんなインチキ!?」

            　レイの悲鳴も無理からぬもの。空のポーション瓶がみるみるうちに満たされていきました。おそらく、これも時間を巻き戻したことによる現象なのでしょう。

            「まあ、こういう使い方も出来るわけだ」

            「くっ……」

            　わたくしは奥歯を噛みしめました。超級の魔力回復ポーションは魔力をほぼ完全に回復してしまいます。そんなものを何度でも使われたら、先に魔力切れを起こすのはわたくしたちの方です。

            「つっても、このままじゃあ、長期戦は覚悟しねぇとなあ」

            「……」

            　何か策はないか、と頭を巡らせながらリリィ枢機卿を警戒します。

            　その時――。

            　地面が、激しく揺れました。

            　

            　

            　突然の揺れに動揺していると、突然体を押し倒されました。直後、ガシャン、と音がして謁見室の窓ガラスが割れます。

            「一体、何が……」

            　どうもわたくしはレイに押し倒されたようで、彼女はわたくしを守るように上になっています。そのまま、しばらくじっとしていました。

            「もう、大丈夫なはずです」

            　レイはそう言うと立ち上がってわたくしに手を貸してくれました。何が何やら分からないわたくしは、謁見室の様子を見て愕然としました。

            　きらびやかだった室内は見るも無残な姿に変わり果てていました。調度品は壊れ、赤いカーペットの上には大小さまざまな石が転がっています。

            「陛下！」

            　近衛の一人が声を上げました。見ると、王座に駆け寄って誰かを助け起こそうとしています。わたくしは血の気が引きました。倒れていたのはロセイユ陛下でした。しかも、頭から大量の出血をしています。

            「レイ、治療を！」

            　わたくしが言い終わるよりも早く、レイは陛下に近寄って治癒魔法を試みました。しかし――。

            「……ダメです。お亡くなりになっています」

            「なんてことですの……」

            　バウアーは賢王ロセイユ陛下を失ってしまいました。それはすなわち、国の危機に他なりません。

            「そうですわ、サーラスとリリィ枢機卿は!?」

            　広間を見回しましたが、二人の姿はすでにありませんでした。どうやらどさくさに紛れて逃亡したようです。

            　わたくしは動揺を押し殺して状況把握に努めました。恐らくこれは歴史の記述にあったサッサル火山の噴火でしょう。推測ですが恐らくこれは正しいと思われました。歴史の示すところによれば、サッサル火山の噴火は噴火そのものよりも、その後の影響の方が大きいはずです。バウアーはこれから苦難の時を迎えます。

            　わたくしが、すべきことは――。

            　そんなことを考えていると、ふとレイが膝を突いて茫然自失の状態にあることに気がつきました。無理もありません。ですが、彼女には力になって貰わなければ。

            「レイ……、レイ！　しっかりなさいな」

            　わたくしが呼びかけると、レイの目がゆっくりとわたくしに焦点を合わせます。ですが、まだ意識がはっきりしていないように見えました。

            「サーラスとリリィ枢機卿のことはいったん忘れなさい。しなければならないことは山ほどあります」

            「……クレア様」

            「これから王国は危機に瀕するでしょう。過去の歴史によれば、サッサル山の噴火の後、大飢饉が起こったと聞いています」

            　火山弾や火山灰による農作物への影響は甚大なものになると思われます。何も手を打たなければ、国内に大量の餓死者が出るでしょう。わたくしたちはそうならないよう、策を講じなければなりません。

            「王国はこの危機を乗り越えなければなりません。しかも、ロセイユ陛下抜きで」

            　そう。賢王だったロセイユ陛下はもういません。わたくしたちは新たな王を選ばなければならないのです。しかも、早急に。

            「近衛兵、貴族院議長に連絡を。緊急の議会を招集します。それから、ロッド様とセイン様の安否を至急確認するように」

            　まだ呆然としているレイのことは一旦置いて、わたくしは身動きの取れる近衛兵たちに指示を与えました。事は一刻を争います。近衛兵たちも動揺しているようでしたが、やはりそこは訓練を受けた精鋭たちです。自らがすべきことが明確になると、直ちに行動に移してくれました。

            　レイはまだぼうっとしています。こんなことはしたくありませんが、仕方ありません。わたくしはレイの頬を引っぱたきました。

            「しゃきっとなさい！　わたくしを支えてくれると言ったあの言葉は嘘だったんですの!?」

            　それは半ば懇願に近いものだったかもしれません。これからわたくしを待っている艱難辛苦に立ち向かう上で、彼女の存在はなくてはならないものです。わたくしはどうにかレイに立ち直って貰う必要がありました。

            　レイは頬を摩りながらほんの少し呆けていましたが、その目に徐々に光が戻って来ます。

            「申し訳ありませんでした。もう、大丈夫です」

            「よろしいですわ」

            　そう言うと、わたくしは少しの間だけ彼女を抱きしめました。お互いの存在を確かめ合うように。

            「乗り切りますわよ、この危機を」

            「はい！」

            　直後から、わたくしたちは迅速に行動を開始しました。初動の動きとしてはまずますのものでしたが、やがて一つの凶報がもたらされます。

            　それは、ロッド様が行方不明だという知らせでした。

            


        



            第八章　最愛のレイとわたくし

            　

            　

            　サッサル火山の噴火の被害は甚大でした。貴族院議員のなんと三分の一が亡くなっており、議会はその機能を停止する寸前でした。ですが、議長が存命だったことやお父様が辣らつ腕わんを振るったことなどにより、かろうじて機能を保っていました。

            　欠員をその血族が埋めたことである程度機能を回復した議会がまず話し合ったのは、亡くなったロセイユ陛下の世継ぎを誰にするか、ということでした。当然、第一王位継承者であるロッド様が次の王に選ばれると思われていましたが、肝心のロッド様が噴火の直前から行方不明となっているのです。

            　王室の話では、ロッド様はサッサル山の麓の村に赴き、自ら住人を説得して避難を呼びかけに行ったのだとか。レイが件の村について話したときは諦め口調だったロッド様ですが、実際には気に掛けて下さっていたようです。

            （ですが、よりによってこのタイミングで――！）

            　憶測ですが、ロッド様は噴火に巻き込まれたのでしょう。安否は定かではありませんが、噴火から五日たった今になっても何の音沙汰もないということは、無事でいらっしゃるとは考えにくいものがあります。

            　議会は紛糾しましたが、事態は急を要するということで、セイン様を即位させようという流れになりました。王国という政治形態において、王が空位のままこの危機を乗り越えるのはほぼ不可能だったからです。

            　しかし――。

            「本当に……お父様は何を考えていらっしゃいますの……」

            　新聞を読みながら、わたくしは思わず舌打ちしたくなりました。わたくしは今、王立学院の自分の部屋にいます。レイが何事かと振り向くのが分かりました。

            　お父様の不正のことを、わたくしは追及すべきだと主張しましたが、それはレイに反対されました。今はお父様の政治力が必要な時期だから、と。不正を行っていたとはいえ、お父様の政治家としての力は本物です。今、お父様を政治の場から退けるのは得策ではないというのがレイの主張でした。

            　ですが、そのお父様はとんでもないことをしようとしています。

            「なんて書いてあるんですか？」

            　わたくしの苛立ちが爆発寸前である事を察したのか、レイがそんな風に聞いてきました。

            「セイン様の即位はお流れだそうですわよ」

            　わたくしは吐き捨てるようにそう言うと、新聞の束をバサッとレイに放って渡しました。記事によれば、セイン様即位の話はなくなり、代わりにお父様を始めとするロッド様派の貴族が政権運営を行うということでした。そんな馬鹿なことがありますか。

            「王国の主権者は飽くまで王ですわ。貴族院がすべきことは、一刻も早く次の王を選出することですのに」

            　新聞の論調もほぼわたくしのそれと同じです。中には貴族によるクーデターと書いている新聞までありました。

            　もちろん、全ての貴族が今の流れに賛同しているわけではないようです。ただ、貴族院議員のうち噴火の被害を受けて亡くなった者は、セイン様派とユー様派に多かったのがあまりにも痛すぎました。ユー様の失脚によりユー様派の多くがロッド様派に鞍替えしており、またセイン様派は元々最小勢力だったといことも大きいでしょう。

            　そして何より肝心のロッド様が行方不明。最大勢力が制御を失っている状態というのが今のバウアー貴族の現状でした。

            「今は国が一丸となって国難に立ち向かわなければならない時。民は不安に戸惑っていますわ」

            　噴火による火山灰や火山弾の影響で、王都周辺の農作物は軒並みダメになってしまいました。心ない商人たちにより、品不足を見越した買い占めが行われ、王都周辺では物価の高騰が続いています。お父様たち臨時政府――自称ですが――も配給を行っていますが、それもいつまで持つでしょう。

            　わたくしとて手をこまねいているつもりはありません。お父様たちが道を誤るのであれば、それを正すのが娘の役目。とはいえ、ただわたくしが反対を表明したところで、お父様が聞く耳を持つとは考えにくいです。

            　お父様たち貴族を動かせるとしたら――。

            「レイ、先触れを出しなさい。セイン様にお目に掛かります」

            　わたくしはセイン様に働きかけようとしました。お父様たちの動きのせいで即位を見送られていますが、本来であればセイン様が次の国王です。王室が毅然とした態度を取れば、あるいはお父様たちも考えを変えるかも知れないと考えたのです。

            　しかし――。

            「……難しいのではないでしょうか」

            「どうしてですの！」

            　レイに難色を示され、わたくしは思わず声を荒げてしまいました。自制心が必要と思ってはいても、噴火からこちらあちこちを走り回っていたせいで、抑えが効かなくなっています。

            「クレア様はセイン様を封じ込めているドル様のご息女です。セイン様派からすれば怨敵に等しいお立場ですから」

            「……ぐ」

            　レイの指摘はもっともなものでした。王室をないがしろにしている者の娘の言うことなど、王室が耳を貸すはずがありませんでした。こんな簡単なことですら、今の私は指摘されるまで気がつけなかったのです。

            「クレア様、あまり思い詰めない方がいいですよ。噴火からこちら、クレア様は頑張りすぎです」

            　レイはそう慰めてくれますが、わたくしにはそうは思えませんでした。

            「わたくしはすべきことをしたまでですわ。なのに、お父様はすべきことをしていらっしゃらない」

            　今のお父様の行動は理解不能です。常日頃からバウアー貴族ならばかくあるべしと仰っていたあのお父様とは思えません。新聞の中には、お父様がこの機会に王権を簒さん奪だつするのでは、とまで書いているものまであります。理想と思い描いていたお父様をそんな風に書かれて、わたくしは居たたまれない思いでした。

            　本当に、どうしてしまいましたのよ、お父様……。

            「クレア様はできる限りのことをなさっています。今は少し休まれるべきです。ここ数日、ほとんど寝ていらっしゃらないじゃないですか」

            　言われて頬を撫でてみると、心なしか肌がかさついているように感じました。レイが毎日丁寧に手入れをしてくれていますが、このところお風呂にもろくに入れていません。睡眠不足も深刻です。今日明日どうということではありませんが、こんなことを長く続けられるはずはありませんでした。

            「私はまだ平気ですわよ。平気ですけれど――」

            　そう言うと、わたくしは椅子から立ち上がってレイに近寄ると、

            「……でも、ちょっとだけ、疲れましたわ。少しだけこうしていさせて下さる？」

            「く、クレア様!?」

            　わたくしはそっと彼女にもたれかかりました。

            「レイがいてくれてよかった。わたくし一人ではとっくに潰れていましたわ」

            「クレア様、大丈夫ですか？　いえ、大丈夫じゃありませんね。私に甘えるクレア様なんて大丈夫なわけが――」

            「デレてるんですのよ。こういう使い方でいいんでしょう？」

            「ええと、間違いではないのですが……」

            　突然のわたくしの行動に、レイは動揺しているようです。

            「わたくしだって、誰かに甘えたくなるときくらいありますわよ。以前はレーネによくこうして貰っていましたわ」

            「……ああ、そうですか」

            　そのレーネも今はここにいません。レイがいなかったらと思うとぞっとします。

            「貴族であることはわたくしの誇りの一つですけれど、時々……本当に時々ですけれど、こういう義務感から自由になってみたいと夢想することがありますわ」

            「いいことじゃないですか。貴族なんてやめちゃいましょうよ」

            「そういうわけにはいきませんわ。わたくしがこれまで贅沢を許されてきたのは、こういう有事の際に働くことを義務づけられてきたからですもの」

            「お堅いですねぇ、クレア様は」

            　レイが苦笑しました。

            「じゃあ、戯言としてでいいので教えて下さい。貴族でなくなったとしたら、何かしたいことはありますか？」

            　レイはふいにそんなことを笑いながら聞いてきました。貴族でなくなったら……？

            「……そうですわね……」

            　その想像はわたくしにとって難しいものでした。わたくしにとって貴族であるということは息をするように当然のことで、そうでない自分を想像するなんてことは今までしたことが……。

            　いえ、そういえば誰かにそんなことを言われたことがあったような気もします。

            「料理とかお裁縫でも習ってみたいですわね」

            　散々考えた上、わたくしに思いついたことはそんなつまらないことでした。

            「意外な回答ですね。そんな平民みたいなことを？」

            「あなたには随分と世話になりましたもの。貴族でなくなったのなら、それくらいしか返せるものがありませんわ」

            　わたくしの答えに、レイは目を白黒させました。

            「なんですの、その顔。あ、わたくしもう何日もお風呂に入っていませんわね。匂うかしら？」

            「いえ、全然。むしろいい匂いがします」

            　何を言い出すんですのよこの人は。

            「嘘おっしゃい。いい機会ですからお風呂にしましょう」

            「はい」

            　わたくしはレイを伴って風呂に向かいましたが、噴火の影響で湯温が安定しないらしく、寮の温泉は使用禁止になっていました。

            「あー、もう！」

            「どうどう。クレア様、どうどう」

            　結局、自室でいつものようにレイに身体を拭いて貰うだけにとどめます。温かいタオルの感覚にほっと一息をつきながら、これからのことを考えます。

            （何とかしなければ……何とか……）

            　それでも気ばかりがせいて、具体的な解決策は何一つ思いつかないのでした。

            


        



            幕間・追憶（ドル＝フランソワ）

            　

            　

            「では、復興税の導入は全会一致ということでよろしいかな？」

            「異議なし」

            　私の確認に対し、列席した一同が賛意を示す。

            「では、本日の会議はここまでとする。諸君、また明日」

            　解散を告げると、「臨時政府」という名ばかりの餌に食いついた連中が退席していく。私はそれを無感情な瞳で見つめていた。

            「いやー、ドル様、流石ですな」

            「本当に。復興には金がかかる。我々貴族ももちろん身を切る覚悟ですが、やはり痛みは平民たちにも分かち合って貰わなくては」

            　聞き飽きた追従と聞くに堪えない戯れ言にも、私は満足そうに微笑みを返した。上辺を取り繕うことにはもう慣れた。

            「アルドワン伯爵もルロン子爵もありがとう。貴殿らが賛意を示してくれたことに感謝する」

            　心にもない感謝の言葉を口にすることにもためらいはない。

            「もちろんですとも。私は前々から思っていたのです。ドル様ほど国の未来を考えていらっしゃる貴族は他にないと」

            「いや、全くですな」

            　などと言う伯爵と子爵だが、元々はアシャール侯爵の一派だった。侯爵が失脚すると尻尾を振ってすり寄ってきたので、喜んで迎えてやった。彼らは義も理もない、唾棄すべき政治屋だ。

            　私と共に滅びるに相応しい。

            「ありがとう。それじゃあ、私もここで失礼するよ。ああ、そうだ。献金ありがとう。有意義に使わせて貰うよ」

            　去り際に礼を言うことも忘れない。献金などと言ったが、あれは紛れもない裏金だ。

            「ええ、どうぞどうぞ」

            「ごきげんよう、フランソワ公爵」

            　媚びへつらう二人をおいて、私は議場を辞去した。本来、聖域にも等しいこの場所を、こんな形で使わなければならないことに、ほんの少しの罪悪感を覚えながら。

            　

            　

            　屋敷の自室に戻ると、私は椅子に深く身体を預けた。疲れが溜まっている。いくらこの身ともども不正貴族を一掃するとはいえ、民にまで犠牲を出すわけにはいかない。

            　サッサル火山噴火の事後処理には全力で当たる必要があった。元々、レイの助言に従い噴火には備えていたが、被害は想定を大きく超えていた。

            「復興増税だと？　経世済民を知らぬ愚物どもが」

            　この状況で増税など行えば、民から反発を食らうことは必至だ。奴らは民を言うことを聞かせるだけの奴隷か何かと勘違いしているが、民が本気で怒りを露わにした時、己の愚かさを思い知るだろう。

            「……娘に軽蔑の目で見られるのは、少々辛いがね」

            　噴火の前、陛下からの不正貴族摘発の任を受け、私を糾弾した時の娘の顔が忘れられない。信じていた理想に裏切られた――娘の顔には失望がありありと浮かんでいた。十じつ把ぱ一ひと絡からげの貴族どもにどう思われようと構わないが、目に入れても痛くないほど可愛い愛娘にあんな目を向けられるのは、耐え難い苦痛だった。

            「だが、もう少し……。もう少しだよ、ミリア」

            　私は机の上にある写真立てに向かって、積もり積もった思いを込めてそう呼びかけた。

            　元々、私とて必ずしも褒められた貴族ではなかった。私が変わったのは、ミリアと出会ってからだ。

            　ミリアは高潔な女性だった。侯爵家の令嬢として生まれ育ちながら、不正を嫌い悪を憎む潔癖な人物だった。

            『フランソワ公爵、ちょっとよろしくて？』

            　ある夜会で声を掛けてきた彼女は、公爵という私の肩書きにも物怖じせず、今の貴族界を公然と批判して見せた。漫然と貴族という身分をこなすだけだった私には、それが大層眩しく思えたことを覚えている。

            　それから、彼女とは会う度に議論を重ねた。他人からすれば色気のない話だと思われるかも知れない。だが、私にはそれがたまらなく楽しかった。

            　しばらくして、私は彼女にプロポーズした。彼女の反応はこうだった。

            『わたくしと理想を分かち合って下さる？』

            　彼女にとって理想という言葉の意味するところは途方もなく重い。理想を分かち合う――それはすなわち、腐敗しきった貴族の世界と戦う覚悟を問われているのと同義だった。私も若かった。その困難さを真の意味で悟る前に、私は彼女にイエスと答えていた。

            　夫婦生活は順風満帆だった。私は政治の世界で、ミリアは社交界でそれぞれ自らの理想を掲げて戦った。子宝にも恵まれた。ミリアによく似たその赤子に、私たちはクレアと名付けた。

            　クレアはミリアに本当によく似ている。外見ももちろんだが、その内面すらも。私が甘やかしすぎてしまったせいでだいぶワガママを言う娘になったが、芯の部分は変わっていない。貴族である自覚を誰より強く持ち、己に厳しい苛烈な娘だ。

            　ミリアにも激しい一面があった。魑魅魍魎が跋扈する貴族の世界にあって、彼女はあまりにも潔癖すぎた。ミリアはアシャール侯爵を公然と批判した。当時からアシャール侯爵には良くない噂がついて回っていたが、その家格と権勢を恐れて誰も表だって彼を批判することはなかった。

            　しかし、ミリアは違った。彼女はアシャール侯爵の後ろ暗い部分をついては、正義と公正を説いた。

            　そして、あの事件が起きた。

            　馬車の事故として処理されたが、私には分かっていた。あれはアシャール家の起こした謀殺だ。不思議なことに事故当時の記憶は定かではないが、事故後、仕事に戻った私に侯爵が言った一言が忘れられない。

            『生き残ってしまったか。運が悪かったな』

            　その場でヤツを殺さなかったのは、我が人生最大の過ちであり、最高の選択だった。権力を使って謀殺仕返すことも出来たが、私はそれもしなかった。

            　なぜか。

            　私にはもう以前のような、傲岸不遜な貴族としての振る舞いは許されなかったからだ。ここで私が元に戻ってしまっては全てが無に帰する。

            　そう、ミリアの死すらも。

            　私には怒りにまかせてヤツを殺すことすら許されないのだ。それを悟ったとき、私は初めてミリアの言う理想というものの恐ろしさ、そして容赦なさを知った。

            　私の復讐にも似た計画が始まった。アシャール家、ひいてはこの腐りきった貴族社会を一掃する――その為だけに生きてきた。

            　後ろ指を指されるようなことも随分やって来た。気がつけば、あのアシャール侯爵に勝るとも劣らない大悪党になっていた。悪を行いつつ、悪に染まらない――その難しさに何度懊悩したことか。

            　それでも、私はここまで来た。あと一歩……あと一歩だ。

            「ようやくここまで来た。お前と再会する日も、そう遠くないだろう」

            　口にしてから、いや、違うな、と私は思い直した。ミリアのような尊い人物がいる場所に、罪にまみれた私が行けるはずもない。私が死んだら、行き着く先は地獄だろう。

            「そうか……。お前とはもう二度と会えないのだな、ミリア」

            　それは少し……いや、とても悲しい。

            　だが、もう後戻りは出来ない。ここまで来てしまった以上、もうやり通すしかないのだ。

            「せめて……せめてクレアだけは助かって欲しいが……」

            　娘のことはレイに任せてある。レイは大丈夫だと請け負ってくれたが、私には心配が拭えなかった。クレアはミリアに似ている。似すぎている。そんな彼女が、生き恥をさらすことを良しとするだろうか。

            「賭けるしかないな、彼女に」

            　レイ＝テイラー。不思議な娘だった。彼女は別の世界から来たという。荒唐無稽な話だと最初は思ったが、実際に彼女は結果を残して来た。娘も明らかに変わった。レイの存在は娘にとって掛け替えのないものになりつつある。

            　そんなレイなら、あるいは娘の生き方さえも変えてしまうかも知れない。

            「いや……これは私の願望だな」

            　理想に殉じるよりも、娘に生き延びて欲しい――それが私の本音だ。大切な者が理想に散る姿を二度も見たくはないのだ。

            「ミリア……どうかクレアを守っておくれ」

            　写真の彼女は微笑んでいる。イエスともノーとも言ってくれない。当たり前のことだ。

            　だが、私にはそれが罪深い私に課された罰であるように感じられた。

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            幕間・了


        



　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　臨時政府の増税政策発表から数日と経たず、王都では平民たちのデモが起こりました。学院寮の窓を開けると、王都を貫く朝の目抜き通りでは、怒りを露わにした平民たちがプラカードを掲げて行進しているのが見えました。

            「無理もありませんわ……」

            　火山の噴火によって王都やその周辺の農作物は大打撃を受けました。更にそこに商人たちの買い占めが重なり、物価は二次曲線を描いて上がっています。元々、生活苦にあえいでいた平民たちが、不満を爆発させるのは仕方のないことだとわたくしは思いました。

            「配給もどこまで効果があるか……」

            　わたくしはレイの提案でユー様にも助力を請い、困窮した平民たちに配給・炊き出しを行っています。皆、感謝の言葉を述べてくれますが、元々こうなったのはお父様たち臨時政府の悪政が原因です。わたくしのしていることを自作自演と評価する者も少なくはありません。

            「やれることを精一杯やりましょうよ。それでダメだったら諦めもつくじゃないですか」

            「あなたは楽観的ですわね、レイ」

            　窓を閉めて椅子に座ると、レイがお茶を出してくれながら、そんな気休めにも似たことを言いました。わたくしは彼女ほど将来の見通しについて楽観視することは出来ません。

            「クレア様が悲観的すぎるんですよ。支える私はこれくらいでちょうどいいんです」

            「……そうかもしれませんわね」

            　元々、わたくしには悲観論者的な所があると思います。それは完璧主義的な価値観を持ちながら、それに及ぶべくもない我が身を嘆くことを繰り返した結果、身に染みついてしまったものです。　

            　――何をやっても、どうせ上手く行かないのでは。

            　そんな考えがいつも心の奥底に貼り付いているように思えます。

            　でも、レイは違います。彼女は物事をありのままに受け止めているようにわたくしには見えました。良くも悪くも、常に自然体です。彼女は必要以上に物事を過大評価しない代わりに、過小評価もしません。そんな彼女だからこそ、こんなわたくしのことを肯定的に評価してくれるのでしょう。

            「クレア様。なーんか思考が負の方向にぐるぐるしてませんか？　眉間に皺が寄ってますよ？」

            「……相変わらず目敏いですわね」

            「クレア様のことですから。お茶でも飲んで一息入れて下さいな」

            「そうね、頂きますわ」

            　カップを手に取ると、ふんわりと甘い香りが鼻腔を擽くすぐりました。

            「いい香りですわね」

            「カモミールティーです。気分を落ち着ける作用があるとか」

            　平民が大変な時に、そんな高価な物を――などと叱責することはありません。彼女がこうなることを見据えて学院の花壇の一部を借り受け、様々な農作物を栽培していることを知っていたからです。恐らくこのカモミールも、彼女が手ずから栽培したものでしょう。

            「今の気分にピッタリですわ。ありがとう、レイ」

            「……本当に元気ないんですね、クレア様」

            「え？」

            　素直な気持ちを言葉にしたのに、なぜかレイは心配げな表情です。

            「普段のクレア様なら、レイにしてはまあまあですわね、くらい言うと思います。それがこんなにしおらしくなっちゃって……」

            「あのねえ。わたくしだって純粋な好意には感謝くらいしますわよ。わたくしがいつもあれこれ言うのは、あなたが余計なことを言ったりしたりするからですわ」

            「そうですか？　なら今からでもしましょうか、余計なこと。あんなこととかこんなこととか」

            「しませんわよ」

            「なにを想像したんですか、クレア様のえっち」

            「ぶふっ!?　……あなたねえ！」

            　とんでもないことを言い出したレイの言葉に、思わず乗りかけて、

            「……そうやって、わたくしを元気づけてくれようとしているんですのね」

            「やっぱりクレア様らしくないですよ。そこはもっとチョロインらしく乗ってくれないと」

            「チョロインが何だか分かりませんけれど、レイに悪意がないことは分かりますわ」

            「やーりーがーいーがーなーいー」

            　不満そうに地団駄を踏むレイを見ていたら、何だか少し肩の力が抜けた気がしました。

            「さて、今日も臨時政府と革命政府の折衝だったかしら」

            「はい。午前にドル様たち臨時政府首脳と会談、午後からはアーラたちとの会談が入っています」

            　わたくしは今、微妙な立ち位置にいました。貴族でありながら民衆の支持が厚いということで、臨時政府と革命政府の間を取り持って、双方の落とし所を探っています。これもレイに言われて始めたことですが、双方の主張が全くと言っていいほど噛み合いません。

            　臨時政府は革命政府をただの暴徒の集団としか見ていません。彼らの言うことに耳を貸す気はないようで、一刻も早い解散を求めています。

            　一方で革命政府も臨時政府を打倒すべき敵としか認識していません。彼らは早急に権力の座を明け渡すよう、臨時政府に求めています。

            　これでは落とし所などないも同然です。

            　わたくしが光明を見いだしている唯一の道は、ランスという国の政治学者の説です。ランスではかつて革命が起き、貴族はほとんど殺されてしまったといいます。かつての母国を嘆いたその政治学者は、当時の貴族が参政権を平民にも与えていれば、あるいは貴族は生きながらえたかも知れない、と記しているのです。これはありうる、とわたくしは思いました。

            　平民に参政権を与えれば、ひとまず革命政府も一つの成果を収めたことになり、自分たちの行動が無意味でなかったと実感出来ます。また、臨時政府側も一歩譲渡する形にはなりますが、引き続き貴族という身分を保つことは出来るのです。これなら痛み分けでしょう。わたくしは落とし所はここにしかないと思いました。

            　でも、今の所はそれすら無理そうです。

            　臨時政府は平民に参政権を与えることなどとんでもないと考えていますし、革命政府も政治体制を覆すまで戦うと息巻いています。実際に両者に被害が出てからでなければ――つまり、お互い血を流さなければ分からないのでしょうか。

            「あなたはどう思って、レイ？」

            　また思考の迷路に迷い込みそうになったわたくしは、ふとレイに意見を求めてみました。

            「うーん、そうですね。実際に両方とも痛い目見ないと分からないかも知れませんね」

            「そんな……」

            「今はどっちも頭に血が上っています。被害が出たらもっとそうなると思いますが、いずれは気がつきますよ。あ、このままじゃダメだって」

            「それでは遅いですわ！」

            　わたくしは思わず椅子から立ち上がって叫びました。

            「もしも双方が武力衝突に至ってしまったら、最も被害を受けるのは力なき者たち――すなわち女性と子どもですわ」

            　中には魔法で身を守れる者もいるかもしれませんが、それはまだごく少数でしょう。魔法石なしでは強い魔法は使えませんし、一番安い魔法杖でも平民には高い買い物です。

            「なんとか……なんとかそうなる前に事を収めないと」

            「なら、私たちが頑張るしかありませんね」

            　そう言うと、レイは後ろからわたくしの両肩に手を置き、そっと椅子に座らせました。

            「私だって誰かが血を流すのは見たくありません。最善を尽くしましょう」

            「支えてくれるのかしら」

            「もちろんですよ。クレア様のしたいことが、私のしたいことです」

            　そう言ってにっこり笑うレイの表情に、わたくしは少しドギマギしました。

            　でも、後から考えてみれば、この時のレイは少しおかしかったのです。彼女は笑って誤魔化しましたが、彼女が言っているのは要はこういうことです。

            　――好きにしたらいいじゃないですか。

            　それはいつも一歩先を読んで先手先手で手を打っていく彼女からは考えられない態度でした。この時、レイは既に別のことを考えていたのです。

            　愚かにもわたくしはそんなことには全く気がつかず、彼女のことを全く疑うことなく信頼していたのでした。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　臨時政府と革命政府の間を行き来すること数週間。どちらも立場を譲ろうとしない双方を根気強く説得して回りました。レイも万全のサポートをしてくれました。今までのような日常の世話だけでなく、両政府への説得材料の相談や具体的な作戦立案など、その献身は本当にありがたいものでした。

            　しかし、ついにその日はやって来てしまいました。

            　王国歴二〇一五年十一月十日。デモはついに武装蜂起へと変わってしまいました。臨時政府軍の半数が革命政府軍につき、武力衝突が起きました。戦いの趨勢は革命軍に有利と新聞各紙が報じています。

            「……間に合いませんでしたわ」

            　学院の窓から群衆と政府軍の衝突を見ながら、わたくしは無力感に苛まれていました。我が身のふがいなさに歯を食いしばりますが、もう起きてしまったことは変えようがありません。

            「クレア様は最善を尽くしました。こうなってしまったのは、もう仕方のないことです」

            「でも、わたくしがもっと頑張っていたら……」

            「クレア様は十分に頑張りましたよ」

            「……」

            　レイは慰めてくれますが、わたくしは後悔の念で一杯でした。もっと早くから動いていたら、もっといい落とし所を見つけることが出来ていたら。庇護すべき平民たちの誰かが、今こうしている間にも傷ついているかも知れないと思うと、胸が張り裂けそうになりました。

            　ですが、悲劇のヒロインぶることなど許されません。わたくしは貴族。時代がこうなることを選んだのなら、わたくしに残された選択肢はもう一つしかありません。

            「こうなった以上、もはやわたくしに出来ることはありません。旧時代を担った貴族として、潔い最期を迎えますわ」

            　平民たちは貴族を否定する選択をしました。ならば貴族はそれに答えるのがさだめ。フランソワ家は貴族の筆頭です。ならばせめて、貴族・平民の双方に犠牲が少ない内に、貴族の代表としてその最後を宣言するべきでしょう。

            　平民たちの怒りは凄まじいものがあります。恐らくランスの場合と同じく、わたくしたちは亡き者とされるでしょう。死ぬことが怖くないと言えば嘘になります。ですがわたくしは、平民たちを傷つけてまでその地位にすがろうとは思えませんでした。

            　平民たちの選択を、わたくしは受け入れる覚悟がありました。しかし――。

            「いいえ、クレア様。クレア様には旧時代を糾弾する側に立って頂きます」

            「……え？」

            　唐突なレイの言葉に、わたくしは耳を疑いました。旧時代を糾弾……？　わたくしの疑問を看破している様子で、レイは居住まいを正しました。

            「レイ、あなたは何を言っているんですの？」

            「クレア様は新時代の側に立ち、旧時代の終わりを見届けるのです」

            「な、何を馬鹿なことを……。わたくしはフランソワ家の息女。旧時代の象徴ですわよ？」

            　レイはよく分からないことを言いました。冗談にしても笑えません。ですが、その表情は真剣そのもので、ふざけているようには思えませんでした。

            「クレア様。旧時代の象徴はクレア様ではありません。ドル様です」

            「同じ事でしょう？」

            「いいえ、違います。クレア様には、ドル様たち旧支配層――つまり貴族たちを断罪するお立場に立って頂きます」

            「なっ……、何を言っていますの！」

            　レイが言わんとするところを悟って、わたくしは思わず語気を荒げました。彼女はこう言っているのです。

            　すなわち――貴族を見限れ、と。

            「旧時代を担った者たちを裏切って、わたくし一人おめおめと生き残れと言いますの!?　まっぴらごめんですわ、そんなこと！」

            　むざむざ命を無駄にするつもりはありませんが、わたくしには貴族の誇りがあります。ただ生き残ったとして、その余生に何の意味があるでしょう。わたくしはレイにそのことを説こうとしました。

            　しかし、彼女が次に口にしたことは、わたくしには思いもよらぬことでした。

            「これは、ドル様のご意向でもあるんです」

            「……え？　ちょ、ちょっとお待ちなさい。……え？　お父様の？」

            　どうしてここでお父様の名前が出てくるんですの？　お父様は私利私欲にまみれた腐敗貴族となってしまったのでは？

            「だって……、お父様は……。ど、どういうことですの、レイ！」

            「この革命の流れを作ったのは、他ならぬドル様なんですよ」

            　レイの言葉にわたくしはますます困惑しました。平民たちが武装蜂起するよう、お父様が操った……？

            「あなたが何を言っているのか、全然分かりませんわ！」

            「順を追って話します。長くなりますから、座って下さい」

            　取り乱しそうになるわたくしに対して、レイは飽くまで冷静でした。彼女はわたくしを椅子に座らせると、ゆっくりと「種明かし」を始めたのです。

            「クレア様もご存じの通り、王国の政治には腐敗の兆しがありました。貴族たちはそのほとんどが私利私欲に走り、権力闘争に明け暮れていました」

            「……ええ。でも、それとこれと何の関係が――」

            「その中にあって、この国の行く末を真に案ずる数少ない貴族がいました――それがドル様です」

            「お父様が？　でも、お父様は王室をないがしろにして、この国の政治を我が物にしようと……」

            　そのことはここ数日、両政府の間を駆け巡ったわたくしが一番良く知っています。お父様の態度はこの国の行く末どころか、明日をも見えていないようなものでした。

            「ドル様はご自分を犠牲にして悪徳貴族の中心となったのです。全ては今日この日、平民たちの手によって終わらされるために」

            「……なんたることですの」

            　お父様の貴族にあるまじき振る舞いは、全て虚飾だったとレイは言います。レイは続けました。

            「かつてはドル様ご自身も、貴族の現状に疑問を抱いてはいらっしゃいませんでした。それが変わったのは、クレア様のお母様であるミリア様が亡くなった時のことです」

            「お母様が亡くなった時……？」

            　わたくしにとって拭いがたい深い傷が刻まれたあの日、お父様も何かを思ったというのでしょうか。

            「ミリア様の事故は、別の有力貴族によって仕組まれたことでした。謀殺だったのです」

            「そんな……！」

            「ドル様はその日からお変わりになりました。こんなままでいいはずがない、とお考えになるようになったのです」

            　わたくしはようやく分かりました。敬愛するお父様は、何も変わっていなかった。お父様こそ、真の愛国者だったのです。

            「ドル様は悪徳貴族を演じる一方で、革命勢力を支援することさえしていました。覚えていらっしゃいますか？　私がクレア様のメイドになった日のこと」

            「……ええ。確かあの時、あなたが何事かを口にして、その瞬間からお父様の様子が変わりましたわね」

            「あの時、私はこう言いました。『アーヴァイン＝マニュエル、三月三日、五十万ゴールド』あれは、ドル様が密かに行っていた、レジスタンスたちへの金銭支援の内訳だったんです」

            　レイによると、それはお父様だけが知るはずの、レジスタンスの金庫番であるアーラの弟アーヴァインへの融資の概要だったそうです。彼女はお父様の計画を知っていることをほのめかし、それを盾にお父様を説得したのだとか。

            「人払いされた後、私はドル様にこう言いました。ドル様のお志こころざしは立派ですが、クレア様を巻き添えになさるのですか、と」

            「どうしてそんな……」

            「ドル様はこの国の未来のために、ご自分はおろかクレア様をも犠牲にするおつもりでした。クレア様のことは心から愛していらっしゃいますが、未来のためには致し方ない、そう諦めておいでだったのです」

            　その選択は、貴族ならば当然のことでした。お父様がわたくしを犠牲にするつもりだったと聞いても、わたくしは何らお父様を恨みません。むしろ、それがあるべき姿だとすら思います。

            「私はドル様に別の選択肢を提示しました。貴族たちが打倒されても、クレア様が生き延びる道を。ドル様は娘が生き延びる道があるのなら、と私の案を採用して下さいました」

            　レイはお父様に別のシナリオを提示しました。わたくしが旧時代の貴族と袂を分かち、断罪する側に回るというシナリオを。

            「私がこれまで行ってきた色々な活動は、すべてそのためです。クレア様の名声を高め、貴族から距離を取らせ、新時代に生きて頂けるように」

            「なら……なら、あなたは！　初めからこうなることが分かっていて！」

            　これまでずっと側で支えてくれていたのは、全て嘘だったということなのでしょうか。わたくしはもう、レイなしの人生など考えられないほどに、あなたを信じ切っていたのに！

            「はい。革命が起きることも、その結果ドル様を始めとする貴族たちが滅びることも、それがどうあっても避けられないことも知っていました」

            「そんな……私は……あなたを信じて……！」

            「申し訳ありません、クレア様。ご処分はいかようにも」

            　そう言って目を閉じたレイがあまりにも超然としていて、わたくしは怒りの沸点を越えたのを自覚しました。無意識のうちに手を振り上げ、その頬を激情のままに叩こうとして――。

            　でも、そうすることは出来ませんでした。

            「お父様もあなたも……勝手過ぎますわよ……」

            　レイもお父様も、わたくしに嘘をついていました。その嘘はわたくしにとって到底許せるものではありません。でも、その嘘はどうしてつかれたのか、それに思い当たらないほどわたくしは愚かではないのです。

            　――全ては、わたくしのため。

            　貴族の世が終わっても、わたくしの命を繋ぐことが出来るように。それは父親としての愛情であり、伴侶としての愛情に他ならないものでした。溢れる思いが頬を伝います。

            「クレア様にはこれから革命政府に合流して頂きます。アーラに話は通してあります」

            「……」

            　レイはわたくしがすべき次の段取りを口にしました。ずっと前からこうなることを予期し、そのために沢山の準備をしてきたのでしょう。

            「間もなく、王室が革命政府に錦の御旗を与えるはずです。そうなれば、逆賊となるのは貴族たち。クレア様には彼らの断罪をして頂きます」

            「……」

            　でもね、レイ。あなたはとても大切なことを忘れていてよ？

            　その事実が、わたくしにはとても悲しいのでした。

            「クレア様？」

            　レイの言葉を背に、わたくしは窓に近づきました。外では変わらず、平民や両政府の軍が争う音が聞こえてきます。

            「ねえ、レイ。わたくしが平民になったら、どんな暮らしをすると思いまして？」

            　あり得ない仮定です。でも、最後にレイに聞いておこうと思いました。

            「そうですね……。最初は戸惑うことが多いと思いますよ。バカンスの時の私の家みたいに」

            「そうでしょうね」

            　レイの方には振り向かず、わたくしは一つ頷きました。彼女の生家に行った思い出は、まだそれほど日が経っていないはずなのに、もうずっと昔のことのようにおぼろげです。

            「でも、すぐに慣れますよ。私が常につきっきりでお世話しますし」

            「そう……。あなたも一緒に暮らすのですわね」

            「もちろんですよ。クレア様のためなら張り切って働きもします」

            「そうですわね。そういうことも必要になるのでしょうね」

            　レイが語る生活は、きっと悪いものではないはずです。彼女が支えてくれるなら、どんな生活でもきっと楽しいはずでした。

            「犬も飼いましょう」

            「猫が良いですわ」

            　レイとわたくし、二人だけの慎ましやかな生活。

            「庭とか欲しいですか？」

            「花壇も欲しいですわね」

            　貴族のそれとは違う、質素だけれど平穏な人生。

            「子供は何人作りましょうか」

            「作れませんでしょ」

            「じゃあ、養子とか」

            「可愛い女の子が二人欲しいですわ」

            　レイの軽口にそう答えてから、わたくしは一度言葉を切ってから、こう言いました。

            「あなたはきっと、私を不幸にはしないのでしょうね」

            　ええ、でもそれはわたくしには手の届かないものです。

            「――すわ」

            「え？」

            　決意の言葉は震えてかすれていました。聞き取れなかったのか、レイが聞き返してきます。

            「クレア様？」

            「お断りしますわ、と言いましたの」

            　わたくしは振り返るとレイの目を見つめ、今度こそきっぱりとそう言いました。レイがぎょっとした顔をするのが、何だかおかしく思えました。

            「何を仰ってるんですか、クレア様。もう他に選択肢はないのです」

            「いいえ、ありますわ。貴族の一員として、旧時代と滅びるという選択肢が」

            　レイ、あなたやお父様の意図は分かりました。でもね、わたくしはそういう風には生きてこなかったのです。

            「そんな……。無意味です！　だって、そんなことをしても誰も喜ばない！」

            「ええ、そうでしょうね」

            「ドル様も……そして私も、クレア様に生きて頂くためにずっと――」

            「ええ、その思いやりには感謝していますわ」

            　心を言葉に変えていくほどに、気持ちが落ち着いていくのが分かりました。そう……わたくしはこんなに……。

            「待って……待って下さい。ドル様や私が黙って事を進めたことを怒っていらっしゃるのですか？　それについては謝ります。でも、素直に話したらクレア様は――」

            「そんなことは受け入れられない、と拒否したでしょうね」

            　こんなに、あなたのことが好きだったのですわね。

            「お父様もレイも、真にわたくしのことを案じて下さったのでしょうね。それは分かります。怒ってなどいませんわ」

            「だったら、どうして！」

            「だって――」

            　レイ、ごめんなさい。

            「わたくしは、貴族ですもの」

            　彼女が絶句するのが分かりました。

            「貴族とは、有事の際に責務を果たすために贅沢を許された存在ですわ。今までわたくしがワガママの数々を許されていたのは、まさにこの日、この時に責務を果たすため」

            「だから、そんなのもういいんですって！」

            「いいえ。わたくしの最後の責務――それは、旧時代の貴族として平民たちの選択を受け入れることですわ」

            　レイ。ただの憧れじゃない、わたくしの最初で最後の恋。

            「クレア様……考え直しましょうよ……一緒に新時代を生きていきましょう……？」

            「ごめんなさい、レイ。こればかりはいくらあなたの願いでも叶えてあげられませんわ」

            「後生です……私と約束したじゃないですか……最後まで諦めないって」

            　あなたと過ごした日々は、本当に掛け替えのない宝物でしたわ。

            「そういえばそんなこともありましたわね。なんだか懐かしいですわ」

            　でも――。

            「イヤ……イヤです……。クレア様……行っちゃやだ……！」

            「ごめんなさい、レイ」

            　らしくなく、子どものように駄々をこねるレイの頬にそっと手を添えると、私は――。

            　彼女の柔らかい唇を奪っていました。

            「約束を違えたお詫びに、ファーストキスくらいは差し上げますわ」

            　これでもう、思い残すことはありません。

            「さようなら、レイ。どうか息災で」

            　呆然と立ち尽くすレイをそのままにして、わたくしは部屋を出ました。

            　レイ。

            　レイ。

            　愛しい人。

            　でも、わたくしはあなたほど恋に殉じることは出来ません。あなたの生き方はわたくしには出来ないのです。許してくれとはいいません。

            　でも、どうか――。

            「新しい時代を、あなたは生きて」

            


        



            幕間・王立学院防衛戦（ピピ＝バルリエ）

            　

            　

            「裏門が破られそうです！」

            「怯むな！　ここで食い留める！」

            　クグレット家の兵士がよこした悲鳴のような報告を、ロレッタが一喝した。ここは王立学院の裏門である。ロレッタと私は学院を守るためにここに陣取っていた。

            　平民たちのデモは、とうとう武装蜂起へと発展した。包丁や鉈など武器になるものを手にした平民たちは、貴族街へと押し入るとあちこちで略奪行為に及んでいる。その牙は当然、王立学院にも及んだ。

            　正門前には数千を超す数の平民がたむろし、貴族の園へと侵入を果たそうとしている。今はロレッタのお父様――クグレット伯爵が自ら臨時政府軍を率いて対応に当たっているはずだった。ロレッタは伯爵から裏門の守りを任されている。私は彼女の補佐だ。

            「ピピ、無理して付いてこなくてもよかったんだよ？」

            　緊張した面持ちで、それでも私に笑いかけてくれるロレッタは優しいが、今欲しいのはそんな言葉ではなかった。

            「無理してるのはロレッタの方でしょ？　素直に言ってよ。私の側にいてって」

            「う……」

            　ロレッタが頬を染めて言葉に詰まった。音楽会をきっかけに、私はロレッタに猛アプローチをかけている。彼女の心にはまだクレア様への思いが残っているが、感触は悪くない。いつか必ず、彼女の心を奪ってみせる。

            　そのためにも、こんな所で死ぬわけにはいかないのだ。

            「ほら、ロレッタ。ぼけっとしない。兵士たちが指示を待ってるよ」

            「あ、うん。第三班、前へ！」

            　ロレッタの号令と供に、クグレット家の兵士が動く。格好いいなあと思うが、今はそんな場合じゃないので気を引き締めることにする。

            「貴族を殺せー！」

            「平民に自由をー！」

            　怒号のような平民たちの声を聞きながら、私は考えていた。貴族の世の中は終わるのだろうか、と。以前、ユー様が予言めいたことを言っていたが、その時はまさかと思った。貴族が平民によって打ち倒される日が来るなんて思いもよらなかった。でも、今まさにそれは現実のものになろうとしている。

            （貴族の地位を失うのはいい。どうせバルリエ家はもうないのだし）

            　バルリエ家はアシャール侯爵との一件で貴族の位を剥奪された。処刑されなかったのは、クレマンを捉える際の功績を認められたからだ。お父様とお母様は元領地の有力者の元に身を寄せている。お父様は貴族ではあったものの領民からの支持は厚かったので、生活を立て直す面倒を見てくれるという商人がいたのだ。新しい生活が軌道に乗るまで、私はクグレット家でお世話になっている。

            　だから、貴族という身分がなくなることは、私にとってはもう別にどうでもいいことなのだ。でも、ロレッタは貴族を守る軍の頭領の娘だ。彼女がこの革命とやらで命を散らすのは絶対に避けたい。

            （最悪、ロレッタだけ気絶させて、この場を離脱すればいいかしら……？）

            　いや、それは現実的じゃない。戦況は拮抗している。今、ロレッタという司令塔を失えばこの裏門は突破され、この場所から離脱することも難しくなるだろう。

            （あ～～～もう！　どうすればいいの！）

            　私は内心地団駄を踏んでいた。

            「暴徒の数、依然増大！　ダメです！　押し切られます！」

            「くっ……！」

            　ロレッタの顔に焦りが浮かんでいる。無理もない、と思う。

            「ロレッタ様、攻撃魔法の使用許可を！」

            「このままでは突破されるのは時間の問題です！」

            「……ならん！」

            　そう。ロレッタは配下の兵士たちに攻撃魔法を禁じているのだ。攻撃魔法を使うことが出来れば、まだしもこちらにも勝ち目はある。しかし、彼女はそれを許可しなかった。

            「平民は庇護の対象であって、攻撃の対象ではない！　何とか強化魔法と治癒魔法で持ちこたえろ！」

            　全ては平民を傷つけないため。ロレッタはいつの間にか、クレア様と同じようなことを考えるようになっている。あるいは、あの夏の経験が、彼女をそうさせているのかもしれない。

            「ダメです！　裏門、破られます！」

            　その報告と同時に、裏門が突破された。平民たちが雪崩を打って押しかけてくる。兵士たちが平民に飲み込まれていき、その刃はもう私たちの目前だった。

            　もうダメなんだろうか。

            「ロレッタ様、攻撃魔法の許可を！」

            「ならん！　貴族なら最後まで貴族であることを貫き通せ！」

            　そう叫んだロレッタの顔は、死を覚悟していたと思う。

            


        






        





            　その時――。

            「よく吠えました」

            　怜悧な声が響き、辺りに霧のようなものが立ちこめた。その霧は指向性があるようで、平民たちを包み込むように動いた。すると、平民たちが一人、また一人と倒れて行く。

            「!?」

            「心配ないですよ。眠らせているだけです」

            「クリストフ様！」

            　声の主はクリストフ様だった。彼は魔法杖を手にして魔法の霧を操ると、平民たちを次々と眠りの底へ誘っていく。

            「助かりました、クリストフ様！」

            「敬称はもう結構ですよ、ロレッタ様。今の私は子爵に過ぎません」

            　アシャール家は当主のクレマンのみが処刑された。本来であれば一族郎党皆殺しにされてしまうところだったのだが、良くも悪くもアシャール家は影響力が大きすぎたのだ。レイは「銀行が潰れないのと同じですね」などと言っていたが、その真意は私には分からない。とにかく、アシャール家は当主交代と家格降格という処分に決まった。クリストフ様は今、アシャール子爵である。

            「それに……まだ来ますよ」

            「！」

            　クリストフ様が魔法杖を向けた先には、今ままでの平民とは少し雰囲気の違う者たちが姿を現していた。

            「冒険者……！」

            　冒険者ギルドに所属し大小様々な依頼をこなす人々のことを、私たちはそう呼ぶ。彼らの多くは戦闘の心得があり、事実、クリストフ様の霧でも眠りに落ちていない。何らかの抵抗を行っているものと思われた。

            「行くぞ、野郎ども！」

            「おお！」

            　リーダーと思われる者の号令とともに、十数人の冒険者が飛び込んで来た。人数こそ少ないものの、その動きは先ほどまでの平民たちとは段違いに連携が取れている。物量で圧殺されることはないが、ある意味で平民たちよりも厄介な相手だ。

            「お下がりを、クリストフ様！」

            「ここは私たちにお任せを！」

            　そう言って冒険者たちの前に立ち塞がったのは、私たちとさほど違わない年齢の少年少女たちだった。

            「キミたちこそ下がりなさい。ここは貴族の戦場です」

            「いいえ！」

            「クリストフ様に受けた恩を、ここで返させて頂きます！」

            　後になって知ったのだが、この時クリストフを守ろうと立ち塞がったのは、彼がクレマンの人身売買から救い出した孤児たちらしい。彼ら彼女らはそのまま平民として生きていくことも出来たが、クレマンの人柄に惚れて彼に付き従うようになったのだとか。

            「ちっ……ガキかよ……」

            　男たちの先頭、使い込まれたショートソードを持った男が、そう毒づきながら足を止めた。私はその男に見覚えがあった。

            「ユークレッドの時の……」

            「また会ったな、バルリエのお嬢ちゃん」

            「やるなら相手になるけど？」

            「いやぁ……、俺も仕事なら大概のことは引き受けるんだけどよ。でも――」

            　男は懐から何か重たそうな袋を取り出すと、それをリーダーと思われる男に放り投げた。

            「おい、なんだこれは？」

            「報酬の三倍はあるだろ。違約金だよ」

            　そう言って、冒険者の男はけっとつまらなさそうに笑った。

            「貴様、一度受けた仕事を投げ出す気か!?」

            「ガキを殺すのが仕事なんざ聞いてないわボケ！　冒険者だって仕事くらい選ぶわ！」

            　男に続いて、冒険者たちはやめだやめだ、と足を止めた。

            「そいつらは貴族なんだぞ！」

            「知っとるわ。でもな、この嬢ちゃんは貴族は貴族でも、見どころのある貴族だ。死んだ仲間の為に泣いてくれたんだぜ？」

            「貴族の奸計だ！」

            「奸計でゲロ吐くお貴族様がいるかよ。なあ？」

            　男に問われ、ロレッタは決まり悪そうに視線を逸らした。

            「引いてくれるのですか？」

            「ひとまず停戦だ。こっちだって血は流したくない」

            　クリストフの問いかけに、男性冒険者はそう言いながら剣を収めた。

            「だが……正直、この革命は『なる』と思うぜ？」

            「……そうでしょうね」

            　この場はどうにかなったものの、既に戦いの趨すう勢せいは決した、と冒険者は言う。

            　程なく、学院は革命政府に全面降伏する宣言を出した。私たち貴族の子弟はひとまず革命政府の監視の下、学院に拘留されることになった。

            「……これからどうなるんだろうね」

            「なんとでもなるわよ。生きてさえいれば」

            　不安そうに呟くロレッタの手をぎゅっと握り返しながら、私は何としても生き延びてやると固く心に誓うのだった。

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            幕間・了


        



　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「クレア様はこちらでお待ち頂きます」

            「そう……ありがとう」

            　革命政府の兵士に連れられてやって来たのは、旧貴族院議会第二庁舎でした。歴史のある古い建物で、王国の国宝にも指定されている建築物でもあります。中を案内されてとある部屋に入ると、見覚えのある人影がありました。

            「クレア……」

            「お父様！」

            　お父様はソファから立ち上がると、わたくしに駆け寄って来てハグをして下さいました。

            「心配したんですのよ！」

            「すまないね」

            　胸にすがりついて泣きたくもありましたが、今はそれどころではありません。

            「それでは、ここでお二人でお待ちください。何かあれば呼び鈴を」

            　兵士はそれだけ言って去って行きました。

            　元々貴族院議会の庁舎だっただけあって、室内の建具は悪くないものでした。ですが、破棄された建物だけあって、所々埃が溜まっており、椅子などの急遽運び込んだと思われる家具は安物に見えました。建具の豪華さと家具の安っぽさがチグハグなせいで、落ち着かない印象になっています。

            「お前がここにいるということは、レイは上手く行かなかったのかね？」

            　お父様は内容を絶妙に誤魔化して聞いてきました。その意味するところは、お前は真相をどこまで知ったのか、ということでしょう。

            「レイは最後までお父様との計画を遂行しようとしました。わたくしがここにいるのは、わたくしの矜恃ですわ」

            「……馬鹿者が」

            　わたくしの答えで全てを悟ったのか、お父様は一瞬苦しそうに顔を歪めて、もう一度きつくハグをして下さいました。

            「お前の選択を貴族としての私は誇りに思う」

            「ありがとうございますわ」

            「だが、父親としては叱らねばならん。お前はもっと自由に生きてよかった」

            　わたくしを抱きしめながら言ったお父様の言葉は、苦渋にまみれていました。

            「これがわたくしの生き方ですわ、お父様」

            「お前には辛い生き方を強いてしまった」

            「いいえ、お父様。わたくしは貴族としての自分に納得しています。これでよかったのです」

            　こうなったことを、わたくしは後悔していません。幸せだけの人生ではありませんでしたが、それでもわたくしは幸福でした。裕福な貴族の家に生まれ、敬愛すべきお父様がおり、友人に恵まれ、そして――。

            （あなたにも、出会えましたわ）

            　レイ。私の愛。彼女を一人にしてしまうことだけが、唯一の心残りです。

            「おーおー、貴族様ってのは随分と潔いもんだねぇ？」

            　ノックもなく開け放たれたドアから、空気を読まない明るい声が響きました。

            「リリィ枢機卿……」

            「オルタと呼んでくれや。今の俺はリリィとは違うんでね」

            　そう言うと、リリィ枢機卿――改めオルタは、リリィ枢機卿ならば決してしないような皮肉めいた顔で笑いました。オルタは以前、黒仮面として暗躍していたナー帝国の刺客です。その正体はサーラスの魔法によって作り上げられた、リリィ枢機卿の別人格なのでした。

            「オルタ、そんな説明は不要でしょう。彼らはどうせ死ぬ運命にあるのですから」

            「サーラス……貴様……！」

            「ドル、残念ですよ。あなたのような優れた政治家がこの世界から失われるとは」

            「心にもないことを」

            　お父様が毒づくと、サーラスは涼しげに笑って、

            「いえいえ、本心ですとも。もっとも、目の上のたんこぶがいなくなってせいせいするというのも、紛れもない本音ですがね」

            「サーラス。お前は自らの野心のために、国民を売ろうとしているのだぞ。分かっているのか？」

            　せせら笑うサーラスに対し、お父様は飽くまで政治家として真摯な態度を崩しませんでした。サーラスの暴挙を、今からでも止めたいと考えているのでしょう。レイは革命に至る道筋をつけたのはお父様だと言っていましたが、ナー帝国がそれに乗じることについては計算外のことだったようです。

            「国民などどうでもよろしい。私は私のために政治をします。バウアー王室もナー帝国も、手のひらで踊らせて見せましょう」

            「……クズが。ここに至るまで貴様の尻尾を掴めなかったことが、このドル＝フランソワ最大の過ちだったわ」

            「ふふふ、何とでも言えばいいでしょう。どうせあなたにはもう何も出来ません。それとも、そこの娘と一緒に、私たちに挑んでみますか？」

            　サーラスの赤い目が嬲なぶるようにこちらを見ました。

            「この――！」

            「乗るな、クレア。安い挑発だ。サーラス一人なら何とでもなるが、そこの実験体は手強い」

            「くくく、お褒めにあずかり恐悦至極だぜぃ」

            　お父様の言葉に、役者のような礼をして見せるオルタ。

            「それで、サーラス。我々をどうする。ナー帝国に引き渡すのか？」

            「いいえ、あなた方の首にそこまでの価値はありません。あなた方には旧政治の象徴として、処刑台に立って頂きます」

            　処刑台――その単語を耳にして、わたくしはようやく実感として理解しました。わたくしは、殺されるのだ、と。

            「おや？　どうしました、クレア？　まさか今さら死ぬのが怖くなったとでも？」

            　サーラスに嘲笑されるのは耐え難いものがありましたが、実際、その通りでした。わたくしは今になって死ぬことが恐ろしいと感じました。処刑というからには安らかな死に方ではないでしょう。良くて斬首、悪ければ火あぶりといったところのはずです。その苦痛はどれほどのものかと想像すると、身体の震えを抑えることが出来ませんでした。

            「強がっていても所詮は小娘。死ぬのは怖いと見える。……そうですね、ならチャンスを与えましょうか」

            「チャンス……ですって？」

            「ええ」

            　サーラスはにんまりと笑うと続けました。

            「オルタ同様、あなたも私の操り人形になりなさい。そうすれば生かしておいて上げましょう」

            「なっ……!?　馬鹿なことを言うんじゃありませんわよ！」

            　あまりにもあまりな選択肢の提示に、わたくしは激昂しました。サーラスのような人間のために働くなど、どれほどの好条件を提示されてもごめんです。

            　でも――。

            　自らの命がその天秤の片側に置かれているとき、その誘惑はほんの少し甘く響いたのも確かでした。その事実が、わたくしの貴族としてのプライドをいたく傷つけました。

            「ふふふ、そうですか。イヤですか。なら仕方ありません。潔く貴族のプライドと供に処刑台の露と消えるがいいでしょう」

            　サーラスは心底可笑しそうに笑いました。

            「……趣味わりぃなあ、親父も」

            　ぼそりと呟いたオルタの一言で、わたくしはなんとなく分かってしまいました。サーラスは最初からわたくしたちの命を助けるつもりなど微塵もないのです。ただ、仇敵とその娘をいたぶって、その苦しむ顔を楽しんでいるだけなのです。

            「どうやらお前と話すのは無駄なようだ。出て行くがいい」

            「おや、そんな態度を取って良いのですか？　クレアがどんな目に遭うかは私の胸三寸なのですよ？」

            「クレアは私の娘だ。どのような目に遭おうと、既に覚悟は出来ている」

            「その割に死ぬのが怖いようですが？」

            「死ぬのが怖くない人間などおらぬ。だが貴族はその死に意味を見いだすものだ」

            　お父様の言葉に、わたくしはハッとしました。

            　確かに死ぬのは恐ろしいです。でも、わたくしの死が、無意味なものではないとしたら？　わたくしが死ぬことで、平民たちは新時代の幕開けを感じ取ることでしょう。バウアーでは新しい政治が行われ、平民たちは恐らく今よりもいい待遇を得るはずです。

            　そして、その平民の中にはレイもいるのです。

            　わたくしが死ぬことで、レイの未来が開けるのだとしたら。レイは有能な女性です。新時代になれば引く手あまたでしょう。彼女はきっと、時代の寵児となります。

            　そう考えたとき、わたくしの身体の震えは徐々に収まって行きました。

            「おやおや、やせ我慢はみっともないですよ、レディ？」

            「何とでもお言いなさい。いつかあなたのことを誅ちゆうする者があらわれますわ」

            　それはひょっとしたらレイなのかもしれない、とわたくしは思いました。彼女ならサーラスの暴挙をとめ、リリィ枢機卿をも救い出してくれるのでは。そんなことを考えていたら、わたくしの乱れた気持ちはすっかり凪いでいきました。

            「……ふん、つまらないですね。まあ、いいでしょう。行きますよ、オルタ」

            「それじゃあな、ご両人。あんまり早まったことは考えるなよ？」

            　サーラスはオルタを連れて部屋を出て行きました。

            「クレア、本当にいいのか？　お前一人ならここを脱出することだって――」

            「いいのです、お父様。わたくし、覚悟を決めましたわ」

            　わたくしはもういい、と思いました。長く生きたとは言えませんが、精一杯、貴族らしく生きました。

            　それに――。

            （ようやくお母様に、あの日のお詫びを言いに行けますわ）

            　うら若い年齢で死んだことを、お母様は怒るかも知れません。でも、貴族として理想に殉じたことを、お母様はきっと褒めて下さるに違いありませんでした。

            「……そうか。すまない」

            　お父様ともう一度ハグをしました。

            　その後は何事もない数日が過ぎました。時折、サーラスがちょっかいをかけてくるものの、お父様もわたくしももうそれほど動じることはありませんでした。わたくしは来たるべき死を受け入れるため、心を安らかに保とうと努めました。

            　しかし――。

            「来たぞ！　レイ＝テイラーだ！」

            　それは、わたくしの覚悟をぐらつかせるのに十分過ぎる出来事でした。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「レイ……？」

            　姿を見たわけでもなく、ただその名前を耳にしただけで、わたくしの心はざわつきました。諦めたはず。もう決めたはずです。彼女が生きる新しい未来のために、わたくしは散るのだと。わたくしが進む残り僅かな日々と、彼女に開かれた大きな未来とは、もう重なることはないのだと。

            　それなのに――！

            （レイが……レイが来てくれた！）

            　連日、食事もあまり喉を通らず、睡眠もあまり取れていなかったこともあるでしょう。毎夜、レイと過ごした幸せな日々の夢を見ていたこともあるでしょう。心身共に限界だったわたくしは、思わず抑え付けていた本音が漏れ出てしまいました。

            　わたくしはドアを打ち壊して部屋を出て行こうとしました。

            　――でも、その寸前。

            　わたくしを見て優しく、しかし寂しそうに微笑むお父様の顔を見て、湧き立つ気持ちは一気に冷えてしまいました。

            （わたくしが行ってしまったら、お父様は一人になってしまいますわ）

            　もちろんそれは、お父様が望んでいることではあるでしょう。ですが、わたくしにはお父様を一人で死なせることはどうしても出来ませんでした。

            「お父様も、一緒に――」

            「それは出来ない」

            　わたくしの言葉をお父様は予期していたように遮りました。

            「なぜですの!?」

            「時代が変わったことを、民は実感せねばならん。その為には象徴が必要だ。旧時代が終わったと明確に分かる象徴が」

            　それが自分だ、とお父様は言うのです。

            「愛されているな、クレア」

            　窓際に立つお父様が、外を見ながらそう言いました。その口調は何とも形容しがたいもので、呆れているような、それでいて羨望するような複雑なものでした。わたくしも窓に近づくと、そこから見えた光景はわたくしの想像通りのものでした。

            「レイ……」

            　レイはたった一人。供も連れずにただ一人だけで、全身を魔道具の鎧で固めたサーラスの私兵を何人も相手にしていました。その顔には鬼気迫るものがあり、操る魔法の威力も普段よりタガが外れているように見えました。

            「クレア、今からでも遅くはないのだよ？」

            「……」

            　窓の外から視線を動かさず、お父様は声だけで問うて来てました。質問の意図は分かっていましたが、わたくしはまともに答えることが出来ませんでした。お父様は一つ嘆息すると、こう続けました。

            「私には出来なかったが、恋に生きる人生があってもいいはずだ。旧時代を背負って消えるのは、私一人でも十分だ」

            　視線を感じてそちらを見ると、お父様が見たこともないような表情をしていました。

            「お父様……？」

            「思い返してみれば、私はお前に父親らしいことをほとんどしてやれなんだな」

            「そんなこと……！」

            「いや、そうだとも。ミリアを失ってから、私にとって貴族政治の終焉は何にも勝る目的だった」

            　そう語るお父様の真意が、わたくしには計りかねました。お父様は今さら一体、何を言っているのでしょう。今さら遅いと言いたいのではありません。わたくしはお父様を恨んだことなど一度もないのです。

            「私はそのために色々なものを犠牲にしてきた。主義、理想、金、プライド――その中にはたった一人の愛娘であるお前も含まれている」

            「やめて下さいまし、お父様。わたくしは理解しております。お父様からの愛を疑ったことなどただ一度もありません」

            　わたくしはそれほどに甘やかされて育ちました。自分がワガママな貴族令嬢であることは自覚しています。それが許されてしまうほどに、お父様はわたくしを溺愛して下さいました。

            「私はね、クレア。お前を貴族の娘としては扱ってきたが、果たして自分の娘として愛してこられたか、自信がないのだよ」

            「そんな……！」

            「血を分けた娘を自らの計画のために、平気で犠牲にしようとしている。赤の他人であるレイですら、それを咎めたというのに」

            　それは初めて耳にする、お父様の弱音でした。娘を充分に愛したか、みずからの計画の大義はそれほどのものだっただろうか――恐らくそれは今日、ここに至るまで、ずっと誰にも言えなかったであろう、お父様が一人抱え込み続けてきた苦悩そのものに違いありませんでした。

            「……お父様。少し窓から下がっていて下さいまし」

            「……クレア？」

            「お早く」

            「あ、ああ……」

            　お父様は戸惑うような様子を見せましたが、すぐにわたくしの言う通りにしてくれました。

            「……」

            　――レイ、来てくれてありがとう。死ぬ前にもう一度、あなたの顔を見られて良かった。

            　魔法杖すら取り上げられなかったのは、こうなることすらサーラスの計算だったからなのでしょうか。などと思いながら、わたくしは魔法杖を高く掲げました。

            「クレア、何を!?」

            「光よ……マジックレイ！」

            　フランソワ家の紋章から迸った四条の光は窓ガラスを突き破り、眼下の庭の地面に焼け焦げた後を残しました。その向こうで、レイが呆然としています。視線がこちらを向きました。気がついたのでしょう。わたくしの存在に。

            　そして、わたくしの意志に。

            「クレア……」

            「これがわたくしの選択ですわ、お父様」

            　膝から崩れ落ちたレイの側に、マナリアお姉様が現れました。お姉様がレイを抱えて逃げていくのを見送りながら、わたくしはお父様に言いました。

            「偉大なるバウアー財務大臣、ドル＝バウアーの愛を一身に受けた娘、クレア＝フランソワは、王国歴二〇一五年十一月にその命を終える――それでいいのです」

            　お姉様たちの姿が完全に見えなくなってから、わたくしはお父様の方へ振り向きました。

            「お父様は貴族としても政治家としてもバウアー史上最高の方です」

            「クレア……」

            「そして、ドル＝フランソワは父親としてもこの上なく愛情深い、わたくしにとって最高のお父様ですわ」

            「……クレア」

            　お父様はわたくしのことをきつく抱きしめました。

            「貴族として死ぬことを、わたくしは誇りに思います。そしてその誇りはお父様と、今は亡きお母様がわたくしに受け継いで下さった、掛け替えのない宝です」

            「分かった……もういい。よく分かった」

            　わたくしの言いたかったことは、全て伝わりきったと思います。お父様への愛、貴族としての覚悟、その他の全てを込めて、わたくしはお父様を抱きしめ返しました。

            「お前は本当にミリアの子だよ」

            「もちろんですわ。全てが終わったら、一緒にお母様にお詫びをしに行きましょう」

            　わたくしがそう口にした瞬間、本当に一瞬のことでしたが、お父様は苦しそうに顔を歪めたような気がしました。おや、とわたくしが訝しく思った次の瞬間には、お父様はいつもの威厳溢れる顔に戻っていました。何かの見間違えだったでしょうか。

            「そうだな……ミリアに詫びねばな」

            「はい。でも、お優しいお母様のことですもの、きっと許して下さいますわ」

            「……ああ、きっとそうだとも」

            　階下では騒ぎが大きくなっていました。レイの襲撃はあわや成功する寸前で、サーラスの私兵はおろかオルタさえもが倒されていたからだ、とわたくしは後になって知ります。サーラスは慌てたようで、お父様とわたくしの処刑日を早める、とわざわざ宣言しに来るほどでした。

            　もう、憂いはありません。

            　あれだけのことをすれば、流石のレイも諦めるでしょう。わたくしの覚悟は伝わったはず。お姉様が来てくれたことも分かりました。お姉様ならばわたくしを失ったレイを、きっと立ち直らせてくれるに違いありません。

            　これで心置きなく幕を引けます。

            　これが大きな勘違いであることを、わたくしは後に思い知らされます。ですが、この時のわたくしにはそんなことは知るよしもないのでした。

            


        



            幕間・舞台裏１（マナリア＝スース）

            　

            　

            　バウアーへの留学から帰国したボクを待っていたのは、うんざりするようなお家騒動だった。やれ次の王はだれだだの、どの派閥につけば甘い汁を吸えるかだの、民のことを置き去りにした貴族連中の頭の中は、自分たちのことで一杯のようだった。

            　ボクはあまり真面目とは言えない人間だが、それでも王族だ。政治にはあまり関心を寄せて来なかったが、民を慈しむ最低限の愛情はある。そんなボクに言わせれば、帰国したばかりの頃のスースは、はっきり言って見るに堪えなかった。

            　――このままでは、国が滅びる。

            　危機感を覚えたボクは、仕方なく王位継承レースに再び名乗りを上げた。進んで戻りたい道ではなかったものの、このままでは民が不幸になる。こんなボクにでも出来ることがあるのなら、それを全うしたいと思う程度には、ボクも王族だったわけだ。

            『……でも、ボクに一体何が出来るだろう』

            　一度は追放された身であるボクは、最初のうちほとんど支持を得られなかった。女遊びのスキャンダルはまだ国民の記憶に新しいところで、これは厳しいだろうかと思う場面が続いた。それでもボクは腐らず実直に、民のためを思う政策を唱え続けた。

            『マナリア＝スース様ですか。私はこういう者です』

            　潮目が変わったのは、スースで一番大きな新聞社の取材を受けた時だった。それまでその新聞社が取り上げてきたのは、当時王位継承争いの上位にいた王子たちばかりだった。だが、ある若い記者がぜひに、と取材を申し込んできたのだ。

            　記者の名前はベッティーナ＝エルミーニ。新聞記者としてはまだ珍しい、若い女性の記者だった。黒縁眼鏡を掛け、ぼさぼさの髪の毛をした彼女がやって来たときは少々不安も覚えたが、そんな余裕はものの数分でかき消えた。

            『単刀直入に聞きます。あなたは女性の敵ですか？』

            　ベッティーナは相手が王族であろうと容赦はしなかった。その茫洋とした外見から想像もつかない鋭い舌鋒に、ボクは彼女への評価を大幅に変更する羽目になった。提灯記事を書く新聞記者も少なくない中、彼女は本物のジャーナリストだった。自らの目とペンでもって、真実をえぐり出そうとする気概を感じた。

            　質問は多岐に及んだ。女性スキャンダルのことはもちろん、ボクがどのような政治を行おうと考えているのか、人柄はどうか、スースの未来をどのように思い描いているかなど、取材は実に五時間半にも及んだ。その五時間半の間、彼女は一切の隙を見せなかった。ボクはそれに答えるため、全身全霊をかける必要があった。

            　思えば、誰かに自分のことをあれほどまでに語ったことはなかったように感じる。ベッティーナの質問の中には、私的な部分に当たるものも少なくなかった。それがもし野次馬根性であれば答えるつもりはなかったが、彼女にそのつもりがないことはすぐに分かった。彼女はただ純粋に、ボクという人間のことを先入観なく判断しようとしていた。

            『独占取材：マナリア＝スース――その人物と未来像』

            　ベッティーナの記事は大きな反響を呼んだ。もしかすると、マナリア＝スースという王族は、この時初めて国民の前に姿を現したのかもしれない。

            　記事の公開直後は、まだボクへの評価は割れていた。だが、注目度は段違いに増し、そこから段々とボクの政策を評価してくれる人が増えていった。その後もボクは小まめに自分の情報を発信しながら、逆に市民からも意見を募った。早急な対応が急がれる意見はちゃんと政策に反映していくと、市民感情はどんどんボクの方を向いてきてくれた。

            　最初からそこまで考えていたわけじゃない。ただ、何かのとっかかりになればいいと思ったのだ。こんなことは当たり前のことだ。なのに思っていた以上に効果があった。王族として恥ずべきことに、スースではこの当たり前すら出来ていなかった。

            　自分たちを見ようとしない王侯貴族たちに、民たちも嫌気がさしていたのだろう。ボクへの支持は着実に広まり、醜聞を繰り返すだけの対抗場たちは、徐々に勢いを失って行った。

            　数ヶ月後、前王が次の国王として指名したのは、他の誰でもなくこのボクだった。あまりにもあっさりとしていて、正直、拍子抜けはした。だが、それは紛れもないこの国の選択だった。反対勢力の有権者も、この国を見限り他国に流れていく者が少なくなかったのだ。

            　この国は疲れていた。

            　国を背負うということは重たかったが、案外、やりがいのあることのような気がしてきた。ボクは子どもを産むことはないだろうが、子どもを育てるのと同じくらい、あるいはそれ以上に面白そうだと思った。反発を食らうだろうから、そんなことは決して表では言わないけれど。

            　そうしてしばらくは国内の政治改革に集中していたボクの元に、やがて思いもよらない知らせが飛び込んでくる。

            『申し上げます！　バウアー王国で火山が噴火したとのことです！』

            　同盟国として、ボクはすぐにバウアーへの救援策をまとめた。だが、バウアーの貴族たちが臨時政府なるものを立ち上げた段になって、これはいよいよ危ないと感じた。貴族たちは王族さえ無視して民を置き去りにした政治を行おうとしていた。しかもそれを率いているのがあのドルだという。

            　不可解だった。だが、彼の真意を見定める余裕はなかった。事態の背後に、ナー帝国の姿が見え隠れしていたからだ。ボクは万が一の事態に備え、スースの軍を率いて駆けつけることにした。

            　こうして、紆余曲折あってバウアーへと駆けつけたはいいが、臨時政府も革命政府もスースの扱いに困っているようだった。革命政府は背後にナーがいるから無理もないとしても、ドル率いる臨時政府もまた、要領を得ない。ボクはドルに直接会って話を聞こうとした。

            　そして、革命の瞬間に立ち会うことになった。

            　ドルは革命政府に捕らわれ、程なくしてクレアもまた投降したという。ボクの中で違和感はますます大きくなった。

            『何かがおかしい』

            　あのドルが汚名を甘んじて受け入れていることも。そんなドルをクレアが放っておくことも。そして何より、レイが二人を止めていないことが一番おかしかった。

            　ボクは慎重に情報を集めた。そして、ようやくのところでレイがクレアを救いに行くところに追いついた。レイはよく戦ったと思う。だが、クレアはレイを拒絶した。それでやっとボクは悟ったのだ。

            　――全て、台本通りのことなのだ、と。

            　さしずめシナリオライターはドルだろう。あるいはレイも一役買っていたかも知れない。いずれにしても、この流れをドルとクレアは進んで引き受けようとしているのだ。そして恐らく、レイはそれに反対し――拒絶された。

            『……』

            　庁舎の二階にある割れた窓を、レイは呆然と見つめながら膝を着いていた。完全に我を失っている。

            『こっちだ！　オルタ様に加勢しろ！』

            『生きて返すな！』

            　もたもたしている時間はなさそうだ。あのレイですらクレアはこの対応だったのだ。ボクが行った所で結果は変わらないだろう。ボクはひとまずこの場は引き下がるのが賢明と考えた。

            『……』

            　抱え上げたレイは驚くほど軽かった。こんな小さな体に、一体どれだけのものを抱えて来たのだろうと思う。ドルも酷なことをさせる。

            『……』

            　スースの陣営にある宿まで運んできたが、レイは我を失ったままだった。無理もない、と思う。彼女は本気でクレアを愛している。他でもない、このボクがそう自覚させた。あの時はそれが最善と思ったが、ことこうなっては裏目に出てしまったと言う他ない。

            　レイが我に返るまで、数日を要した。

            『マナリア様……？　どうしてここに？』

            　レイはかろうじて自分を取り戻したが、その目は絶望に染まっていた。彼女にとって、クレアがいかに大きな存在だったのかが分かる。

            　――正直に告白すれば、ボクはほんの少し魔が差していた。

            　このままレイの弱り切った心につけ込めば、彼女を自分のものにすることが出来るのではないか、と。レイは魅力的な女性だ。クレアを巡って恋の天秤を争った時に言った言葉は、嘘じゃない。

            　――でも……これは無理だな。

            　クレアを失ったレイは、もうレイではない。レイにとってクレアという存在はもう、その人格の一部をなしているほど、掛け替えのないものになっていた。

            　仮に今ここでレイの弱さにつけ込んだとしよう。その場合、確かにレイをこの手に収めることは出来るかもしれない。だが、その時ボクが見ることの出来るレイはきっと、抜け殻になってしまった彼女だ。ボクが好きなレイは、クレアのことが好きで好きで堪らないレイなのだ。

            　――やれやれ、世話が焼けるね。

            　ボクはレイをもう一度焚きつけることにした。それはかろうじて成功し、レイはもう一度クレアを奪い返しに行く意思を取り戻した。罪な子だ。このボクに二度も噛ませ役をさせるなんて。

            　でも、それでいい。

            　元々ボクは王族。遅かれ早かれ自分の恋は諦める羽目になっていたはずだ。だから、これでいい。

            　願わくば、愛した人と可愛い妹分が、手を取り合って次の時代を迎えんことを。

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            幕間・了

            


        



            幕間・舞台裏２（レーネ＝オルソー）

            　

            　

            　バウアーから追放されアパラチアに移り住んだお兄様と私を待っていたのは、とても厳しい現実でした。オルソー家は没落前の商いの繋がりで、何とかアパラチアでも商売をしていけそうでしたが、お兄様と私は勘当の身です。実家を当てにすることは出来ませんでした。

            『レーネ、もう少し頑張ってみよう』

            『うん……』

            　私たちがしてしまったことを考えれば当然の罰だと思いましたが、それでも生きていかなければなりません。お兄様と私は何とか頼み込んで、ある宿で泊まり込みの仕事をさせて貰えることになりました。店主の男性は気難しい人でしたが、優しい人でもありました。身寄りのない私たちを受け入れてくれたあの人のことを、お兄様も私も生涯忘れることはないでしょう。

            　宿屋では、お兄様が接客と事務作業、私が料理を担当しました。お兄様は元々柔和で人当たりのいい接客向きの性格だったので、すぐに仕事に馴染みました。私は私で、日々の仕事に懸命に打ち込みました。

            『……紹介状を書いてやる』

            　やがて、宿の男性は次の仕事先を紹介してくれました。元々、まとまったお金が貯まるまでという契約でしたから、次の仕事のあてまで紹介して貰えたのは幸運極まりないことでした。しかも、紹介先はアパラチアでは有名な高級レストランです。私はここが勝負だと感じました。

            　働き始めのうちしばらくは、大人しく雑務をこなしました。まず、店の仕組みや人の動きが分からなければ話になりません。ですが、それは最低限のことです。私にはある野望がありました。

            　そのレストランでは月に一回、皆が独自の料理を提案してレシピを競う品評会がありました。私が狙っていたのはそれでした。私はレイちゃんから貰ったレシピをここで使うことを決めました。

            『なんという味わいだ……！』

            『こんな料理は食べたことがない！』

            　品評会で私が作ったのは海老とブロッコリーのマヨネーズ炒めでした。

            　まだバウアーでもブルーメでしか使われていないマヨネーズを使ったこの料理は、品評会で非常に高い評価を受けました。レシピはレストランの正式なメニューに採用され、私も調理の重要な部分を任せて貰えるようになりました。

            　そこからは信じられないほど、幸運が続きました。

            　海老とブロッコリーのマヨネーズ炒めは瞬く間に人気メニューとなり、レストランには色々な人が足を運ぶようになりました。その中に、一人のお金持ちがいたのです。エドガーさんというその方は大変な美食家でもあり、いつか自分の理想のレストランを開きたいと考えていたそうです。そして私はエドガーさんから、お金を出すから自分の店を持たないかと持ちかけられました。

            　あまりにもうますぎる話に、最初は詐欺を疑いました。お兄様は事務手続きを学ぶ中でアパラチアの法律も学んでいましたから、エドガーさんについて詳しく調べて貰いました。ですが、彼はアパラチアでは有名な美食家らしく、どうもお店を持つ話も私たちだけに持ちかけているわけではないようでした。彼の出資を得て独立した有名レストランは少なくなかったのです。

            　お兄様と私はエドガーさんの申し出を受けることに決めました。

            『レーネ。ここからが本当の始まりだね』

            『ええ、お兄様』

            　店の名前は「フラーテル」と名付けました。バウアーの古い言葉で『兄妹』という意味です。『恋人』という意味の言葉をつけることも考えましたが、これはお兄様と私にとっての自戒です。犯した罪を忘れず、そして乗り越えていけるように――そんな祈りを込めてつけました。

            　レイちゃんのレシピを使ったフラーテルは瞬く間に有名レストランとなりました。中でも人気を博したのが、デザートとして供されるクレームブリュレでした。このレシピにはレイちゃんやクレア様との思い出がたくさん詰まっています。そんな一品がフラーテルの地位を押し上げてくれたことに、私は運命を感じずにはいられませんでした。

            　合わせて売り上げに貢献してくれたのは、お兄様が考案した魔法石を利用したの調理器具たちでした。これもバウアーにいた頃、レイちゃんと話し合ったアイデアだったそうです。少ない人員でも大量生産が可能になり、色々なお店にクレームブリュレを卸したり、個人販売に委託したりと間口を広げていきました。同時に調理器具自体もコンセプトや実機を販売しました。お兄様も大変な活躍をして下さったのです。

            　そうしてフラーテルが軌道に乗ったのがつい先月のこと。私とお兄様は今、バウアーにいます。サッサル火山の噴火と、それに伴う王国内の不穏な動きについて耳にしたからです。

            　追放処分を受けた私たちは、本来であればバウアーに入ることは出来ません。ですが、そんな私たちの元に、革命政府を名乗る組織から出資を募る申し出がありました。

            　バウアーで何かが起きている。

            　いても立ってもいられなくなった私は、出資を承諾するとその契約のためという名目でバウアーを訪れることにしたのです。

            『これは……』

            『酷い……』

            　久しぶりに見た王都は、記憶にある美しい町並みとはかけ離れた状態でした。噴火の直接的な被害と思われる建物への被害も甚大でしたが、何より辛かったのは人々の顔に生気がないことでした。私は革命政府に要求されていた以上の資金援助を申し出ました。放ってはおけないと思ったのです。

            　最初、私はお兄様とは別に、自分の貯金から出資を行うつもりでした。ですが、お兄様はそれに待ったをかけました。

            『僕たちが今生きていられるのは、ロセイユ陛下の温情だ。陛下は亡くなったけれど、僕も一緒に恩返しをさせて欲しい』

            　こうして、フラーテルの全体として援助を行うことを決めました。

            　このことは結果的に予想外の結果に繋がりました。まず、革命政府は大口出資として、私たちを厚遇してくれるようになりました。それ自体は何も意外なことではありません。想像していなかったのは、彼らが自分たちの活動の内容を、事細かに報告してくれるようになったことでした。

            　そうして、その報告の中に私は見つけてしまったのです。

            　――フランソワ公爵とその娘を捕縛。

            　それを見た瞬間、私は気を失いそうになりました。革命政府は貴族政治を打倒しようとしています。このままではクレア様の命が危ないのです。

            　出資を取りやめることは簡単でしたが、その頃にはもう革命政府はフラーテルの出資がなくともやっていけるだけの資金を確保しているようでした。ならばむしろ、このまま革命政府内にとどまって、その動きを逐一監視する方が得策だと考えました。

            　じりじりとした日が続きました。クレア様が殺されてしまうかも知れないのに、何も出来ることがなく、ただ事態の推移を見守るだけの日々でした。

            　そうして、マナリア様から手紙が届いたのが今朝のことです。

            「レイちゃん！」

            「久しぶり、レーネ。それとごめん」

            　再会するなり、レイちゃんは私に深く頭を下げました。彼女はずっと真意を隠していたこと、クレア様を止められなかったことを謝罪してくれました。

            「レイちゃんにどうにもならなかったんなら、誰でも無理だったよ」

            「でも……」

            「それに、諦めてないんでしょ？」

            「……うん」

            　静かに頷いたレイちゃんの顔には、決意がみなぎっていました。どんな手段を使ってでも、クレア様を取り返す――その決意が。

            「なら協力させて？　一緒にクレア様を取り戻そう？」

            「ありがとう、レーネ」

            　こうしてお兄様と私は、フラーテルとして革命政府に協力しつつ、個人としてはレイちゃんたちのクレア様救出作戦に加担することになりました。

            「……クレア様……」

            　今も敬愛する、我が永遠の主。クレア様が何を思って革命に散ろうとしているのかは、容易に理解出来ました。

            　でも――。

            「私は、生きていて欲しいです」

            　クレア様を裏切った私にこんなことを言う資格は、もうないのかも知れません。でもそれが、私の偽らざる願いでした。

            「僕たちは出来ることをしよう。やれるね、レーネ？」

            「うん！」

            　私は一人ではありません。レイちゃんだってマナリア様だって――そしてお兄様だっています。

            「待ってて下さいね、クレア様」

            　レイちゃんと同じく確かな決意を胸に秘めて、私は「その日」を待つのでした。

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            幕間・了

            


        



            幕間・舞台裏３（ミシャ＝ユール）

            　

            　

            　三王子の中で、革命から一番遠いところにいたのは、間違いなくユー様だったと思う。ユー様は収穫祭での一件で王位継承権を放棄していた。そのため、国の政治が臨時政府と革命政府に分かれた後も、両者から距離を置き続けていた。

            『クレアが動き出したみたいだよ。私も協力しようと思う』

            　クレア様――と、恐らくレイも――が独自に配給を行おうと言い出した時、本音では私はユー様を巻き込まないで欲しいと思っていた。ずっと望まない性別での生活を余儀なくされていたユー様が、せっかく静かな生活を送ることが出来るようになったのだ。もうそっとしておいて欲しいと思うのは、私のわがままではないはずだ。

            　でも、そんな私の本音をユー様は見透かしたように笑った。

            『ミシャ、そんな顔しないで。王位継承権は破棄したけれど、私はまだ民のために生きることを諦めたわけじゃないんだから』

            　これは自分が望んですることだ、とユー様は言った。捉えどころのない言動が多い方だけれど、ユー様は間違いなく帝王学を叩き込まれた王族なのだな、と思った。

            　配給自体はすぐに軌道に乗った。元々、冬の間に炊き出しを行うこともある教会だから、配給の段取りには慣れている。問題は資金面だったが、どこから調達しているのか、クレア様とレイが潤沢に送ってくれるのでそこにも不安はなかった。

            　だが、それから程なくして、事態は更に悪化した。武装放棄だった。

            　政府軍の半数が革命政府軍となり、両者で激しい衝突が起こった。当然、街の治安は悪化する。それまで両政府が行っていた配給も滞りがちになり、困窮した民たちが私たちの配給に殺到した。正直、私も事態が落ち着くまで配給を中止することを提案したが、それはユー様が頑として受け付けなかった。

            『今、一番苦しいのは両政府のどちらについてもいない、力のない一般の民たちだよ』

            　ユー様はそういう人たちのためにこそ、配給を続けるべきだと主張した。私も元貴族だから、ノブレスオブリージュの精神は理解している。だが、ユー様のそれは私たち貴族が思うそれを遙かに凌駕している。

            　――あるいは、これが王族というものなのかしら。

            　革命がこのまま激しくなった場合、その矛先は貴族だけでなく王族に向かう可能性さえある。でも、ユー様はそんなことを微塵も気にしていないようだった。同じ事はセイン様にも言える。彼は革命政府の神輿として担ぎ上げられたが、それに腐ることなく自分に出来る範囲のことを精一杯しているようだった。安否が分からなかったが、ロッド様もきっと同じようにしただろう。民のために生きようとするユー様たちの姿に、私ももう一度自分を問い直す必要があると思った。

            　しばらくして、クレア様たちからの資金援助が途絶えた。レイとも連絡が取れなくなった。先立つものがなければ、配給は行えない。万事休すかと思われた時に、マナリア様とレーネが現れた。

            『よく持ちこたえた。ここからはボクも力になるよ』

            『ミシャ様、微力ながらお手伝いさせて頂きます』

            　マナリア様がスースから運んできてくれた物資と、どこで稼いだのか、レーネが持っていた豊富な資金で、配給は何とか続けることが出来た。

            　さらに――。

            『おう、ちぃとばかり遅くなっちまったな』

            　満身創痍といった出で立ちで、しかしいつもの力強く頼もしい笑みを浮かべながら、ロッド様も合流した。彼はやはり噴火に巻き込まれていたそうで、何とか一命は取り留めたものの片腕を失っていた。絶対安静の身のはずだったが、助けに行った村の献身的な看護、そしてロッド様の王族としての強烈な自負が、彼の体をここまで動かした。

            　やがてレイも加わり、後はクレア様さえ戻ってくれば、かつての学院騎士団の再現になろうか、という懐かしい顔ぶれになった。

            『両陣営の兵士たちについてはオレに任せろ。血が上った頭を冷やさせてやる』

            『サーラスの罪を暴くのは私に任せてよ。レイ、ドルの功績と合わせてまとめておいてくれる？』

            『分かりました』

            『オルタとやらの足止めはボクがしようか。察するに何かの魔法に捕らわれているようだから、スペルブレイカーで解除してしまうよ』

            　革命政府が予告した公開処刑の前日、私たちはそれを食い留めるために話し合いをしていた。誰もがクレア様とドル様を助けようと必死になっていた。皆がそうするのは、私的な感情からだけではない。

            　もちろん、ここに集まった誰もが、クレア様とレイに恩義がある。でも、クレア様やドル様のような人間は、貴族政治が終わった後、平民の世になっても必要だと考えているのだ。

            　――……直接、手助けは出来ない。だが、見守らせて貰う。

            　送り主不明の言づても届いた。セイン様も離れた所で戦っている。

            　準備は整えた。後は明日を待つだけだ。

            　

            　

            「そういえば、子どもの頃はよく一緒にお昼寝したね」

            「あなた、中々起きなくて大変だったわよ」

            　夜。私たちはスースの陣営に泊まらせて貰っていた。ベッドが足りないため、私とレイは一緒のベッドに寝ている。

            「レイ」

            「ん？」

            「不安かしら、と思って」

            　何だか寝付かれない様子のレイに、私は聞いてみた。話すことで解消するものもあると思ったのだ。

            「そうだね、やっぱり不安はあるよ」

            「そう……」

            「でも、一番悩んでるのは、どうしたらクレア様の決心を覆せるかってとこなんだ」

            「確かに、かなりの難題に思えるわね」

            　クレア様は変わった。学院で再会したばかりの頃のクレア様は、鼻持ちならないわがまま貴族だった。でも、今のクレア様は古き良き、私がドル様に見た理想の貴族だ。そんな彼女が誇りと義務感をもって最期を迎えようとしている。これを翻意させるのは、並大抵のことではないだろう。

            「ワガママ言ってみろ――なんてマナリア様は言ってたけど……」

            「マナリア様がそんなことを？」

            「うん。実は私、ちょっと意味が分かってない」

            　そう言って、レイは苦笑した。

            「そうよね。これまでだってあなたは散々クレア様にわがまま言ってきたものね」

            「でしょ？　でも、マナリア様に言わせると、そういうことじゃないんだってさ」

            「へぇ……？」

            　どういうことだろう。レイは建前で本音を隠すタイプではない。もちろん、今回のドル様との計画のように、必要に応じて真意を隠すことはする人間ではある。だが、恋人に対して本音が言えないでいるようなタイプとは正反対だ。レイは隙あらばクレア様に愛を囁いて来たように思う。

            　ああ、でも――。

            「レイ。あなた、ちょっと打たれ強すぎると思うわ」

            「え？」

            「それはきっと、前世も含めてあなたが経験してきたことがそうさせているんだとおもうけれど、私はあなたが取り乱したところをほとんど見たことがない」

            　それはきっと、クレア様も同じだと思う。

            「恋って、もっとみっともないものじゃないかしら」

            「……というと？」

            「レイたちがユー様に配給の協力を要請してきたとき、私、そっとしておいて欲しい、いっそユー様が断ったらいいのにって思ったのよ」

            「おおう、大胆な告白」

            「茶化さないの」

            　私が咎めると、レイはばつが悪そうにごめん、と謝って続きを促してきた。

            「レイはいつも、すごく余裕そうなのよ」

            「え、そんなこと全然ないんだけど」

            「ええ、きっとそうなんでしょうね。でも、私たちからはそう見える。クレア様が革命で死のうと思ったことの一端には、あなたは一人でも大丈夫だと思ったこともあるんじゃないかしら」

            「……」

            　私がそう言うと、レイは黙り込んでしまった。

            「レイ？」

            「その発想はなかった」

            「は？」

            「あ、いや。自分が周りからそんな風に思われてたなんて、想像もしてなかったから」

            　参ったね、とレイは頬をかいた。

            「気を悪くしたのなら謝るわ」

            「ううん、凄く参考になった。さすがミシャ。持つべきものは理解ある親友だね」

            「調子のいい」

            「うひひ」

            　おどけた様子のレイの調子に、ああ、この子はもう大丈夫だな、と思った。

            「さ、早く寝ましょ。明日は早いのよ」

            「うん。おやすみ、ミシャ。ありがとうね」

            「おやすみ。どういたしまして」

            　

            　

            　そして公開処刑当日の朝。

            「準備はいいかい、レイ？」

            「うん。クレア様に今度こそ分からせてみせます。私がいかにダメダメな人間か」

            「なんだそりゃ」

            　マナリア様の問いに、何故か自信満々で答えたレイの言葉を、ロッド様が笑った。他に、ユー様や私はもちろん、レーネやランバートもいる。

            「まあ、見てて下さい。とらわれの姫君は、華麗にではなくかっこ悪く救い出してみせますので」

            「レイちゃん、わけが分からないよ」

            　あえて明るく振る舞って見せるレイは、完全に本調子のようだ。この独特の疾走感には覚えがある。学院に入学したばかりの頃、クレア様に構って貰うためにいじめられようと言い出した時のレイだ。あの時は一体どうしてしまったのかと思ったが、今、私が言うべき言葉は違う。

            「あなたらしいわね。行ってらっしゃい」

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            幕間・了

            


        



　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「これより、人民裁判を始める！」

            　

            　サーラスがまるで役者のような口調で、高らかに裁判の開廷を宣言しました。わたくしはお父様とともに礼服を着せられ、後ろ手に縄に繋がれています。ボロを着せられていないのは、恐らく貴族として平民たちの敵意を集めるためでしょう。

            「ここにいるドル＝フランソワならびにクレア＝フランソワは、貴族という身分を振りかざし人民を搾取してきた！」

            　サーラスはまるで、自分は何一つ後ろ暗いことがないかのような口調でした。平民たちの新しい時代のために散ることはもはや受け入れましたが、その新時代のトップがこんな男であることは、悔やんでも悔やみきれません。

            「のみならず、王室をないがしろにし、この国を私利私欲で動かそうとした！　これは許しがたい犯罪行為である！」

            　サーラスの扇動に平民たちから怒号が上がりました。わたくしはそれを薄情とは思いません。貴族たちが平民にしてきたことを思えば、これくらいは当たり前だろうと覚悟していたからです。

            　裁判は続きます。

            　サーラスはお父様とわたくしにかけられた容疑を次々に読み上げ、その全てを有罪と断じました。そして最後に、何か反論はあるか、とお父様に問いました。

            「何もない。この身は王国に捧げたもの。王国が滅びるとあらば、我が身もまた王国とともに消える定めなのだろう」

            　お父様は最後まで道化である事を貫きました。歴史書に名を残すとすれば、それは大変な汚名としてでしょう。お父様のような愛国者が、稀代の悪党として語り継がれるかも知れないのです。そう思うと、やりきれないものがありました。

            「罪人は罪を認めた！　よって、これより処刑を行う！」

            　サーラスの合図で、兵士たちが入ってきました。いよいよです。

            　長かったような短かったような、そんな人生でした。良いことも悪いことも、今は全てが思い出です。楽しかった日々だけが、走馬灯のように頭をよぎりました。

            「最期に言い残すことはありますか？」

            　わたくしに剣を振り下ろさんとする処刑人が、そんなことを聞いてきました。

            「いいえ。わたくしの人生に悔いはありません。どうぞ、お刎はねなさい」

            「……御免」

            　処刑人が剣を振り上げたのが気配だけで分かりました。わたくしは目をつぶって、最後に一言だけ、心の中で告げました。

            　――さようなら、レイ。

            　その時――。

            「その裁判、異議あり！」

            　

            　あり得ない声が。

            　聞こえるはずのない声が、辺りに響き渡りました。

            「!?」

            　わたくしはハッとして、声の聞こえてきた方向を見ました。そこにはかっこ悪く兵を乗り越えてくる、小柄な女性の姿が一つ。間違いありません。あれはレイです。

            「衛兵、つまみ出しなさい」

            「待って下さい」

            　強引に処刑を続行しようとしたサーラスを、一人の男性が止めました。

            「その者は革命政府の有力出資者です。無体は許しませんよ」

            「しかしですね、ランバート……」

            　わたくしは全く気がつきませんでしたが、その男性は王国を追放されたはずのランバートでした。彼の変貌ぶりには驚きました。外見こそほとんど変わっていませんが、まるで大樹のような風格を感じました。なぜ、と当惑するわたくしの前で、事態はどんどん進んでいきます。

            「この裁判には異議があります。人民を不当に搾取し、国難を呼び込んだ真の罪人は別にいるのです！」

            　レイが声を張り上げました。二度と聞くことはないと思っていたその鈴が鳴るような声に、わたくしは胸が締め付けられるようでした。

            「何を馬鹿なことを。フランソワ公爵家以外の誰が、その罪を負うと言うのです？」

            「それを今から明らかにします。……レーネ！」

            「はい」

            　レイの言葉に答えて現われたのは、なんとレーネでした。どうして？　レイといいランバートといいレーネといい、いるはずのない人が次々と姿を現します。

            「ドル＝フランソワ様は国賊ではありません。彼こそは真の愛国者です」

            　そう言うと、レーネはお父様がこれまで行ってきた政治活動と革命政府への支援の内容を、事細かに語りました。

            「例えば、クレア様とレイ＝テイラー、そしてリリィ枢機卿が行った不貞貴族の取り締まりですが、この裏にはドル様のバックアップと指示がありました」

            　堂々とした語り口は、まるでわたくしの知っているレーネではないかのようでした。会えずにいたこの数ヶ月の間に、彼女に何があったのでしょう。

            「資金提供に至っては、XXという名前でレジスタンス結成の最初期から始まっています」

            　いえ、そんなことはどうでもいいのです。問題は、どうしてレーネがここにいるのか。何をしに来たのか、ということです。早すぎる、そして唐突過ぎる展開にわたくしはついていけまんせでした。

            「ドル様こそは、この国の行く末を真に憂う愛国者です」

            「何を馬鹿なことを！　だからといって、彼らが臨時政府を騙り、王権をないがしろにしたことに変わりはないではありませんか！」

            「キミがそれを言うのかい、サーラス？」

            　澄んだアルトが、サーラスの詭弁を綺麗に断ち切りました。

            「ユー様、なぜあなたがここに……」

            「それはこちらのセリフだ、サーラス。真の罪人よ」

            　ユー様の発言に群衆が揺れます。

            「罪人？　サーラス様が？」

            「やっぱりユー様はご乱心なさったんだ」

            「でも、そんな風には全然見えないけど――」

            　今や群衆はすっかり戸惑っていました。そんな中、ユー様の声だけが不思議と間かん隙げきを縫って響いていきます。わたしの勘違いでなければ、これは恐らくミシャの仕業です。彼女もまた、ここに駆けつけてくれたのでしょうか。

            「彼――サーラス＝リリウムこそが真の国賊。彼はナー帝国と通じ、この国を我が物にせんとしている！」

            　ユー様の糾弾が、サーラスを鋭く貫きました。群衆にどよめきが走ります。

            「何を仰っているのですか、ユー様。やはりあなたはご乱心なさっているようだ。どうか心安らかに修道院で過ごされませ」

            「すでに調べはついているんだよ。……レイ」

            「はい」

            　ユー様の声にレイが答え、懐からカード状のものを取り出しました。

            「ここにはサーラスが帝国と交わした密約の全てが記録されています！　みなさん！　サーラスに騙されてはいけません！」

            　音声を最大にして再生された魔道具がミシャの風属性魔法で増幅され、サーラスの罪を公に晒しました。

            「……こうなったら仕方ありませんね」

            　サーラスは懐から笛のようなものを取り出すと、それを強く吹きました。喧噪にも負けない鋭い音が響き渡ると、それに呼応するかのように人影の群れが現れます。恐らく、サーラスの私兵でしょう。

            「制圧しなさい」

            　サーラスが命令を下した――その直後のこと。

            「そうは問屋がおろさねーっての」

            　凄みのある声と共に、兵たちは爆発に遮られました。

            「ちっと遅くなっちまったな。だが、ヒーローってのは遅れて登場するもんだろ？」

            　男くさくニッと笑ったのは、行方不明だったはずのロッド様でした。その右腕は失われていましたが、それでもなお、君臨する者としての風格は変わりありません。

            「おい、サーラス。無駄な抵抗はやめろ。お前の私兵軍のほとんどはオレに恭順した。貫禄の違いってやつだな」

            「ぐぐ……。死に損ないまでもが邪魔をするのですか……」

            　サーラスはロッド様を憎々しげに睨みますが、ロッド様は鼻で笑っています。

            「まだです！　まだ私は終わりません！　リリィ！」

            「あー……、結局こうなんのね」

            　裁判所の暗がりが形を成したようなその人影は、短剣を腰に差したオルタでした。黒っぽい革製と思われる軽鎧を身につけ、さらに黒いマントを羽織っています。

            「ドルとクレア、それに王子たちを殺せ！　奴らさえいなければ、後はどうとでもなる！」

            「簡単に言ってくれるねー。まあ、やるけどよー」

            　うんざりした様子を見せながらも、オルタは短剣を抜き放ちました。鈍色の切っ先は毒液に濡れています。オルタの実力は侮れません。混沌としたこの戦況では、あるいは――などと思っていたところに、颯爽と現れたのは――。

            「女の子にこんな真似をさせるなんて……。恥を知れ、サーラス。スペルブレイカー！」

            　オルタの前に立ちはだかったのは、もちろんマナリアお姉様でした。

            「やめろ、『お前』は出てくるな！　この体は俺のものだ！」

            　その苦悶の声はまるで、オルタとリリィ枢機卿が体の主導権を奪い合っているかのように聞こえました。

            「リリィ様、還ってきて下さい！」

            「レイ……さ……「ヤメロォォォ！」」

            　オルタはナイフを振りかざしてレイの目の前にまで迫りました。危ない、と思わず目をつぶりそうになったわたくしの前で、レイは自ら一歩踏み出し、リリィ枢機卿の体を抱きしめました。すると、彼女は一度大きく痙攣してから、糸の切れた人形のように崩れ落ちたのです。

            「リリィ、頑張りました……」

            　最後にそれだけ言って、リリィ枢機卿はくたりと気を失いました

            「リリィ様もあなたを見限りました。これで終わりです、サーラス！」

            「ぐ……。おのれ……おのれぇ……！」

            　レイが魔法杖をサーラスに突きつけました。

            「レイ＝テイラー！　私の目を見なさい！」

            「!?」

            　サーラスは諦めていませんでした。レイを暗示にかけ、オルタのように操ろうとしたのです。

            「ふはは、お前を第二のリリィに――」

            「させるわけないだろ」

            　声の主はお姉様でした。みれば、レイも自分を取り戻したようです。

            「このボクが一度見た魔法の解呪を二度も失敗するわけがないだろう。みくびるな」

            　そう言うと、お姉様も魔法杖の切っ先をサーラスに突きつけました。

            「今度こそ終わりだ、サーラス＝リリウム」

            「～～～！」

            　今度こそ、サーラスは年貢の納め時でした。彼は自分の配下だったはずの、臨時政府の兵士たちに捕縛されました。

            「……なんだ？　どういうことだ？」

            「結局、誰が悪かったの？」

            「俺たちは誰を処刑すりゃあいいんだ？」

            　群衆に動揺が広がっていきます。最初は小さかったそれは、時間を追うごとに大きくなり、やがて雷鳴のようなやかましさになって行きました。

            「静まれぇぇぇ!!！」

            　そこに、群衆の騒ぎを上回るほどの大音量が響きました。辺りが一瞬、静まりかえります。

            「なるほど、サーラスは確かに悪党だったようだ。だがね？」

            　声の主はアーラ＝マニュエル。

            「だからって、革命そのものをなしってわけにゃーいかないんだよ」

            　革命勢力の旗印となった女性でした。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「あたしたちは何もこいつに踊らされたっていうだけで、革命なんて大それた事を起こしたわけじゃない。切実な理由があってのことだ」

            　アーラの声は決して美しいものではありませんでしたが、不思議と人を惹きつけるものがありました。それはお父様が持つのと同じもの――すなわち、生まれ持ってのカリスマでした。

            「貴族たちはあたしらを顧みなかった。実際に、餓死者が出るところだったんだ。どんな事情があるにせよ、そこにいる二人は貴族の代表者だろう？　責任ってものがあるんじゃないのかい？」

            　サーラスとは違い、アーラには後ろめたいところがありません。彼女の言葉に反論することは難しいように思えました。

            　しかも――。

            「旧勢力は引っ込んでろー！」

            「貴族を殺せー！」

            「革命万歳！」

            　アーラの言葉に呼応した群衆は、すっかり勢いづいています。レイが盛んに声を張り上げていますが、今の彼らにレイの言葉を聞くつもりはなさそうでした。

            　そこに、

            　

            　ポロン……。

            　

            　喧噪の中に、静かに響く音がありました。その音は最初、群衆の怒号にかき消されそうなかすかな音でしたが、波が引くように、染み渡るように、群衆の罵声をゆっくりと塗り替えて行きました。セイン様の竪琴です。

            「民よ。一度でいい。彼女の話を聞いてくれないか？」

            　深いバリトンは、すでに王の風格を備えていました。群衆――そしてアーラまでもが、押し黙って聞く体勢になります。

            「レイ＝テイラー、申してみよ」

            「はい。ご配慮に感謝致します、セイン陛下」

            　セイン陛下に礼をしたあと、レイは再び群衆に呼びかけました。

            「親愛なる民の皆さん。あなた方の願いは、なんですか？」

            　ゆっくりと。言葉を慎重に選び、声色や表情にさえ細心の注意を払っているのが分かります。

            「あなた方は貴族を殺したかったのですか？　違うでしょう？　切望したのは自らの生活の平穏……違いますか？」

            　わたくしには、群衆が戸惑っているように見えました。まだまだ、反感の色の方が強いのは確かです。ですが少しずつ、レイの言葉に耳を傾ける人が増えていきます。

            「私たち民の平穏のため、これまで誰よりも尽くしてきたドル様やクレア様を、あなた方は殺そうというんですか？」

            「我々民衆は――！」

            「民衆なんて言葉で片づけないで下さい！　……あなた、お名前は？」

            　レイに名を問われて、叫びかけた男性が言葉に詰まりました。

            「今石を投げたそちらのあなたは？　その横のあなたは？」

            「う……」

            「私はあなた方自身の考えを聞きたいんです。一人一人名前を持ち、生きているあなた。あなたはドル様やクレア様を、ここで殺してしまいたいって本当に思うんですか？」

            　今度は、反論の声はありませんでした。巧みな心理誘導です。一人一人に名前を問うことで、レイは群集心理からの脱却を狙っているのでした。

            「確かに、貴族の中には平民を顧みなかった者たちがいたでしょう。でも、このお二人は断じて違います」

            　平民たちが聞く体勢になっていることが、ありありと分かりました。なぜなら――。

            「ここでお二人を処刑したとして、あなた方は自分たちの子どもにそれを誇れますか？　私たちの革命は正しいものだったと、胸を張って語れますか？」

            　その話術を教えたのは、他ならぬわたくしだからです。

            「クレア様もクレア様です」

            「……え？」

            　急に話を振られて、わたくしは鳩が豆鉄砲を食ったような顔をしていたと思います。

            「この先平和を取り戻して、皆が笑顔で暮らせるようになった時、クレア様まで死んでしまっていたら、自分を犠牲にしてきたドル様の誇りを誰が取り戻すんですか？」

            「そ、それは……」

            　痛いところを突かれたこと、レイがわたくしを問い詰めるなんて想像もしていなかったこともあって、わたくしは言葉に詰まってしまいました。

            「無実の罪を被って死ぬことが貴族ですか！　犬死にすることが誇りですか!?」

            「待って、レイ。わたくしの話を――」

            「そんな一時の誇りのために死ぬよりも、一時でもいいから私の為に生きて下さい!!」

            「……でも、わたくしは」

            　貴族であるなら、ここで民たちのために幕を引くのが定めと思ったのです。

            　でも――。

            「一度くらい、私のワガママ聞いて下さいよ、ばかぁぁぁー!!！」

            　初めて聞くレイの絶叫に、わたくしの心は打ち震えました。

            「ば、バカって……、あなた……」

            「ばかぁぁぁ！　クレア様のばかぁぁぁ！　うわぁぁぁぁん!!！」

            「れ、レイ……」

            　レイが……泣いています。あのレイがです。いつも小憎らしいくらい余裕綽々で、わたくしのことを翻弄し続けたあのレイが、顔をくしゃくしゃにして泣いています。そのともすればみっともないだけの泣き顔に、わたくしはいても立ってもいられなくなるのでした。

            　こんな所で何をしているんですの、クレア＝フランソワ。あなたの愛する人が泣いているのですよ？　何をぐずぐずしているの。あなたの腕は棒きれですか。あなたが今すべきことはなに？

            　――駆け寄って最愛の人の涙を拭って上げることでしょう!!

            「お前らさあ……痴話げんかならよそでやってくれ、よそで」

            　アーラの声にはっと我に返りました。見れば、アーラが苦虫を噛み潰したような複雑な顔をしています。

            「おい、誰かこいつを連れて行け」

            「イヤです！　私はクレア様からもう一生離れません！　クレア様が死ぬって言うなら、私も死にます！」

            「ちょ、ちょっと、レイ――！」

            「あー、あー！　わーった。わーったから喚くな、泣くな。どうせ処刑はなしだろうよ」

            「……え？」

            「見てみろ」

            　戸惑ったように言ったわたくしに、アーラが群衆の方を指しました。

            「確かに……もう、貴族に悩まされることはないんだよな」

            「私、クレア様に助けて頂いたわ」

            「オレも。仕えていた貴族が悪い奴でさ。食いっぱぐれそうになったところを、クレア様が再就職先を斡旋してくれて――」

            　流れが、変わっていました。アーラはわたくしを縛っていた縄を切ると、遠い目をしながら続けました。

            「民が自分の頭で考え始めた。これからはあたし一人が引っ張っていく時代でもないんだろうね」

            「アーラ……」

            「あたしは目的を達した。貴族なんていうド腐れ制度がなくなるなら、後はどうだっていいのさ。命までは取らないよ。貴族なんて、どうせほっといたってくたばる奴らが大半だろうからね」

            　平民に頭を下げて金を借りる元貴族なんてもんも見られるかもね、とアーラは豪快に笑いました。

            「ほら、行きな。新時代の幕開けに、しけた面は似合わないんだよ」

            「……ありがとうございますわ」

            　そう言うと、わたくしはまだぐずっているレイを連れて、裁判を後にしました。

            　

            　

            「……まったくもう、あなたっていう人は……」

            　わたくしは議事堂近くにある公園の芝生で、レイを正座させていました。レイは釈然としない顔をしていますが、知ったことではありません。

            「たくさんの人に迷惑を掛けて……反省してますの？」

            「あ、あのぅ……クレア様？　普通はこの流れですと、クレア様が殊勝な面持ちで私にお礼とか謝罪を述べる場面じゃないかと思うんですが……」

            「何を世迷い言を言ってますの！」

            「はい、何でもありませんでした！」

            「大体、レイはいつもいつも命知らずで――」

            　わたくしはレイにお説教を始めました。もちろん、ただの照れ隠しです。本当は、今すぐ抱きしめて上げたいと思っていました。

            　レイに対する感情だけではありません。皆がこうしてわたくしのために集まってくれたことが、震えるほど嬉しく思えました。貴族としてのプライド、レイの前での強がりがなければ、きっと蹲つくばって泣いてしまっていたと思います。

            「……まあ、そう責めてやるな、クレア」

            「セイン様！　……いえ、セイン陛下」

            　照れ隠しと強がりでまくし立てていたわたくしを止めてくれたのは、セイン陛下でした。

            「裁判はもうよろしいんですの？」

            「……あんなことがあったからな。中止になった。元々あの裁判は、お前たちを見せしめにするためだけにサーラスが言い出したことだ」

            　革命政府的には既に終わった案件だ、とセイン陛下は言います。すると、レイが何かを思い出したかのように言いました。

            「そう言えばセイン陛下。陛下にお礼を申し上げるのを忘れてました」

            「……何のことだ？」

            「竪琴です。凄かったですね」

            「本当ですわ。みな、聴き入ってしまいましたもの」

            「……あんなものは、何でもない。ただの手慰みだ」

            　素晴らしい腕前でいらっしゃるのに、相変わらず陛下にとって竪琴は評価に値すべきことではないようです。

            「あの竪琴はどなたから教わったんですか？」

            「……母だ。まだ存命の頃、病床で」

            「そうだったんですね。ああ――」

            　レイはぽん、と手を打ってこう言いました。

            「セイン陛下は今もなお、お母様に愛されていらっしゃるんですね」

            　セイン様が驚いたように目を見張りました。どうしたのだろう、とわたくしが思っていると、ふいにセイン様の瞳から涙がひとしずく流れ落ちました。

            「へ、陛下!?」

            「セ、セイン陛下、どうなさったんですの!?」

            「……なんでもない。なんでもないが――」

            　――母はずっと側にいてくれたのだな。

            　セイン陛下は独り言のように、しかし、噛みしめるようにそう言いました。かつては憧れだった人。レイに恋している今となっては、あれが憧れの域を出ない思いだったことは分かります。でも、大切に思う気持ちは変わりません。そんな相手が、長年抱えてきた傷の一つに包帯を巻くことが出来たの見て、わたくしはほっとする思いでした。

            「……」

            　少し離れたところから、お父様がこちらを見ていました。心残りのような、それでいてホッとしたような顔をして、遠くからわたくしたちを見守ってくれています。生き残ってしまったな――そんな言葉が聞こえてきそうです。そうですわね。でもきっと、これにも何か意味があるのだと思いますわ。

            「レイ、クレア、よく頑張ったね。さすがボクが見込んだ二人だ」

            「クレア様、お久しぶりです！」

            「お姉様！　それにレーネまで！」

            　二度と会うことはないと思っていた相手との再会に、わたくしは心の底から嬉しさがこみ上げました。それはレーネも同じなのか、抱きすくめてくるその目には光るものが滲んでいる。釣られて、わたくしもほろっと来てしまいました。

            「妬けるか、レイ？　なんならいつでもオレの元に嫁に――」

            「行きません」

            「だよなー」

            　そう言ってカラカラと笑うのはロッド様でした。朗らかで前向きなその性格に変わりはありません。彼はこれからも折れず曲がらず、自分の道を歩いて行くのでしょう。

            「レイさん……クレア様……」

            「リリィ様」

            　リリィ元枢機卿は両脇を兵士に固められてやって来ました。

            「一言、お詫びを言いたくて」

            「そんな。リリィ様は悪くありませんよ」

            「そうですわ。全てはサーラスの差し金じゃありませんの」

            　あのオルタという側面はサーラスによって生み出されたもの。リリィ枢機卿だって、言わば被害者の一人に違いありません。

            「それでも、リリィがしたことは許されることではありません。リリィは民たちの裁きを待ちます」

            　彼女の決意は固いと見えました。ならば、わたくしたちがすべきことは、半端な慰めなどではないでしょう。

            「そうですわね。なら、罪をきちんと償うことですわ」

            「クレア様、そんな言い方――」

            「そして、償ったら、必ず戻っていらっしゃい。わたくしたちは、いつまでもあなたを待っていますから」

            「――！」

            　そう言うと、リリィ枢機卿の目から涙がこぼれ落ちました。

            「ありがとうございます、クレア様。いつかまた、レイさんを挟んでケンカさせて下さいね」

            　そう言い残して、リリィ枢機卿は連行されて行きました。司法の判断がどうなるかはまだ分かりませんが、彼女にも幸いがあるといいとわたくしは思いました。

            「それにしても、凄いメンツが集まったもんだな」

            　ロッド様が集まった面々を見て口笛を吹きます。言われてみると、確かにそうそうたる面々です。王子様方三人にお姉様、レーネにランバート様、ミシャまで駆けつけてくれていました。

            「本当にそうですね。クレア様もレイも、人の縁に恵まれています」

            「それは違うよ、ミシャ」

            　感慨深げに言ったミシャを優しく諭したのはユー様でした。

            「ここに集まった者たちはみな、レイとクレアに救われたものばかりだ。クレアとレイのこれまでが、こうして今、ここに形となって現れているんだよ」

            　ユー様の言葉はわたくしの胸のとても深いところに届きました。お母様、見ていらして？　レイと一緒になって色々なことをして来ました。夢中になってがむしゃらに進んできましたが、わがままなだけだったわたくしにも、こんなに沢山の友人が出来ましてよ。

            「ほらほら、レイ。クレアと再会したら言いたいことがあったんじゃなかったっけ？」

            　ふと、お姉様がからかうようにレイにそう言うと、ぽん、とわたくしの背中を押しました。突然のことに、わたくしは数歩たたらを踏みます。気がつけば、目の前には殊勝な顔をしているレイが。

            「あー、えーと……、クレア様？」

            「な、なんですの」

            「いえ……。やっぱり、なんでもないです……」

            「煮え切りませんわね……。言いたいことがあったらハッキリおっしゃいな」

            　言わないで後悔する日がまた来ないとも限りませんのよ、というわたくしの言葉は、そっくりそのまま自分に向けた言葉でした。すんでの所で拾った命です。わたくしにも言うべき言葉があるはずなのでした。

            「クレア様！」

            「だから、なんですの」

            　照れ隠しにつっけんどんな口調で問うと、レイは両手でわたくしの肩を抱きました。

            「私と結婚してください！」

            　レイの言葉の意味が脳に浸透するのに、それはそれは時間が必要でした。そして、それを理解した途端、わたくしは顔が真っ赤になるのを抑えられませんでした。ひゅーひゅー、と周りが囃し立てます。

            「こ、こここ、公衆の面前で何を言っていますの！　そういうのは二人っきりの時に厳かにですわね……!?」

            　まさかプロポーズされるとは思ってもみず、わたくしはどう反応したらいいのか困ってしまいました。本当は単純なことなのです。ただ「はい」と頷けばいいだけでした。でも、わたくしはこの時になってもまだ、素直になりきれずにいたのです。

            「そうですか？　それじゃあ、やり直しさせて下さい」

            「い、いいですわよ？　特別に許して差し上げますわ」

            「いえ、そちらではなく」

            「え？」

            　当惑するわたくしを引き寄せると、レイは優しくわたくしの唇を奪いました。再び脳が停止するわたくし。そして静まりかえる周りの人たち。

            「ファーストキスがあんな味気ないんじゃ嫌ですし」

            　レイはしてやったり、とでも言いたそうな顔で笑いました。

            「も……ももも、もう！　貴女は本当に本当に本当に！　本当にレイなんですから、本当にレイは頭がレイなんですから！」

            


        






        





            「私の名前がなんか変な形容詞にされてる!?」

            　我に返ったわたくしはレイをぽかぽか叩きました。レイは何やら悟ったような顔でされるがままになっています。この……レイのくせに！

            「……幸せにしないと許しませんわよ？」

            「「「……え？」」」

            　レイと周りの人たちが重なりました。

            「で、ですから、幸せにしないと許しませんわよ!?」

            「……」

            「な、なんですの。なにか言いなさ……」

            　一呼吸置いて、周りから湧き上がる祝福の歓声。皆の顔を見ることも出来ずにいると、レイはわたくしの手を取って駆けだしました。

            「どこへ行くんですの!?」

            「どこへでも！　もうどこへでも行けますから……二人なら！」

            　未来。

            　それはとっくに諦めていた何かでした。言わば、まだ何も書き込まれていないキャンバスのようなもの。わたくしはこれから、そこにどんな絵を描いてくのでしょう。でも、確信していることが一つだけあります。

            　そのキャンバスに描かれるわたくしの隣には、必ずレイがいるに違いありません。

            


        



            エピローグ

            　

            　

            「へー、あの時のクレア様、そんなこと考えてたんですか」

            「レイこそ、今まで黙っていたなんてずるいですわ」

            　革命から数ヶ月が経過しました。わたくしはレイと供に郊外に居を構え、慎ましやかですが穏やかな生活を送っています。今日はレイもわたくしと同じく日記をつけていると知ったので、お互いのそれを交換して読んでみようということになりました。家のテラスにある椅子に座って、のんびりそれを読み進めます。

            　レイから見たこの一年とちょっとの記録は、わたくしが見たそれとは随分と違います。出会った頃のわたくしはレイのことを完全に邪魔者扱いしていましたが、レイは当時から本気でわたくしのことを愛してくれていたようです。当時の自分の振る舞いを思い出すと、羞恥心で穴に埋まりたくなります。本当によく愛想を尽かされなかったものです。

            「クレア様から見て、一番意外だったことって何ですか？」

            　ふいにレイがそんなことを聞いてきました。わたくしはすぐには答えず、しばらく考えてから返事をしました。

            「やっぱり、お父様との計画のことですわね。ほとんど出会ってすぐのタイミングだったでしょう？」

            「あー、それですか。クレア様に内緒で色々悪巧みするのは楽しかったですよ」

            　そんなことを言うレイの表情は、完全に悪戯小僧のそれです。内緒にされた方は堪ったものじゃありませんでしたが、わたくしの性格を考えると、レイとお父様の選択は正しかったと言わざるを得ません。

            　結果、わたくしは憎まれ口の一つも叩けないのでした。

            「レイはどうですの？　わたくしの日記を読んで一番意外だったのは？」

            　レイによれば、彼女には未来の出来事を知る術があったとか。その中にはわたくしのことも含まれているらしいので、意外なことなど何もなかったのではないでしょうか。

            「意外なことが多すぎて決めきれませんよ」

            「そんなに？」

            「はい。だってクレア様、出会ってすぐのタイミングでも、そんなに悪役令嬢してなかったじゃないですか」

            「そ、そうかしら……？」

            　レイに言わせると、もっと悪逆非道な面が見られると期待していたら、思いのほか友だち思いの善良な少女過ぎて、いい意味で期待を裏切られたとのこと。

            「ピピ様とロレッタ様って、ただの取り巻きじゃなかったんですね」

            「二人は親友ですわ。取り巻きだなんて人聞きの悪い」

            「すみません」

            　ピピとロレッタに起きたことも、わたくしは日記に書き記していました。彼女たちのことをあまりよく思っていなかったらしいレイにとって、その記述は反省の材料になったようでした。わたくしとレイの共通の知人なのです。誤解を解いて仲良くして貰わなければ困ります。

            「アモルの祭式辺りの記述もとても興味深かったです」

            「あっ！　そこは見てはダメと言ったでしょう！」

            「え、フリですよね？」

            「なんですのよ、フリって!?」

            　結果としてレイとの仲を一歩前進させることになったあの祭式ですが、わたくしにとっては赤面せずには思い出せない黒歴史なのです。

            「いやあ……。つくづく思いますけど、私、思ってたよりも愛されてたんですね」

            「そうですわよ。鈍感」

            「すみません」

            　わたくしが毒づくと、レイは少し困ったように笑いました。

            「クレア様の貴族としての成長記録として見ても面白かったですよ」

            「やめてちょうだい。出会ったばかりの頃のわたくしは本当に幼稚でしたわ。思い出したくもありません」

            　まだ平民をただの支配対象としか見ていなかったあの時期。物乞いをする子どもたちに嫌悪感さえ抱いていた、未熟な自分。ドル＝フランソワとミリア＝フランソワの娘として、あり得ざる失態でした。

            「でも、ちゃんと成長出来たじゃないですか。今や革命の乙女なんて言われてるんですよ？」

            「それもやめてちょうだい。ほとんどあなたとお父様が敷いたレールじゃありませんの。わたくしがしたことなんてほとんどありませんわ」

            　他人の功績を自分のものとして誇るほど、わたくしは落ちぶれてはいないつもりです。貴族がとか平民がとか、そういう問題ではありません。これはプライドの問題です。

            「それにしても……。少し奇妙な記述があるんですよね」

            「え？」

            「クレア様にルームメイトなんていましたか？」

            「いいえ？　わたくしはずっと一人部屋でしたわよ？」

            　てっきり、わたくしが公爵家の令嬢だから、特別扱いだったのかと思っていました。

            「そうですよね。でも、日記を見ると、クレア様にはルームメイトがいらっしゃったはずなんです。それも幼馴染みと言って差し支えないくらい、長い付き合いの貴族の女性が」

            「そんな……」

            　そんなことがあるわけありません。わたくしと長く付き合ってきた人間は数えるほどしかいないはずです。家族とメイド長、レーネを除けば、あとはピピとロレッタくらいです。幼馴染みと言えるほどの相手に、心当たりはありません。

            「でも、確かに書いてあります。名前は……カトリーヌ＝アシャール様です」

            「カトリーヌ＝アシャール……アシャール子爵家の縁者かしら……」

            　やはりわたくしの知らない名前です。でも、どうしてでしょう。その名前を聞いた途端、胸の鼓動が早くなるのを感じました。

            「カトリーヌ？　ああ、あの子か」

            　記憶の隅にその名前が埋もれていないか悪戦苦闘していたわたくしたちに、ふとかけられる声がありました。

            「マナリアお姉様！」

            「やあ、クレア。レイも元気そうだね」

            「お陰様で」

            　革命の際に助力して貰って以来、数ヶ月ぶりの再会です。ですが今は、それを喜び合っている余裕がわたくしにはありませんでした。

            「お姉様はご存知ですの？　このカトリーヌという子のこと」

            「うん、知ってるよ。彼女は……そうだね。とっても悲しい運命になった子だ」

            「まさか……」

            「違うよ、レイ。彼女は生きてる。でも、キミたちに会いに来ることはないだろうね」

            　お姉様は何かを知っていて、でも、それを口にするかどうか迷っているようでした。

            「彼女が君たちの前から記憶ごと姿を消したのは、恐らく彼女の強い意志だ。ボクとしてはそれを尊重してあげたいと思ってる」

            「でも――！」

            「うん、クレアの言いたいことも分かるよ。幼馴染みであった子のことを、忘れたままになんてしておけないよね」

            　立ち上がりかけたわたくしを制して、お姉様は続けます。

            「ボクが確認したいことは一つ。カトリーヌちゃんとの記憶には、クレアにとって大きな傷となる出来事が含まれている。ともすればそれは、彼女を恨むようになるかもしれないことだ」

            「……」

            　お姉様の目は真摯でした。本気でわたくしを心配して下さっているのが分かります。お姉様は他人であるカトリーヌさんよりも、わたくしのことを優先したいと考えて下さっているのでしょう。

            　でも――。

            「傷だって、一つの経験ですわ」

            「クレア……」

            「忘れていい傷なんて、わたくしは一つもないと思いますの。どんなに辛く苦しい記憶だったとしても、それはわたくしの一部ですわ。それを失われたままになどしておけません」

            　思い出は、楽しいことばかりじゃないから尊い、とわたくしは思うのです。

            「そうか……。ならもう何も言わない。カトリーヌちゃんの記憶を取り戻して上げるね」

            　お姉様はスペルブレイカーをわたくしとレイにかけました。同時に、わたくしの中に記憶の波が押し寄せました。

            「クレア様！」

            「だ、大丈夫ですわ。ちょっと目眩がしただけですの」

            　椅子から落ちそうになったわたくしを、レイが慌てて抱き留めてくれました。それほどまでに、失われていた記憶は膨大でした。

            「カトリーヌ……どうして……」

            「記憶も取り戻したのなら、分かるだろう？　カトリーヌちゃんは自らの罪を許せないんだよ」

            　かつて暗殺者としてお母様に近づいたこと、そして自分を救ったためにお母様が犠牲になったことを、カトリーヌはずっと悔やんでいるとお姉様は言いました。それは事実ではありますが、事実の一側面でしかありません。

            「わたくし、カトリーヌを探しに行きます」

            「お供します、クレア様」

            「やれやれ、そうなるんじゃないかとは思ってたよ」

            　そう言うと、お姉様は一枚の紙を差し出して来ました。

            「これは？」

            「カトリーヌちゃんの今の住所さ。彼女は今、アパラチアにいる」

            「お姉様、大好き！」

            　わたくしが思わず抱きつくと、お姉様は笑顔で受け止めてくれました。レイが面白くなさそうな顔をしていますが、だってこれは仕方ないでしょう？

            「会いに行くなら、早いほうがいい。彼女はあちこちを転々としているようだから」

            「そうと決まったら、支度をしますわよ、レイ。メイとアレアを呼んできてちょうだい」

            「分かりました。すぐに」

            　

            　

            　数日後、わたくしはレイと一緒にアパラチア行きの馬車に揺られていました。もうすぐカトリーヌに会えると思うと、心が沸き立つのを抑えられません。

            「嬉しそうですね、クレア様」

            「それはそうですわよ。カトリーヌはわたくしの妹のような子ですもの」

            「……よね？」

            「え？」

            　よく聞き取れなかったので、わたくしはレイに聞き返しました。するとレイは珍しく顔を真っ赤にして、

            「カトリーヌ様に、恋愛感情はないんですよね？」

            　と言いました。

            「レイ」

            「はい」

            「あなたひょっとして妬いてるんですの？」

            「ええ、そうですよ、コンチクショー！」

            　レイは突然馬車の壁に頭を打ちつけ始めました。

            「やめなさいな、ケガしますわよ!?」

            「うう……。己の器の小ささが憎い……。クレア様が可愛すぎるのが悪い……」

            「何を訳を分からないことを言っていますの。カトリーヌは妹分。それ以上でもそれ以下でもありませんわ」

            　全く、よく分からない所にひっかかるんですから。

            　でも……。

            「でも……ふふ。恋人に焼き餅を焼いて貰えるのは、案外、悪くないものですわね？」

            「クレア様の悪女」

            「何とでも仰い。そうですの、レイはカトリーヌに嫉妬しましたの」

            「ふーんだ」

            　わたくしがからかうと、レイは完全にへそを曲げてしまいました。

            「冗談ですわ。わたくしが恋しているのはあなただけよ、レイ」

            「つーん」

            「もう……。機嫌直してちょうだい、ほら」

            　わたくしはレイの頬を両手で包み込むと、そっと口づけを落としました。

            「キスなんかじゃ誤魔化されないんですからね」

            「じゃあ、どうしたら機嫌を直してくれるの？」

            「……膝枕」

            「……おいでなさいな」

            「やったー！」

            　わたくしが呆れたような顔で膝をぽんぽんと叩くと、レイは喜んで横になってきました。

            「こんなことでいいんですの？」

            「何を言いますか！　世界広しといえども、クレア様に膝枕をして頂けるのは私だけの特権ですよ！」

            「それは……そうですけれど」

            「カトリーヌ様にもしちゃダメですからね！」

            　そう言って念を押しつつ、すっかり上機嫌になったレイは、何だか子どものようでした。

            （ふふ……可愛い人）

            　次第にうとうとし始めたその横顔を見ながら、わたくしはふと思うのでした。

            　このわたくしの心を奪うなんて。

            　

            　

            　平民レイのくせに生意気な！

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            平民のくせに生意気な！３　――了――

            


        



            巻末書き下ろし１「時代の境に響く音」（ロレッタ＝クグレット）

            　

            　

            　一月の冷たい空気にもかかわらず、私の額にはびっしりと汗が浮かんでいた。重く積み重なった火山灰をシャベルでどけ、その下から現れた瓦礫の山を少しずつ崩していく。身体を使うことには慣れ親しんでいるが、こういった単純肉体労働はこれまで私がしてきた軍務とは系統が異なる。知らず荒くなっていた呼吸を整えようと、私は大きく深呼吸した。外気を吸い込むと身体の内側から冷気が染み渡る。風邪を引かないようにしなくちゃ、と私は首のタオルをまき直した。

            　バウアー王国で革命が起きてから、はやひと月が過ぎようとしている。王国はまだ混乱のただ中にあり、誰も彼もが今を生きることに精一杯だ。それは元平民であっても、元貴族であっても変わりはない。平民は平民で元々貧しい暮らしに、サッサル火山の噴火による物価高・品不足に喘いでいるし、貴族は貴族で突然特権と財産を失って右往左往している。私――ロレッタ＝クグレットもその一人だった。

            　クグレット家は代々王国の軍に所属する武門の家系だ。元はそれほど高い地位ではなかったのだが、祖父がいち早く魔法の有用性を見いだし、旧来の軍閥が既存の兵力や装備にあぐらをかく中、貪欲に魔法の研究を行ったことが地位を押し上げた。そこに前王ロセイユ陛下の能力主義政策が重なり、軍という保守的な組織では異例の早さで家格を伸ばした。

            　とはいえ、それも革命が起きた今となっては過去の話である。引き続き王国の武力組織・治安維持組織として軍は維持されることになっているが、その構成員については見直しが入ると言われている。父は道理にもとることはしていなかったと思うが、クグレット家が革命以前の軍の顔役であったことは間違いない。貴族位を剥奪された今、私の家の立場は非常に危うい。

            「ちょっと、ロレッタ。ぼうっとしないの」

            　物思いに沈んでいた私の意識を現実に引き戻したのは、特徴的な内向きカールの髪をした、可愛らしい少女だった。彼女の名前はピピ＝バルリエ。彼女もまた元バウアー貴族であったのだが、色々あって今はクグレット家で預かっている。

            「ごめん、ピピ」

            「しっかりしてよね。まだまだやることはたくさんあるのよ？」

            　私の謝罪に対して、ピピはため息交じりにそう返すと、再び自分の手を動かし始めた。これまで肉体労働とはあまり縁がなかったであろうその白い指先は今、土と汚れにまみれている。それでも弱音を吐かないのは、彼女の性格を表していると思う。

            　私たちが今しているのは、王都の復興作業である。火山灰や火山弾にやられた都は瓦礫の山と化していて、人の手はいくらあっても足りない。ピピと私は少しでも力になれればと、平民――今は市民というのだったか、とにかく彼らに混じって肉体労働にいそしんでいるのである。

            　もちろん、単純な善意だけではない。先にも述べたように、クグレット家の立場は今、微妙な位置にある。ここで市民たちに恩を売っておけば、先々家にとっていい影響があるだろうという下心もある。だが、決してそれだけではない。

            　元平民たちの多くが勘違いしていることだと思うが、本来の貴族は献身をいとわない。むしろ、幼い頃からの教育でそうあるべしとたたき込まれているものだ。問題はその本来あるべき貴族の姿が失われ、堕落した特権階級に成り下がった者たちがあまりにも多すぎたことだ。軍人として厳しい規律を身体に覚えさせられてきた私にとって、それはとても嘆かわしいことだと思う。市民たちが貴族を打ち倒すことになったのは、時代の必然だったのかもしれない。

            　まあ、私の嘆きはどうでもいい。要は貴族にとって、民に奉仕することは本来当然の責務であり、私はこうして復興作業に当たることに、特別不満を感じていないのだった。

            （まあでも、ピアノは当分弾けないだろうなあ）

            　軍人として育てられてきた私だが、これでも一応、元貴族である。教養の一環として芸術的な素養ももちろん教え込まれている。その中でも私が最も得意としていたのがピアノだった。

            　得意なだけではない。私はピアノを愛している。

            　バウアー初の女性軍人になることを嘱望されていた私だったが、本当はピアノの道に進みたかった。ピアノはいい。指先の動きがほんの少し変わるだけで、ピアノは世界のあり方を大きく変える。弾いている間、私は世界の中心であり、いかようにもその姿を変えることができた。ピアノが与えてくれる全能感と恍惚は、何にも代えがたい。

            　とはいえ、ピアノは貴族のたしなみであり、いわば贅沢に属するものだ。革命が起き、貴族という階級そのものが消滅した今、私の元にはピアノもなく、次に弾けるのはいつになるか分からない。そのことをとても悲しく思うが、今はどうしようもない。市民たちが日々の生活にも困っている中、優雅にピアノなど弾いている場合ではないはずだ。物事には優先順位がある。曲がりなりにも正当なバウアー貴族としての教育を受けてきた私には、その順番を違えることなど出来なかった。

            （まあ、そうは言っても、弾きたいと思う気持ちはなくせないけれど）

            　そう。私はピアノを完全に諦めたわけではない。今は無理だとしても、世情が落ち着いたらあるいは――土と埃にまみれている今でも、その願いは変わらない。作業に当たる今も、指を怪我しないように細心の注意を払っている。これはもうピアニストの本能とも言うべきもので、作業に手を抜くとか抜かないとか、それ以前の問題なのだ。ピアノを完全に諦めれば別だろうが、簡単にそうするにはピアノは魅力的にすぎる。

            （なまじ最後の演奏が気持ちよすぎたのもあるわよね）

            　最後にピアノを弾いたのは革命の前、悪徳貴族であるクレマン＝アシャールを追い詰めた時だ。私はちらりとピピの方を見た。

            　秋の音楽祭で、ピピと私は一緒に演奏をした。ピピはバイオリニストなのだ。私が自由で奔放な演奏をするのに対して、ピピはストイックなまでに正確で技巧的な演奏を得意とする。本来であれば真逆の特徴を持つはずの私たちだったが、セッションは自分たちでも驚くほどかみ合った。私が挑むように鍵盤を叩けば、ピピもそんなものかとばかりに弓をかき鳴らした。まるでお互いをむさぼり合い、どこまでも高め合うような、至高の数分間だった。私はあの時の快感を、今でも忘れられずにいる。

            （ピピはどう思っているのかしら）

            　ピピは革命の前後でまるで変わった様子がない。彼女はクレマンの悪事に家が関わった件で、革命とは無関係に貴族位を失っていたから、革命に思うところがないのだろうか。彼女も古き良きバウアー貴族の令嬢だから、私と同じく今は義務を遂行することを優先しているだけかも知れない。

            （なら、当惑しているのは私だけってことなのかな）

            　ピピと私はただの友人ではない。少なくとも、一度は思いを確かめ合った恋人同士である。そのはずだが、革命からこちら私たちの間にそれらしい出来事は何一つとして起きていない。

            （いや、今はそんな場合じゃないでしょと言われたら、その通りなんだけど……）

            　そうは言っても私だって年頃の乙女だ。恋人ができたとなれば、それなりに色々と胸がざわめくものである。大っぴらにいちゃいちゃすることはできなくても、たとえば人目を忍んで――あ、ダメだ。これ以上の想像は心臓がもたない。

            （ピピは平気なのかなあ）

            　ピピは元々、本心を悟らせないようなところがある。天真爛漫に振る舞っているように見えて、意外と腹黒い一面があったり、飄々と生きているように見えて、意外と傷つきやすいナイーブな一面があったり。そんな万華鏡のような彼女のことが私は大好きなのだが、こういう時はそれがネガティブに働く。

            （まだ信用し切って貰えてないのかも）

            　というのも、私は元々、別の女性に思いを寄せていたからだ。クレア＝フランソワ様。その名前をたとえ胸中であっても呟くと、私の心には大きなさざ波が立つ。バウアー貴族の粋を集めたような貴族中の貴族。私の初恋。今となってはそれが憧れという感情だったことが分かるが、積年の思いがそうそう消えるはずもない。そのことを、あるいはピピは勘づいているのかも知れなかった。

            「ねぇ、ピピ」

            「手が止まってる。なに？」

            「……なんでもない」

            　ここで私のこと好き、なんて聞いたら張り倒されそうだった。大体、彼女の思いを疑うような発言こそ、不誠実ではないか。

            「よう、お二人さん。精が出るな」

            　などと悶々としていると、不意に野太い声がかけられた。ピピと一緒にそちらを見ると、粗野な格好をした男性が立っていた。見覚えがある。

            「いつかの冒険者……」

            「お、覚えててくれたか。さすがはクグレット家のご令嬢。記憶力もピカイチだな」

            　おどけるように笑ったのは、かつてユークレッドでともにアンデッドと戦い、革命ではいっとき敵対関係にあった冒険者の男だった。

            「お世辞はいらない。そもそも、革命が起きた今、もう私は令嬢じゃない」

            「本音なんだがねぇ。まあでも、貴族のご令嬢はこんなとこで土と埃にまみれてたりはしねぇよな」

            「からかいに来たの？」

            「違う違う。今日はもう終わりだとよ。現場監督がさっきから声かけてんだが、聞こえてねぇみたいだったからさ」

            　ピピも私も作業に夢中になりすぎていたらしい。私の方は物思いだったかも知れないが。

            「そう、なら失礼するわ」

            「おいおい、そう連れねぇこと言うなよ。どうだ、この後飯に行かねぇか？」

            　驚いたことに、冒険者の男は私たちを食事に誘っているらしい。大した度胸だ。

            「平民と同じ食卓を囲む気はないわ」

            「お、言うねぇ」

            「待って、ロレッタ」

            「ピピ？」

            　踵を返そうとした私を、ピピがとどめた。

            「あなた自身が言ったように、もう私たちは貴族じゃない。なら、市民と食事をするくらい、なんでもないでしょう？」

            「ピピ、あなた何を言って――！」

            「時代は変わったのよ、ロレッタ」

            　さらりと言ってのけたピピが、私には急に遠くへ行ってしまったように感じた。

            「クグレットの嬢ちゃんが気が進まねぇなら、俺はバルリエの嬢ちゃんだけでもいいぜ」

            　男の笑みが、私には下卑たものに見えた。後から考えると、この男にそんな下心は微塵もなかったのだが、この時の私はなんとしてもヤツの魔の手からピピを守らねばと焦っていた。

            「私も行く！」

            「決まりだな」

            　思えば、完全に男の手のひらの上だったのだが、そんなことは知るよしもなく、私は番犬さながらに敵意むき出しで、冒険者の男を警戒していたのだった。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「……なによこれ」

            「なんだって、肉だよ肉」

            「そんなことは見れば分かるわよ！」

            　男に連れてこられたのは、冒険者たちがよく利用するという宿だった。見るからにボロだったが、平民基準だとこれでもいい宿に入るらしい。実際、噴火で傷んだと思われる場所には、既に手直しした跡が見受けられた。羽振りは悪くないらしい。

            　私たちはカウンター席に座った。テーブル席の方はいっぱいだったのだ。市民たちは一日の労働を終え、皆したたかに酔っ払っている。安酒の香りを避けたかった私たちには、ここという選択肢しかなかったのだ。

            　店主とおぼしき大柄で筋肉質な男性と冒険者は旧知の間柄らしい。挨拶もそこそこに、冒険者はテキパキと注文を済ませた。そうして運ばれてきたのが、どう考えてもただ焼いただけの鶏肉の塊だった。ソースなど何もかかっておらず、申し訳け程度に香辛料の香りがするだけ。これを料理と呼ぶのは料理への冒涜だとしか思えない。ピピと私が戸惑っていると、

            「騙されたと思って食ってみろよ。満足できなきゃ、この場はおごりにしてやるからよ」

            「そんな情けはいらないけど……」

            　とはいえ、これはどこから食べればいいのだろう。ナイフとフォークは揃っていても、こんな無骨な料理の食べ方の作法など習っていない。よく見るとレッグの部分に紙が巻いてある。まさか――？

            「手づかみでばくっといけ、ばくっと」

            　そう言うと、冒険者はお手本とばかりに肉にかぶりついて見せた。

            「粗野な食べ方ね」

            「これが一番美味い食い方なんだよ。ほらほら」

            「ロレッタ、覚悟を決めましょう」

            「……分かったわ」

            　不味かったらあらん限りの言葉で罵ってやろうと心に決めつつ、私は肉塊にかぶりついた。

            「!?　美味しい……」

            「ただ焼いただけのチキンじゃあない……？」

            「ハハハ。驚いただろ。ここの飯はうめぇんだよ。このチキンレッグは一度味わったら忘れられねぇんだ」

            　冒険者が得意げに言うだけのことはある。確かに見た目はただの鶏肉の丸焼きなのだが、恐らくこれには相当の下ごしらえがしてある。口に運ぶ前はほのかにしか香っていなかった香辛料が、かみしめた瞬間から鼻腔を豊かに満たしていく。肉質も悪い鶏肉にありがちな固さや臭みは全くなく、どこまでも柔らかい。滴る肉汁はこれが鶏肉で出せるのかと思うほどジューシーだ。一日の労働で空になっていたお腹が、もっとよこせと言っている。これは本能に直接訴えてくる味だった。

            「元貴族の娘さんにまでそういう顔をして貰えるのは嬉しいよ」

            「分かるの？」

            「所作が違うからね。元平民にそんな洗練された手の動きは出来ないよ」

            　店主の男性は穏やかに笑った。

            「店主、これは凄い料理だわ。お世辞じゃなくて、今まで食べた鶏肉の中で一番美味しい」

            「ありがとう。とても嬉しい。毎朝、早く起きて仕込みをしている甲斐があるというものだ」

            　ピピの素直な賞賛は、そのまま私の感想でもあった。単純に鶏肉の質だけならもっと高級なものをいくらでも食べたことがあるが、この調理はずば抜けていた。元平民の料理とあなどっていたが、私はこの粗野に見える料理の向こうに、店主のひたむきな研鑽を感じずにはおれなかった。

            「ここは酒もいいのを出すぜ。マスター、例のヤツを三つ」

            「はいよ」

            「ちょっと待って。飲むとは行ってないわ」

            「いいじゃないの、ロレッタ。ここはご馳走されましょう？」

            「バルリエの嬢ちゃんは口がうめぇなあ。いいぜ、おごりにしてやるから飲めよ。本当にうめぇから」

            　さっきからなんだかピピと冒険者がやたらと息ぴったりなのが気に食わない。もしやピピ、この男に気があるのか……？

            「クグレットの嬢ちゃんは分かりやすいなあ……」

            「な、なんのことよ!?」

            「初心うぶってことだよ」

            「貴様！」

            「ロレッタ、今は食事の場よ」

            「くっ……」

            　気色ばむ私を、ピピがやんわりとたしなめる。私はなんだか一人だけ置いてけぼりをくっているような気になった。

            「お嬢さん、そう怖い顔をしなさんな。はい、蜂蜜酒」

            「……ありがとう」

            　店主の男性は不思議な雰囲気を纏っていて、どうも毒気を抜かれてしまう。冒険者のようにこちらをからかう気配が皆無で、なんだか妙に和むのだ。私はしぶしぶ杯を受け取ると、それを一口飲んでみた。

            「……！」

            「美味しい……」

            「だろ？」

            　私はこれまで蜂蜜酒はブルーメのものが最高だと思っていた。あの気品溢れる味わいに勝るものはないだろうと。だが、今飲んだこれは、私の中の蜂蜜酒の固定概念を覆すものだった。確かに気品はない。貴族の中には眉をひそめる者も多いタイプの味わいだ。だが、この力強い香気と厚みのあるボディ感はどうだ。ブルーメの追求するそれとは別種の、あるいはもうこれは蜂蜜酒というくくりではない。新種の酒だとすら私は思った。

            「驚いたみたいだね。これは新進気鋭の商会フラーテルの蜂蜜酒だよ」

            「フラーテルって、あのクレームブリュレの？」

            「お、さすが元貴族。流行り物には聡いねぇ」

            「フラーテルはこんな商品も出していたのね」

            　ブルーメの蜂蜜酒とは違い、すいすい飲めるタイプのものではない。一口一口を味わって楽しむタイプのお酒だ。しかもこれがチキンレッグにとても合う。

            「冒険者、非礼を詫びるわ。確かにこの店は料理も酒も一級品よ」

            「ありがとよ。ついでに名前も覚えてくれや。俺はグレイっつーんだ」

            「グレイね。改めて自己紹介するわ。ロレッタ＝クグレットよ」

            「ピピ＝バルリエよ」

            「改まってどうも。でも、そういうかしこまった言い方は市民はしねぇんだ。もっと肩の力抜いていこうぜ」

            　そう言うと、グレイは快活に笑った。

            　その後に注文したどの料理も、個性的で美味いと言わざるを得ない逸品ばかりだった。酒も進み会話も弾む。いつしか私は、つまらない悩みやこだわりを忘れて、食事の場を楽しみ始めていた。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「ロレッタは朴念仁だと思うわ」

            「は？」

            　宴もたけなわ、というほどの場ではなかったが、とにかく酒も料理も進み、私たちは気持ちよく酔っていた。店主がタイミングを見計らってチェイサーを出してくれたので悪酔いもせず、私はいい酒を飲んでいると思っていた。

            　そんな矢先に飛び出したのが、先のピピの朴念仁発言だった。

            「ちょっとピピ、どういう意味？」

            「どうもこうもないわ。ロレッタは朴念仁よ」

            　真意を問いただそうとする私をひたりと見た後、ピピは蜂蜜酒をまた一口あおった。よく見ると目が据わっているし顔は真っ赤だ。間違いなく、ピピはかなり酔っ払っている。ひょっとして、酒に弱かったのだろうか。

            「ピピ嬢ちゃん、ロレッタ嬢ちゃんになんか不満でもあんのか？」

            「大ありよ。せっかく恋人同士になったのに、ロレッタったらなんにもしてこないのよ。私がこれだけ我慢してるのに」

            「ちょっとピピ、何を言ってるの!?」

            　ピピが何やら言い出した。止めようとすると、冒険者がまあ待てというそぶりで遮ってくる。

            「私が毎日、ロレッタの一挙手一投足にどれだけときめいてるかも知らないで、凄く涼しい顔してるんだもん。ちょっと笑っただけで泣きそうなくらい胸が締め付けられて、空回りしてる自分がバカみたい」

            「おうおう、そりゃあ辛ぇよな」

            「ちょっとグレイ、焚きつけないで。ピピもちょっと飲み過ぎよ？」

            「飲み足りないくらいよ。大体ね、ロレッタ。あなた自分がどれだけ魅力的か分かってないわ」

            　ダメだ。ピピが完全にくだを巻き始めた。

            「元々、ボーイッシュな容姿をしてたのに、最近は身に纏う雰囲気までイケメンになっちゃってさ。なによあの笑い方。そんなに私の心を乱して楽しい？」

            「悪意があるみたいな言い方やめてよ。それなら私も言わせて貰うけど、ピピはちょっと無防備すぎるわ。不意に首筋とか露わになってるの、本当にドキドキするんだからね？」

            　こうなったら私も飲まなきゃやってられない、と私もお酒を追加した。決して弱くはない酒精が、私の理性のたがを外しにかかる。

            「笑顔のこと言うならピピだって自分の魅力を分かってない。普段からニコニコしてるからって油断すると、時々見せる本気の笑顔に、私がどれだけクラクラしてるか」

            「なによ、私がいつもヘラヘラしてるって言うの？　お世話になってるから、なるだけ心配かけないようにって、これでも精一杯虚勢を張ってるのよ？」

            「おーい、お嬢さん方、ヒーットアップしすぎんなよー？」

            「グレイは黙ってて。そんな虚勢張って欲しくない。大体、ピピは頑張りすぎよ。もっと私を頼ってくれなきゃ寂しいじゃない。私は恋人としてそんなに頼りない？」

            「ロレッタは分かってない。全然、分かってない。あなたが頼りになりすぎるから、止めどなく依存しちゃいそうになるのが分からないの？」

            　ピピも私も完全に出来上がっていて、いつしか周りの客まで私たちの言い合いを肴にしているようだったが、この時の私たちはお互いしか目に入っていなかった。

            「なあ、この子ら当然のように同性で恋愛語ってるよな。これって当たり前なのか？」

            「さあね。でも、そうなったらいいとは思うよ」

            「俺たちもやるか？」

            「……ばか言え」

            「ちょっと迷ったろ？」

            　などという会話が聞こえてきた気もするが、それも私たちの耳には届かない。

            「ロレッタ、いい加減覚悟を決めなさいよ！」

            「何の覚悟よ！」

            「私と結婚する覚悟よ！」

            「そんなのあなたと恋するときにとっくに決めてるわ！」

            「え？」

            「あ……」

            　周りのギャラリーが一際大きな声ではやし立ててくる。最悪。酒の勢いでこんなこと……。でも、今さら後には引けない。私は杯に残っていた蜂蜜酒を一息に飲み干すと、かあっと熱くなった頭のまま、ピピの肩を抱き寄せてこう言った。

            「結婚しましょう、ピピ。いつか私たちの生活が落ち着いたら、絶対」

            「ロレッタ……。――はい」

            　涙目で頷くピピの嬉しそうな笑顔が、その日私が最後に見た記憶だった。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「う……」

            「よう、起きたかい？」

            　目が覚めると、辺りはしんとしていた。明かりはカウンターを除いて落とされていて、あれだけ騒がしかった客たちの姿もすでにない。真っ暗闇の中、申し訳程度に照らされたカウンターで、グレイが店主と酒を飲んでいるようだった。隣を見ると、ピピが毛布を掛けられてすやすやと寝息を立てていた。

            「私……？」

            「ちっと飲み過ぎたな。払いは済ませてあるから、今日はもう帰んな」

            「……すまない」

            　鈍重な思考を必死で動かしながら、私は一向に目を覚ましそうにないピピの身体を担ごうとした。しかし、足下がおぼつかない。

            「その酔い方じゃ危ないよ。二階の部屋を貸してあげるから、今日は泊まっておいき」

            「しかし……」

            「お前さんはともかく、ピピの嬢ちゃんまで危険にさらすつもりかい？」

            「……そうだね」

            「鍵はこれだよ。突き当たりの部屋を使っておくれ」

            「恩に着る、店主。グレイもありがとう。楽しいお酒だった」

            「そいつは重畳。おやすみ」

            「おやすみだね」

            「おやすみなさい……」

            　ふらつく身体を必死に立て直してピピをお姫様抱っこする。魔法を使っているが、酔いのせいで集中力が散漫だ。落とさないように私は全神経を注ぎ込む必要があった。

            「この先、王国がどうなるか心配したけどよ、あいつらを見る限り、案外悪くなさそうだな」

            「ああ、違いない」

            　だからだろう。大人たちのそんな感慨も、この時私たちの耳には届かなかった。ただ杯をぶつけ合う音だけが、私の脳裏に響くのだった。

            　

            　

            　――世界で一番新しい『ラ』だと思った。

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            巻末書き下ろし１　――了――

            


        



            巻末書き下ろし２「受け継がれるもの」（ミリア＝ラーナック）

            　

            　

            　雨が降っています。もう、身体が動きません。自分の命がもう長くないのだ、と悟ったとき、私は過去の記憶が溢れてくるのを感じました。これが走馬灯というものでしょうか。かろうじて動く視線を横にやると、そこには私に向かって手を伸ばす男性の姿があります。

            「ミリア……！」

            　嗚呼、ドル。愛しい人。あなたに会えて本当に良かった。

            　

            　

            　ラーナック家の鋼鉄令嬢――それが私に与えられた二つ名でした。伯爵家の一人娘として生まれた私は、あまり感情の振れ幅が大きい方ではなく、それを表現する方法もまた拙い方でした。一方で幼い頃から要領は良く、学問、礼儀作法、魔法とどれも人並み以上にこなすことができました。特に戦闘に特化した魔法の力は、軍の近衛兵たちと互角以上に渡り合えるほどで、女だてらに戦う様を揶揄して、いつしか私には「鋼鉄」というあだ名が与えられていました。

            　苦手だったのは他人から理解されることです。私は他人と関わることがとても好きだったのですが、それはいつも一方通行に終わりがちでした。伯爵家という実家の家格もあって、私の周りにはいつも他人の姿がありましたが、私は誰といても孤独を感ぜずにはおれませんでした。華やかな社交界を泳いで様々な人たちと出会いました。それでも、私には家族以外に心を許せる存在は少なかったのです。

            　私を知る者たちは皆、口を揃えてこう言います。あなたは少し潔癖すぎる、と。伯爵家の令嬢としてそうあれかし、と厳しく育てられてきた私にとっては普通の規範意識が、他の貴族たちにとっては杓子定規に過ぎると映るようでした。一方で私自身も、貴族という責任ある立場でありながら、その崇高な義務を履行していない者たちが理解出来ませんでした。

            　他者とのやり取りに長けた者であればもう少し上手く立ち回れたのでしょうが、私にそんな器用な真似は出来るはずもなく、多くの出会いも私の孤独を癒やしてはくれませんでした。

            　――ああ、私はきっと他人から理解されることがないのだ。

            　いつしかそんな諦観を抱くようになるのに、それほど時間はかかりませんでした。それでもせめて自分に正直にあろう、バウアー貴族の娘として恥ずかしくない人間であろうと務めました。それがますます、他人を遠ざけていると気づきもせずに。

            　そんな私でしたが、やがて人間関係に変化が訪れます。きっかけは三人の男性と出会ったことでした。一人目は王家の嫡男ロセイユ様。次代のバウアー王と目された彼とは、能力主義という共通の話題がありました。

            「ミリア。私はね、人は生まれによって判断されるべきではないと思う」

            　身分ではなく能力によって人間を評価するというその思想は、貴族制度の根幹を揺るがしかねない危うさを孕んでおり、また机上の空論に過ぎるという面があるものの、私には酷く魅力的に映りました。ロセイユ様と私は能力主義の成否や現実性について何度も語り合いました。ロセイユ様には既に婚約者がおられたので、男女の関係にはなりませんでしたが、ある時期まで私にとって一番近い異性は彼だったと思います。

            　二人目はクレマン＝アシャール様。ロセイユ様と同じくバウアーの人間で、家格は公爵。私よりも一回り以上年上のバウアー貴族でしたが、なぜか彼は私に目をかけてくださり、社交界で一緒になると必ず話しかけてくださいました。

            「君はもう少し淑女らしいわきまえを身につけるべきだ」

            　クレマン様は良くも悪くも昔ながらの貴族という感じの方でした。魔法で戦い、男性と政治を語り合うような、お世辞にも淑女らしい淑女とは言えない私は、よくクレマン様からお小言を頂戴しました。私は私でそれに毎回反論し、クレマン様も顔をしかめるというのがお決まりのパターンでしたが、不思議とクレマン様はえにしを切ろうとはなさいませんでした。

            　そして三人目は――私の運命の男性となる人、ドル＝フランソワでした。若くして公爵家を継ぎ、財務大臣として辣腕を振るう彼との最初の出会いは、どう多く見積もっても穏やかなものとは言えなかったように思います。

            　当時から、バウアー貴族には腐敗の兆候がありました。多くの貴族が私財を肥やすこと執心し、国のためひいては民のために尽くすことを忘れていました。その流れの大本を辿れば、必然お金という問題にたどり着きます。財務大臣は国庫を預かる職務です。若くしてその要職を占めることになったドルに、私は今のバウアー貴族のあり方を問うた――いえ、詰問したのです。

            「ふむ……興味深い」

            　返事は、そんな短い一言でした。クレマン様は言わずもがな、ロセイユ様ですら最初の会話では眉をひそめられたものですが、ドルは単純に興味を持ったという顔をしました。当時、ドルはもう二十歳を過ぎていたはずですが、彼の印象はひどく幼く純朴なもので、こんな人が財務大臣という魑魅魍魎相手の重責を担えるのかと、正直私は不安になりました。

            　私たち四人はなんとなく気が合い、折に触れて一緒にいることが多くなりました。ロセイユ様が静かに見守り、クレマン様と私が口論し、それをドルが天然を発揮してうやむやにする――そんな関係が何年か続きました。この時、私は初めて友というものを得たように感じていました。

            　そんな四人の関係の中、私はドルという人間に興味を惹かれました。始めて異性として意識した男性が彼だったのです。ある時、こんなことがありました。ドルと私は街を一緒に散歩していました。会話も弾み、楽しいひと時を過ごしていた時、一人の子どもがドルにぶつかってきたのです。倒れ込んだその男の子は、身なりからしてどうやら平民の子のようでした。他の貴族であれば激怒するところですが、ドルは男の子に手を差し伸べて立ち上がらせるとこう言ったのです。

            「元気があって実に結構。だが怪我をしない様に気を付けて遊びたまえ」

            　やがて男の子の母親とおぼしき女性が駆け寄ってきて、恐縮しきった様子でわびをいれると、一目散にその場を離れていきました。男の子の方は何も分かっていないようで、無邪気にバイバイと手を振っています。ドルはそんな彼をなにかまぶしいものでも見るように見ていました。私はその横顔に見とれました。

            「どうしたのかね？」

            「平民の子ですよ。怒らないのですか？」

            「バウアーに生きる子はみな、我々貴族にとってわが子同然だろう？」

            　この出来事で、私はこの人とともに生きていきたいと思ったのです。

            　

            　

            　ロセイユ様、クレマン様、ドル、私の四人の居心地いい関係は、ロセイユ様の即位から大きな変化を迎えます。一国の王になったロセイユ様は公務に忙殺され、これまでのように社交界に出てくることがなくなりました。しかし、彼には切れ者と名高い宰相、サーラス＝リリウムがついていたので、仕事面での心配はしていませんでした。

            「君たちと一緒にいた時間が懐かしいよ」

            　そう言って苦笑いするロセイユ様は、プライベートで何やら悩みを抱えていたようでしたが、王となった彼のそれに一貴族の令嬢に過ぎない私が立ち入ることはできません。王妃であるルル様を私なりにサポートすることくらいが、私にできた唯一のことでした。

            「君を妻に迎える準備がある」

            　クレマン様との関係はもっと複雑でした。私は彼に求婚されたのです。彼は私のことを疎ましく思っているのでは、とすら私は思っていたので、プロポーズにはとても動揺しました。公爵家からの結婚話に両親は喜びましたが、私には戸惑いの方が大きく、クレマン様の真意を掴みかねました。スース王家と繋がりの深いラーナック本家の力を取り込もうとしたとか、政敵になりつつあったドルを敵視した結果だとか、色々な噂が流れましたが、結局、私は最後までクレマン様の求婚に他意を見いだすことはできませんでした。

            　結婚は家と家の問題です。両親の喜びようを思えば、私はクレマン様の求婚を受けるべきでした。私自身も繰り返した口論の数に反して、クレマン様個人のことは嫌いではありませんでした。

            　ですが、私の中にはもう既に、心に決めた相手がいました。

            　ある夜、私は一人でドルの元を訪れました。この時既にクレマン様からプロポーズされたことは周知の事実で、フランソワ邸を訪れた私をドルは咎めました。

            「こんな夜遅くに男の家に来て、結婚に差し障りが出たらどうする」

            　そう言って怒るドルの顔を見て、私は改めて自分の気持ちを確認しました。ああ、私はこの人のことが好きなのだ、と。私の結婚への迷いは、ドルへの未練だったのだ、と。私は気がつけば彼に口づけをしていました。その時のドルの表情を、私は永遠に忘れることはありません。

            「私が結婚したいのはあなたなの」

            　私は驚くほど大胆な行動に出ました。女であることを利用し、男であるドルの弱みにつけ込んだのです。翌朝、同じベッドで目を覚ましたドルは責任を取ると言うと、その足でアシャール邸へ向かい、私との婚約をクレマン様に告げました。

            　今思い返すと、全ての歯車を狂わせたのは、他ならぬ私だったのでしょう。プロポーズをないがしろにされたクレマン様は、ドルと私を執拗に攻撃し始めました。クレマン様はそれまでも決して潔癖とは言えない貴族でしたが、それでも一線を越えないだけの分別は持っていたように思います。ですが、ドルと私が結ばれた後の彼は、ただの悪徳貴族に成り下がってしまいました。

            「クレマン……残念だ」

            　公爵家ということでなまじ影響力が大きかったのもいけませんでした。ロセイユ様はクレマン様を放置することができず、やむを得ず罰を与えて家格を侯爵に落としました。表だった嫌がらせはそれでなくなりましたが、アシャール家は裏で暗躍する闇の貴族となってしまいました。彼を地の底に堕としたのは、間違いなく私です。

            　罪悪感に苛まれていた私ですが、それもしばらくしてなくなります。その余裕がなくなったからです。ドルとの結婚は順調でした。夫婦仲が円満で両者の身体が健康であれば、必然的にできるものがあります。私は赤ん坊を身ごもりました。生まれてくる赤ん坊のために、ドルも私も必死になりました。クレマン様に負い目はありますが、もはや問題は私たちだけにとどまりません。私たちの確執は、生まれてくる赤ん坊には関係ないのですから。

            　この頃になると、四人の政治的な立場も鮮明になっていました。ロセイユ様は理想を掲げつつの現実主義、クレマン様は典型的な保守主義、そしてドルと私はかなり進歩的な理想主義でした。ロセイユ様が平民重視政策を唱え、それがサーラス宰相によって実行に移される中、保守のクレマン様が反対、ドルと私は賛成に回りました。この動きは貴族界を二分する大激論に発展します。派閥争いが激化し、昨日まで羽振りが良かった名家が次の日には没落している、などということが当たり前になりました。

            　クレマン様のアシャール家とドルのフランソワ家は、それぞれ保守と革新の代表格と目されていました。多くの貴族が両者の顔色をうかがい、アシャール家もフランソワ家も大きな力を手にしました。両家の緊張は日に日に増していきます。ドルは政界で私は社交界で、気の抜けない日々を過ごしていました。

            　そんな私たちにとって唯一の救いが生まれてきた娘――クレアでした。もちろん子育ては大変でした。典型的な理想主義者だった私にとって、クレアはまさに現実の象徴でした。どんな崇高な理想も理念も、娘の泣き声の前には全くの無力です。私は初めての子育てに右往左往し、ドルと二人三脚でなんとか毎日を乗り切って行きました。

            　私たちの心配と悪戦苦闘をよそに、クレアはすくすくと育っていきました。ドルの溺愛のしようはもう酷いもので、何度私が口を酸っぱくして言っても、彼はクレアを甘やかすことをやめませんでした。私だって甘やかし倒したいのに、なぜか注意する役回りばかり回ってくることを理不尽に思いました。乳母も兼ねているメイド長にそう愚痴っても、それが母親というものにございます、と救いのない返事。嵐のような日々。でもわたくしは不思議と幸せでした。

            「おかあさま！」

            　なんど私が叱っても、クレアは私の胸に飛び込んできてくれるのです。叱った直後は泣いてへそを曲げても、例えばダンスが上手く踊れないと拗ねるクレアを励ますたび、雷が怖いと私のベッドに逃げてくるたび、クレアの混じりけのない好意と信頼が、どんな苦労も吹き飛ばしてくれるのでした。

            　

            　

            　クレアは今日、四歳になります。メイドたちと一緒に万全の備えをし、後はもうパーティをするだけという段になって、一通の手紙が届きました。差出人は――クレマン＝アシャール様。断れないよう用意周到に、他の有力貴族と連名で記されたそれは、懇談会への招待状でした。他の革新派の貴族も一緒に招待されているようで、おまけに文面には「当方に和解の意思あり」とまで。これを無視することは、革新派の筆頭となっていたフランソワ家にはどうしてもできませんでした。

            「イヤですわ！　お父様とお母様はわたくしと一緒にいますの！　今日はわたくしの誕生日ですのよ!?」

            　そう言ってクレアは涙を浮かべて抗議しました。無理もありません。彼女はいつも我慢をしてくれているのです。家を空けがちなドルや私に、クレアは滅多に文句を言いません。だからこそ、今日くらいは一緒にいるつもりで、ドルも私もずいぶん前から準備をしてきたのでした。

            「クレア、ミリアを困らせるんじゃない。貴族たるもの、責務が優先されるのは当然のことだろう」

            　そう言うドルも、さすがにばつが悪そうにしています。無理もありません。彼とてこんなことは本意ではないのです。

            「わたくし、普段はお父様とお母様がいなくても我慢していますのに……。お誕生日の席もご一緒出来ませんの……？」

            　涙ながらに言うクレアの声色には寂しさが溢れていて、私は胸が張り裂けそうになりました。私はすっかり動揺していたのです。それでつい、軽々しくこう言ってしまいました。

            「本当にごめんなさいね。この埋め合わせは必ずするから。そうだ！　お誕生日プレゼントを買ってきてあげる。クレアの好きなものをなんでも。何がいいかしら？」

            　その言葉を聞いてきっと表情を強ばらせたクレアは、

            「プレゼントなんかいらない！　お母様なんて大っ嫌い！」

            　そう叫ぶと、自室へと走り去っていってしまいました。

            「クレア……」

            　貴族の義務を理解させるには、あの子はまだ幼すぎます。ことあるごとに言って聞かせてはきましたが、クレアはまだ四歳なのです。

            「クレアもそのうち理解してくれるだろう。貴族は義務がなにより優先される。それは身内のことであっても例外はない」

            「……ええ、分かっていますわ。でも、時々思ってしまいますの。あの子は貴族に生まれなかった方が幸せだったんじゃないかって」

            　義務や理想などなく、思うがままに自由に。そんな暮らしこそが、クレアにはあっているのではないか。このときの私はそう思わざるをえませんでした。

            　とは言え、今さらクレマン様に行けないとも言えません。

            「レーネ。クレアのことをお願いね。なんとかご機嫌を取ってちょうだい」

            「かしこまりました。行ってらっしゃいませ、奥様、旦那様」

            　最近入ったメイドの一人――レーネはクレアのお気に入りです。彼女ならなんとかクレアを慰めてくれるのでは、と期待しての一言でした。レーネは請け負ってくれましたが、その瞳にはどこか責めるような色が見えたのは、私の罪悪感が見せた幻でしょうか。

            「行こう、ミリア。クレアの未来のために」

            「ええ」

            　もしかしたら、今日で全てを終わらせられるかも知れない。クレアの涙を無駄にしないためにも、ドルと私は決意を固めて懇談会に臨むのでした。

            　

            　

            「一体、なんだったのだ、今日の懇談会は……」

            「中身のない、ただのパーティーだったわね」

            　アシャール家からの帰り道、ドルと私は失望に溢れたため息をついていました。保守派と革新派の和解の場だと聞いていた懇談会は、行ってみればただの立食パーティでした。政治的な議論などなく、ただうわべをなぞりあうだけの空疎なそれ。こんなもののためにクレアを泣かせる羽目になったのかと思うと、ドルも私も怒りがこみ上げてきます。

            「だが、早めに退席出来てよかった。この分だとクレアの誕生日に間に合うな」

            「……」

            「ミリア、まだ気にしているのかい？」

            「……ええ」

            「対立相手とはいえ向こうも大貴族。しかも招待状の内容が内容だった。急な招きでも断るわけにはいかなかった」

            　ドルが言うことは分かります。こうなったのは必然で、私たちには他の選択肢はありえなかったのです。それでも、別れ際のクレアの顔が胸に焼き付いて離れません。

            「ねぇ、ドル。私――」

            　そのとき、馬車に大きな衝撃が走りました。

            「!?」

            「ミリア！」

            　ドルが身を挺して私をかばう中、不思議な浮遊感の後、大きな衝撃が襲ってきました。

            　次に気がついたとき、私たちは馬車の外に投げ出されていました。痛みを訴える四肢に鞭を入れて立ち上がると、ようやく状況が分かってきました。どうやら私たちは別の馬車と衝突して崖から転落したようです。フランソワ家の馬車は壊れ、近くに御者とドルが倒れています。馬は足を骨折したのか、いななきを上げながら横たわっています。

            　意識がもうろうとします。見れば太ももに馬車の破片が突き刺さっており、多量の出血をしていました。このままでは失血死は明らか。私は傷口を火属性魔法で焼いて、とりあえずの止血を行いました。

            「事故……じゃなさそうね」

            　辺りを見回すと、周りは深い森になっていて、その暗がりから四つの人影が現れました。全身黒ずくめの怪しげな格好です。随分と小さくまだ子どもに見えます。ですが、ただ者ではなさそうです。その手には皆、ナイフを握っていました。

            「おやめなさい。いたずらに命を捨てることになるわよ」

            　私はドルと御者が気を失っている馬車に魔法で防壁を張りました。この防壁は物理現象に結実するタイプのもので、仮に私がやられてもしばらくは残り続けるものでした。これで彼らはひとまず大丈夫。問題はこの子たちをどうするか。子ども相手とはいえ油断は出来ません。おそらくこれはアシャール家の謀略。その詰めを任された者たちが、ただの子どもであるはずがありませんでした。私はドレスの裾を破って身軽になると、魔法杖を取り出して油断なく構えました。

            「!?」

            　すうっと薄くなるように、子どもたちの姿が消えていきます。なるほど、これがこの子たちが選ばれた理由でしょう。視覚が頼りにならないとなれば――。

            「フレイムブロッサム！」

            　どこから来るのか分からないのであれば、全方位に攻撃するまで。私が爆炎を自分の四方八方に放つと、密かに近づいて来ていたとおぼしき一人が、直撃を受けて倒れるのを確認しました。あと三人。

            「諦めなさい。あなたたちに勝ち目はありません」

            　その後も、足音や気配を頼りに二人賊を倒しますが、あと一人がどうしても見つかりません。

            「……諦めて逃げたのかしら」

            　そんな考えが浮かびつつも、私の勘は警戒を続けることを促していたので、私はそのままドルたちを守り続けました。

            　そんな時、雨が降ってきました。

            「そこ！」

            　雨のお陰で位置が割れた最後の一人に炎矢を放ちます。その子が攻撃を受けると同時に、他の三人も姿が見えるようになりました。恐らく、この子が術者だったのでしょう。黒ずくめの頭巾を取ってみると、私は驚きました。

            「こんな小さな子に……クレマン様、なんてことを」

            　気を失って雨に打たれているその子は、恐らくクレアとさほど年は変わらない女の子です。こんなことをに手を染めている以上、まっとうな生き方はしてこなかったことでしょう。その背後にクレマン様がいるのは明らかです。彼には以前から人身売買の噂が立っていました。この子たちもその疑いと無関係とは考えにくいです。

            「待っててね。すぐに自由にしてあげるから」

            　私はその子を横たえて他の子の様子も見に行こうとしました。手加減はしましたが、当たり所が悪ければどうなっているか分かりません。私は治癒魔法を使えないので、ひとまず応急手当をしなければ。そう考えながら、一人の子に近づいたその時――。

            「が……はっ……！」

            　飛来した無数の鋭い氷矢の雨が、子どももろとも私に襲いかかりました。

            「なんて……ことを……！」

            　深刻なダメージを負いましたが、まだ動きは取れます。ですが、向こうもそれは分かっているようでした。二度、三度と氷雨が連続で飛来します。私はそれを炎槍で迎撃しようとしましたが、何しろ数が多く撃ちもらしが生じていきました。その度に子どもたちごと、辺りが串刺しにされていきます。姿を消す術者の子の左足にも氷矢は突き刺さり、多量の出血をしたので、私はそれを火属性魔法で焼き固めて止血しました。

            「クレマン様……どうして……！」

            　ここまでするほど、ドルと私が憎いのでしょうか。何の罪もない子どもを巻き込んで殺そうとするほどに。もはや暗殺者の子で息があるのはたった一人。私はせめてこの子だけでも助けようと思いました。私は一芝居打つことにしました。

            「ぐっ……」

            　何度目かの氷矢で、私は直撃を食らったように見せかけてその場に倒れました。そのままじっとしていると、暗がりから大人とおぼしき三人の人影が現れました。

            「やったか？」

            「どうやらそのようだ」

            「こっちの防壁は……解除できなさそうだな」

            「おら、カトリーヌ。さっさと証拠を隠滅しろ」

            「う……」

            　もう少し……もう少し引きつけて、女の子を巻き込まないように。いつの間にか焼き固めた太ももの傷が開いており、意識が遠のいていきます。

            （でも、諦めないわ）

            　私はぱっと立ち上がると、驚く三人の男たちに向かって炎槍を放ちました。そこまでが私の限界で、私はその場に再び崩れ落ちました。仕留めたかどうかは確認出来ませんでしたが、追撃が来ないところを見ると、どうやら守り切れたようです。でも、私も恐らくこれまででしょう。

            「どう……して……？」

            　隣に倒れ込んでいた暗殺者の子が起き上がり、私のことを見下ろしています。その顔には大きな当惑が浮かんでいました。恐らく、どうして助けたのかと問いたいのでしょう。クレアと同じ色の髪の毛の下で、大きな瞳が揺れていました。

            「あなた、お名前は？」

            「……カトリーヌ」

            「カトリーヌね。バウアーに生きる子は、私にとってみな我が子同然なの」

            　それはいつか、ドルが示した貴族としてのあり方でした。カトリーヌが驚いたように目を見開きます。

            「……私……は……」

            「いいのよ。……ねえ、カトリーヌ。私にもあなたと同じくらいの年の娘がいるの。とても可愛い自慢の娘なの」

            　私はカトリーヌの頭に手を伸ばし、雨に濡れた髪をそっと撫でました。

            「あなたと一緒で綺麗な蜂蜜色の髪をしているの。気は強いけど寂しがり屋でね。良かったら、友だちになってあげてくれると嬉しいわ」

            　それだけ告げると、もう私には意識を保つだけの力がありませんでした。

            （ごめんなさい、ドル、クレア。でも私、最後まで私らしく生きられたわ）

            　二人を後に残していくことに後悔がないかと言われれば嘘になります。それでも、私は私のしたことが、いつか何かの意味を遺すと信じていました。

            （ドル、クレア……愛しているわ……）

            　気がついたのか、一張羅を泥にまみれさせて這ってこようとするドルに、最後に笑いかけて、私は意識を手放しました。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「カトリーヌ様、そのようなことに御身を……」

            「いいからエマも手伝ってよー」

            　放浪先のある村。魔物の被害に悩まされているというそこで、ウチはエマと一緒に魔物狩りをしていた。

            　魔物といってもそれほど手強い相手じゃない。ウチでもなんとか、エマなら楽勝で勝てる相手だ。それでも、貧しいこの村には冒険者を雇うお金もないらしい。そこで、話を聞いたウチが狩りを買って出たのだった。

            「ありがとうございます。本当に助かりました」

            　魔物の駆除を終え村長に報告しに行くと、彼は深々と頭を下げた。

            「これは僅かばかりですが……」

            　どうやら報酬のつもりのようだけど、ウチがそれを受け取るわけにはいかない。

            「それは村のために使ってねー。それじゃあ、ウチはこれでー」

            　エマに車椅子を押してもらい、その場を去る。一杯動いたからお腹がすいちゃった。

            「カトリーヌ様、どうして報酬を受け取らないのですか？」

            「だって、ウチにそんな資格ないし」

            　ウチが背負うべき十字架は一生のものだ。許されてはいけない。

            　それに。

            「いつか見た、あの背中が焼き付いてるんだよね」

            　自分にとって何の縁もゆかりもない、まして命を狙ってきた相手を、それでも助けようとしたあの背中を、ウチは覚えている。ウチは許されるべきではないし、彼女の志を受け継ぐべき正統な後継者はクレアちゃんだ。

            　それでも――。

            「ウチも、そうありたいと思うから」

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            巻末書き下ろし２　――了――

            


        



            巻末書き下ろし３「誤解」（クレア＝フランソワ）

            　

            　

            「実は……レイとケンカをしてしまって……」

            「あら、珍しいですね？」

            　革命からしばらくたったバウアー王国。わたくしはとある食事処でレーネと向き合っていました。この食事処は貴族向けではなく市民向けで、噴火の被害に遭ったのをレーネのフラーテルが出資して、傷んだ建物を修復したばかりでした。店内は綺麗に掃除され、フラーテルが支給した椅子やテーブルが整然と並んでいます。

            　レーネとランバートのフラーテルが本拠を構えるのはアパラチアですが、今回のバウアーで起きた噴火災害からの復興を支援することで、バウアーでもその勢力を伸ばそうと考えているようです。この辺りは道義的な配慮とそろばんを両立させる、実にレーネらしい現実的な戦略であると思いました。彼女はそれを実現すべく、革命が成った後もこうしてしばらくバウアーに残り、復興支援の陣頭指揮を執っているのでした。

            　わたくしはと言えば、貴族の位を失って市民となったものの、いつの間にか革命の立て役者として祭り上げられており、表だってはいないものの、新政府の憲法草案立案を手伝ったり、市民と政府の間に立って折衝を行ったりと忙しい日々を過ごしていたのでした。

            　レイはレイで、彼女は土と水のデュアルキャスターかつ適性も高いので、復興作業には引っ張りだこなのでした。土属性魔法は火山灰や火山弾の除去、建物の修復に有用ですし、水属性魔法は怪我の治療には欠かせません。魔力を回復するポーションを片手に、ここしばらく王都中を飛び回っているのでした。

            　そんな訳でこのところしばらく、レイとわたくしはあまり一緒の時間を取れなかったのです。お互いに思い合っていることを確認し、いずれは内々で結婚式をと考えている私たちですから、会えない時間がストレスになるのは当然のことでした。それなのに、どちらも無理を重ねて平気なふりを続けていたので、お互いに自分ばかりが相手のことを必要としているように思えてしまっていたのでしょう。とうとう三日前、溜まっていた鬱憤が爆発したのでした。

            「クレア様はともかく、レイちゃんまでへそを曲げちゃうなんて珍しいですね？」

            「なんですのよその、わたくしはともかくって」

            「ああ、失礼しました。でも、クレア様は割と思っていることを率直にハッキリ言う方でしょう？」

            「それは……そうですけれど……」

            　痛いところを突かれました。ことわたくしへの理解において、レーネの右に出る者は非常に少ないのです。それこそレイかお父様くらいではないでしょうか。

            「一方でレイちゃんはあまり感情を表に出さないタイプじゃないですか。クレア様への好意はあけすけに見えますけど、あれだって計算のうちっていう気もしますし」

            「それはどうかしら……」

            　レイのあれは欲求に見せかけた計算――に見せかけた欲求のようにわたくしは思います。まあでも、レイがあまり本心を見せないというのはその通りだと思います。

            「でも、今回のことはレイが悪いですわ。だって、リリィから聞いたんですのよ。レイの初めては彼女が貰ったって」

            「えええ!?」

            　さすがのレーネも驚いたようです。無理もないでしょう。レーネもわたくしも貞操観念については非常に保守的です。初めてを捧げる相手はすなわち結婚する相手であると考えています。

            「それ、本当ですか？　にわかには信じられないんですが」

            「レイも否定しましたわ。でも、あのリリィが嘘をつくと思いまして？」

            「うーん……。リリィ様のことはあまり存じ上げないので、私からはなんとも……」

            　そういえば、レーネはリリィと公開裁判の時くらい、しかもオルタとしての彼女としか接点がないのでしたか。

            「リリィは嘘をつくような子ではありませんのよ。敬虔な精霊教徒でもありますし」

            「ああ、それなら納得ですね」

            　精霊教には嘘を戒める教えがあり、リリィがそれをやぶるとは考えにくいのです。

            「でも、レイちゃんは否定したんですよね？」

            「ええ、残念なことに」

            「何か誤解があるのでは？」

            「そうかしら？　レーネ自身も言っていたじゃありませんの。レイは隠し事をするところがあるって」

            「うーん……」

            　レーネはまだ納得いかないような顔をしていましたが、わたくしは話を続けました。

            「わたくし、レイが純潔を守っていなかったことを怒っているんじゃありませんのよ。それをリリィに捧げたことについてだって、百歩譲って許せますわ。わたくしが怒っているのは、それをわたくしに偽ったことです。わたくし、嘘は好きではありませんわ」

            「まあ、気持ちは分かります。恋人に嘘つかれたら、そりゃあ悲しいですよね」

            　レイは別の世界から来たと言っていましたし、初恋の相手は別にいたとも聞いています。ならば、彼女がわたくしやレーネのようなバウアー王国民とは違う貞操観念を持っていたとしても不思議ではありません。貴族時代、外国の要人たちとも交流していたわたくしにとって、そういった「文化の違い」を割り切って尊重することは得意です。だから、それはいいのです。わたくしが悔しく思うのは、そこをレイが嘘で誤魔化したことなのです。

            「うーん、私はちょっと何か誤解がある気がしますけれどねえ」

            「誤解のしようがないじゃないですの」

            「そうですかねえ……。まあ、事情は分かりました。で、クレア様はどうなさりたいんですか？」

            「……仲直り……したいですわ」

            　レーネに促され、わたくしはぽつりとこぼしました。

            「嘘の内容が内容だけに、わたくしは怒ってしまいましたけれど、あまりにも感情的になりすぎたと反省しているんですの。レイが嘘をついたのであれば、それは彼女なりに思うところがあったはずで、あるいはわたくしを傷つけないための優しい嘘だったかもしれませんし」

            　わたくしは嘘は嫌いです。でも、貴族の世界、政治の世界に長く身を置いてきたこともあって、時には嘘が必要なときもあると理解しています。貞操の話でレイにそう判断されたことは、彼女との距離を感じてしまって悲しいですが、それでも、レイが悪意から嘘をついているとはわたくしには思えないのです。これも冷静になった今だから言えることですが。

            「なら、謝罪するしかないのでは？」

            「謝罪ならしましたわよ。でも、レイが許してくれないんですの」

            「え？　あのレイちゃんがですか？」

            「ええ」

            　レーネの反応は予想通りのものです。手前味噌になりますが、レイはわたくしにベタ惚れです。これまでだってケンカをしたことはありましたが、ほとんどの場合レイの方から折れてくれましたし、わたくしが謝ればすぐに許してくれました。それが、今回に限ってもう三日もへそを曲げたままなのです。

            　最初の一日こそ、レイの方が不誠実を働いたのに、どうしてこんな態度を取られなければならないのか、と憤慨していたわたくしですが、二日目になるとどうも事態がそれどころではないと思うようになりました。レイがわたくしのことを一日以上突き放すなんてことはこれまでになかったことで、わたくしは憤慨などしている場合ではないかも知れないと思ったのです。三日目となった今、私の不安は頂点に達しており、たまらず、忙しい身のレーネに無理を言って、こうして時間を作って貰ったのでした。

            「どうしましょう、レーネ。レイはわたくしを捨てるつもりなのかも」

            「ありえません」

            「でも……」

            「世界がひっくり返ってもありえません」

            　レーネは繰り返し断言しました。

            「クレア様。落ち込んで不安定になるお気持ちは分かりますが、そこを疑うのはレイちゃんに対して失礼ですよ。レイちゃんのクレア様に対するこれまでの献身を忘れたんですか？」

            「……いいえ」

            　レーネの言うとおりです。レイのわたくしに対する愛と忠誠は、わたくし自身が一番よく知っています。貞操に関する行き違いがあったとしても、それだけで彼女がわたくしを見限るとは考えにくいでしょう。保守的で考え方の固いわたくしですら、事が貞操に関わることであっても、レイのことを理解したいという前提で考えているのです。ましてや、あのレイがわたくしのことをそんな簡単に見限るとは――思いたくありません。

            「でも、ならどうしてレイはわたくしを許してくれないのかしら」

            「うーん。そこは分かりませんけれど……」

            「ねぇ、レーネ。何かいいアイデアはなくて？」

            「そうですねえ……」

            　レーネは少し考え込んで記憶を探るような顔をしましたが、やがてはっと表情を変えました。

            「そういえば、レイちゃんから聞いたことがあります」

            「何をですの？」

            「ちょっと理解が難しい話ですけれど、恋人への最大の敬意と礼儀を示す方法があるそうで」

            「それですわ！　教えてちょうだい！」

            　わたくしは曇り空に晴れ間が見えたような気持ちで、レーネを促しました。

            「でも……正直クレア様にはちょっと難しいかと……」

            「構いません。レイと仲直りできるのなら、どんなことでもしてみせますわ」

            「……分かりました。その方法はですね――」

            　レーネはなぜかわたくしに顔を寄せると、声を潜めて耳打ちしてきました。

            「えええ!?」

            　レーネが言った内容は、にわかには信じがたい――いえ、常軌を逸した内容でした。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「……ただいまです」

            　レイとわたくしの家に、レイの声が響きました。その声色は幾分固く、彼女がまだわたくしに対して怒りを覚えていることを暗に示しています。わたくしはその事実に気分が塞ぎましたが、だからこそこうしているのだ、と決意を露わにしました。

            「おかえりなさい、レイ」

            「……疲れているので、先に休ませていただきま……は？」

            　キッチンでレイを迎えたわたくしの格好を見て、レイが目を見開きました。無理もありません。今のわたくしの格好は、どう考えても破廉恥極まりないものでしたから。

            「く、くくく、クレア様!?」

            「こ、これがわたくしの謝意の表れですわ。どうか許してちょうだい、レイ」

            「え、その……えええ!?」

            　レイがここまで赤面するのを、わたくしはこれまで見たことがありません。それはそうでしょう。何しろ今のわたくしは、丈の短いフリフリのエプロン（レーネのお手製）の下に下着しかつけていないのですから。

            


        






        





            「は、裸エプロン、と言うそうですわね？　あなたの文化ではこれが恋人に対する最上級の好意の示し方とうかがいましたわ。ごめんなさい、裸はさすがに恥ずかしすぎたから、下着を――」

            「ま、待ってください。そうじゃなくて――」

            「あ、そうでしたわね。この格好をしたらこう言うのでしたわね。お帰りなさいませ、レイ。ご飯を作ってくださるの？　お風呂を沸かしてくださるの？」

            「いやそれ逆ですから――ってそれでもなくて――」

            　わたくしはそこで一旦言葉を切ると、レイの胸に飛び込んで上目遣いでこう言いました。「そ、そそそそ、それとも、わ、わたくし？」

            「……」

            　レイがしゃがみ込んで頭を抱えました。あ、あら？

            「誰の仕業ですか……いいえ、答えなくていいです。レーネですね？」

            「そ、そうですわ。わたくしがなんとしてもレイと仲直りしたいと言ったら教えてくれたんですの。何か間違っていたかしら？」

            「間違っているかいないかで言えば、色々と間違いまくってますが――」

            「やっぱり、ダメだったかしら」

            「いえ、素晴らしいです」

            　レイは立ち上がると両手で頬をパンパンと叩きました。

            「レーネ、ホント何してんの……？　いやグッジョブ。キミは最高の仕事をした」

            「えっと……レイ……？」

            「大人げなくぷりぷり怒っててすみませんでした、クレア様。クレア様の気持ち、しかと受け取りました」

            「じゃ、じゃあ……許してくださるの？」

            「当たり前じゃないですか！　恋人にここまでさせて許さないとかあり得ませんよ！　ありがとうございます！　ありがとうございます！　生きてて良かった！　神様精霊神様！」

            「ちょ、ちょっとレイ？」

            　かつてないテンションのレイに、わたくしはただおろおろするしかありません。そんなわたくしを、レイは優しく抱きしめてくれました。三日ぶりの抱擁に心が安らいでいくのを感じます。ああ、レイ。戻ってきてくれたのね。

            「そ、それじゃあ、お料理作りますわね。そのための格好なのですし」

            「あ、待って下さい、クレア様。着替えましょう」

            「え？」

            　もうこの格好は見飽きたと？

            「違います。その格好は飽くまで観賞用なんです。料理はちゃんとした服装でしないと危ないですから。クレア様の珠のお肌に油でも跳ねたら大変です」

            「そ、そうなんですの」

            　何やらよく分かりませんが、専門家（？）であるレイがそう言うのならそうなのでしょう。釈然としない部分もありましたが、レイが凄くいい笑顔だったので、わたくしは気にしないことにしました。

            　これ以来、わたくしはレイとケンカをしたり彼女に願い事やおねだりしたりする際、切り札としてこの裸エプロンを使うことにしました。効果は劇的で、どんなに酷いケンカをしても、この姿になるとレイは必ず許してくれるのでした。わたくしは格好の破廉恥さに毎回めまいがする思いでしたが、レイが好んでくれるなら、と段々警戒心が緩んでいったのです。

            　それが油断でした。

            「ただいま帰りました、クレア様」

            「おかえりなさい、レイ。お料理を作って下さるの？　お風呂を沸かして下さるの？　それと――」

            「……」

            　のりのりでレイを出迎えたわたくしでしたが、この日のレイには同伴者がいました。

            「クレア……その格好は……？」

            「お、お父様!?」

            　ドルお父様でした。どうも帰りに一緒になったらしく、久しぶりにわたくしの顔を見に寄って下さったのでした。わたくしは羞恥の余り悲鳴を上げ、寝室に直行してすぐに着替えました。その日以来、裸エプロンは無事に封印されることになったのです。

            　ちなみに、わたくしが裸エプロンをしなくなったことが気に入らなかったのか、不満を募らせていたらしいレイが、ある日逆に彼女が裸エプロンで迎えるという暴挙に出たのですが、この時偶然同伴していたミシャに目撃され、

            「……不潔だわ」

            　と、絶対零度の視線を向けられたことは、彼女の消えない黒歴史になったのでした。

            　

            　

            「きになってるんだけど」

            「ですわね、きになりますわ」

            「なんですの、メイ、アレア？」

            　それからしばらくして、メイとアレアという養女を迎えたわたくしは、話の流れでこの時のケンカについて二人に語って聞かせていました。もちろん、二人に裸エプロンのことなんて話せませんから、それについては省いた上で。

            「けっきょく、ケンカのきっかけになったてーそーのことってどういうことだったの？」

            「ごかいだったんですの？」

            「ちょっと、メイ、アレア！　あなたたち、貞操って意味が分かって言っていますの？」

            「あたりまえだよ」

            「アレアたちをいくつだとおもってらして？」

            「えええ……」

            


        






        





            　彼女たちは孤児だったので、正確な生年月日をわたくしは知らないのですが、それでも四、五歳のはずです。そんな彼女たちがもう貞操なんていう概念を持っていますの？

            「い、一応、確認させてちょうだい。まさかあなたたち……」

            「クレアおかあさま、しつれい」

            「アレアもメイもきよいみですわ」

            「そ、そうですわよね。ごめんなさい」

            　彼女たちはスラムで暮らしていたこともあるので、万が一暴漢に襲われたりということもあると思ったのですが、それは杞憂だったようです。

            「それより、けいい！」

            「きになりますわ！」

            「え、ええ……それは……」

            　わたくしは冷や汗が浮かぶのを感じました。

            「そう、誤解。ちょっとした誤解でしたのよ」

            「どんなごかい？」

            「きになる！」

            「い、いいじゃありませんのよ、そんな些細なこと」

            「「ききたーい！」」

            　メイもアレアも興味津々と言った様子でした。

            「うう……凄くくだらないオチですのよ」

            　わたくしは渋々、話し始めました。

            　

            　

            「そ、それじゃあ、レイさん、クレア様。め、メイちゃんとアレアちゃんのことをお願いします」

            「うん、任せて」

            「ええ、リリィの旅の無事を祈っていますわ」

            　メイとアレアを引き取ってから数日後、リリィは贖罪の巡礼に向かうことになりました。出発の日、レイとわたくしはリリィの旅立ちを見送りに、国境付近の検問所にやって来ました。メイとアレアはお父様に任せてお留守番ですが、彼女たちも本当は見送りに来たがっていました。

            「あ、そうだ。旅立つ前に一つだけ誤解を解いて行ってよ」

            「？　な、なんのことですか、レイさん？」

            「私がリリィ様に初めてを捧げたとかいう話。クレア様とケンカになって大変だったんだから。まあ、そのお陰でいいものも見れたんだけれども」

            「余計なことは言わなくていいですわ！」

            　レイの口を塞ぎながら、わたくしはリリィ様に言いました。

            「弁解は必要ありませんわ、リリィ。たとえレイが純潔を捧げたのがあなただったとしても、今のレイが愛しているのは間違いなくわたくし。もう、わたくしはそれで揺れることはありませんから」

            　だから気にしないで、とわたくしは言ったのですが、

            「じゅ、純潔!?　なんのことですか!?」

            「え？」

            「え？」

            「え？」

            　わたくしたち三人は一斉に顔を見合わせました。

            「え？　だって、リリィ言っていたじゃありませんの。あなたがレイの初めてを貰ったって」

            「えええ!?　い、言ってません、そんなこと！」

            「あれぇ？」

            　何やら雲行きが怪しくなってきました。

            「よく思い出してご覧なさいな。ほら、革命からして数日後、取り調べが終わって釈放されたお祝いに、リリィを甘味屋に連れて行ったでしょう？」

            「え、ええ、それは覚えてます。苺大福をご馳走してくださいましたよね？」

            「その時、あなたが言ったんですわ。レイの初めてはリリィが貰っちゃいましたけど、良かったんですかね――って」

            「……あ、あああ！」

            　リリィが悲鳴のような声を上げました。

            「ど、どうしたんですのよ？」

            「く、クレア様、ごめんなさい。も、もの凄く誤解です」

            「は？」

            　誤解？

            「リリィが申し上げた初めてというのは、じゅ、純潔のことではなく、手作り苺大福のことです」

            「……苺大福？」

            「ああ！」

            　わたくしが呆然とした心持ちでいると、レイも何かに思い当たったようでした。

            「あれは不正貴族の取り締まりをしている辺りのことでしたっけ。バカンスで知って以来、ずっと作ってみたかったんですよ、苺大福。それで、クレア様が出掛けているときに試作してみて、リリィ様に味見して貰ったんです」

            「い、苺大福には一家言あるんです、リリィは」

            　話が見えてきました。わたくしは穴があったら埋まりたい気持ちになりました。

            「つ、つまりわたくしは……リリィが言ったことを曲解してただけ……？」

            「そのようですね」

            「ご、ごめんなさいごめんなさいごめんなさい！　り、リリィが諸悪の根源でした！」

            　あ、あんな破廉恥な格好をする羽目になった原因が、単なるわたくしの曲解……。

            「……きゅう」

            「クレア様!?」

            「わ～～～!?　白目むいてます！　レイさん、早く治癒魔法を！　……い、いえ、これってチャンス？　ワンチャン、レイさんと後ろ暗いことを――」

            「しませんよ」

            「で、ですよね！　でも、旅の餞別にキスくらいは――」

            「しませんってば」

            「チッ……ケチくさすぎんだろ」

            「リリィ様？」

            「す、すみません！　わ、わざとじゃないんですぅー！」

            　何やら騒がしい二人の声も、このときのわたくしには全く届いていませんでした。薄れ行く意識の中、これからはちゃんと文意と文脈を確認しようと心に誓うのでした。

            　ちなみにこのオチを聞いたメイとアレアの感想は――。

            「クレアおかあさま……」

            「ドジっこでしたの？」

            　何も言い返せませんでしたわよ！

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            巻末書き下ろし３　――了――

            


        



            あとがき

            　

            　

            「平民のくせに生意気な！」第三巻をお買い求めいただきありがとうございます。作者のいのり。でございます。「くせにな」の最終巻となる本巻ですが、いかがでしたでしょうか。お楽しみ頂けたことを願ってやみません。

            　最終巻と書かせていただきました通り、「くせにな」は本巻で完結の予定です。「わたおし」第二部に相当する部分については、「くせにな」では取り扱わない予定です。ご期待下さった読者様もいらっしゃると存じますが、ご了承いただければ幸いです。

            　本巻刊行時には「私の推しは悪役令嬢。」のアニメが放映されていることと存じます。もうご覧いただきましたでしょうか。制作陣一丸となって作り上げた素敵なアニメになっていると思います。もちろんいのり。も原作者として頑張らせていただきました。音と映像で彩られ、生き生きと動きまわるレイやクレアたちの姿を、ぜひご覧になってください。

            　恒例の謝辞を申し上げます。

            　ＧＬ文庫中村様。「くせにな」も最終巻まで出して頂きありがとうございました。いつも本当にありがとうございます。とうとうアニメ化まで来ましたね。最初にいのり。を拾い上げてくださった中村様への、ご恩返しになっているといいなと思っております。

            　花ヶ田先生。今回も素晴らしいイラストの数々をありがとうございました。先生が命を吹き込んでくださったキャラクターたちは、とうとう動くようになりました。先生に対しても、ご恩返し出来ているといいなと思っております。

            　我がパートナーの秋さん。きっとこの巻が出る頃には、二人で感動しながらアニメを見ていることでしょう。きっと二人とも泣いちゃうかな。ここまでこられたのはあなたの支えがあったからです。本当にありがとう。これからもよろしくね。

            　そして誰より、本書をご購入くださったあなた様に、最高の感謝を申し上げます。誠にありがとうございました。

            　それでは失礼させていただきます。

            　

            二〇二二年十月十五日　いのり。拝

            　

            　

            　Pixiv Fanbox: https://inori-0.fanbox.cc/

            　Twitter: https://twitter.com/inori_narou
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